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第一章 緒 論

一 般 二結 核 患 者特 二重 症 患 者 ニ ア リテ ハ、 身 膿

ノ痩 削衰 弱 著 シキ モ ノー シテ、 是 等 ノ現 象 ハ登

熱 、畿 汗 、 食慾 不 振 、 胃腸 障 碍 等 ニ ヨ リテ説 明

シ得 レ ドモ、 無熱 且 食物 ノ囁 取 モ十 分 ニ シテ、

著 シキ消 化 障碍 ナ ク シテ、 然 カモ痩 削 衰 弱 テ來

ス コ トアル ハ吾 人 ノ屡 支目撃 スル所 ナ リ。 之 テ

以 テ見 レバ 結 核 患 者 二於 テハ特 殊 ノ毒 作 用 二因

リテ特 殊 ノ新 陳 代 謝 機 轄 ノ行 ハ ル ・コ トハ 想豫

二難 ヵ ラズ。 結 核症 経 過 中 二於 ケル新 陳 代 謝 障

碍 、殊 二異 化 作 用 促 進 ノ惹 起 サ ル ・コ トハKle-

mperer,Corteガ 夙 二結 核 菌 毒 ニ ヨル膿 蛋 白分

解 ノ充 進 ノ存 在 二著 想 セ シ以 來、 幾 多 ノ業 績 ニ

ヨ リ テ確 定 セ ラ レ タ リ.即 チー 定病 機 ノー 定 時

期 二於7ハ 窒 素 ノ李 衝 状 態 破 壌 セ ラ レ、 尿 中 二

排 出 セ ラル ・総 窒 素 量 ハ檜加 ス。之 ハ尿 酸 、有 機

性 燐 酸 、 中性 硫 黄 等 ノ檜 抑 ラ認 ム ル故 ニー 部 ハ

盟 細 胞 破 壌 二因 ス ル モ ノナ レ ドモ(Mitulesen,

Jaksch,Labbe,Vitruz)、 主 トシテ罷 蛋 白分 解

ノ充 進 二由 來 ス ル コ ト・・確 實 ナ リ(Klemperer,

Mitulesen,宮 井)。 叉 呼 吸 瓦斯 代 謝 異常 二關 シ

テハNysten以 來 多数 ノ 報 告 ア リ、 病 機 ノ 進

行 ト共 二 酸 素 ノ 浦費 量 減 退 セ リ ト報 ズ ル モ ノ

(Wertheim)、 結 核 患 者 ハ 健康 者 二比 シテ基 礎

代 謝 異 常 ナ シ ト主張 ス ル モ ノ(M611er,Regner

Witernitzu.s.w.)、 或 ・'重症 結 核 ニ テハ基 礎

代 謝 常 二充 進 セ リ ト説 ク モ ノ(L6wy,Robin,

Binet,Chowstek,Kraus,u.s.w.)ア リテ、

ソ ノ結 果 甚 ダ睡 々 タ リ。 近 時 菊 地 ハ精 密 ナ ル實

験 ニ ヨ リ輕 症 結 核 ニ テ ハ基 礎 代 謝 殆 ド異 常 ナケ

レ ドモ、 重 症 結 核 ニ テハ著 シ ク充 進 セル コ トテ

確 メ タ リ。 而 シテ是 等 ノ酸 素 濡費 量蛇 二炭 酸排

出 量 ノ檜 加 ハ軍 二蛋 白分 解 ノ ミテ以 テ設 明 シ難

キ程 度 ニ シ テ、 一 方 含 水 炭 素、 脂 肪 分 解 ノ旺盛

ナ ル コ トモ疑 ナ シ。 即 チ含 水 炭 素 代 謝 異 常 二就

テ モ競 フ テ研 討 セ ラル ・所 ニ シ テ、 ソ ノ論 ズル

所 ヲ見 ル ニ、 或 ハ結 核 病 機 中 二於 テハ血 糖 檜減

常 二 健 康者 ノ 遷 移 圏 内 ニ ア リ ト主張 スル モ ノ

(Axhausen,Ahlenstiehl,Berg,Merowitz,

Iwasano,Mautscharijan,u.s.w.)、 過 血糖 ノ

歌 態 ニ ア リ ト唱 フル モ ノ(Chlebnikow,Russo)

或 ハ滲 出 性 活動 性結 核 二血糖 減 少 ス ル トナ ス者

(Unverricht,Baratha,Fenderow,Schleppe・

rer,Kirschner,Giegler,Borok,Wowosi,

Rauzmann,u.s.w.)、 或 ハ病 翻 廣大 セ ル時 二血

糖 減 少 ノ現 ハ ル ・事 ラ謹 明 ス ル モ ノニ 且echt,

Bonemア リテ、 ソ ノ結 論 バ ー 致 セ ズ。 抑1
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生禮 ノ糖 代謝 機 轄 ハ種 々複 雑 ナ ル調 節 系 ノ支配

下 ニ アルベ キ ハ勿 論 ナ レ ドモ、 一 方 血 液 叉 ハ組

織 ノ解糖 作 用 ノ増 減 ガ ソ ノ役 割 ノー テ演 ズ ル コ

トハ言 テ挨 タザ ル所 ナ リ。

上 述 ノ如 ク結 核症 経 過 中 二於 ケ ル物 質代 謝 二就

イテ ノ業 績 多 撒 ニ シテ枚 塞 二逞 ア ラザ レ ドモ、

ソ ノ結 果 ノ蹄 一 セザ ル ハ蓋 シ結 核 症 ノ如 ク慢 性

ノ経 過 テ ト リ、 複 雑 ナ ル症 駄 テ呈 ス ル疾 患 ニ ア

リテ ハ當然 ノ事 ナ リ ト思 惟 セ ラル。從 テ先 ヅ實

駒 的 二結 核 菌 毒、 或 ハ結 核 菌 産 生物 質 ノ直 接 二

組 織 ノ新 陳代 謝 二及 ボ ス影 響 テ検 索 ス ル・・、 コ

ノ間 ノ消 息 ラ知 ル ニ極 メ テ重 要 ナ ル事 ナ リ。 然

レ ドモ余 寡 聞 ニ シテ未 ダ是 二關 スル 見 ル ベ キ業

績 アル テ 知 ラズ。 唯 僅 カニRondoni,P・ ガ

Lipschiftz/Methadinitrobenzo1法 ヲ 慮 用 セ

ル實 験 二於 テ 「ツベ ル ク リ ン」バー般 二組 織 呼 吸

テ高 メ、 然 カモ ソノ度 ハ結 核 組織 ニ ア リテハ健

康 組織 ノ場 合 ヨ リモ、 著 明 ナ ル テ報 ゼ ル アル ノ

ミ。 余 ハ專 ラ ソノ複 雑 ナル調 節 系 ヨ リ分 離 サ レ

タル諸 種 摘 出臓 器 ノ組 織 呼 吸 拉 二嫌氣 性 解糖 機

能 二及 ボ ス結 核 菌 毒 ノ作 用 テ精 査 シテ、 一 定 ノ

成 績 ラ得 タル テ以 テ、 弦 二之 テ記 述 シテ諸 賢 ノ

御 批 判 テ仰 ガ ン トス。

第二章 實験材料戴二實験方法

第 一・節 實 験 材 料

本實 験 二使 用 セ ル結 核 菌 毒 ハ次 ノ如 クニ シテ作

製 セル モ ノナ リ.即 チ約2ケ 月 間 無 蛋 白培 養 ノ

人 型 結 核 菌 苔 テ濾 別 シ、 更 二何 同 モ灘 留水 テ以

テ洗1條 シ、 完 全 二菌 膿 二附著 セル養 液 テ除 去 シ

之 ラ除灘 器 中 一 テ恒 量 二至 ル マ デ乾 燥 セ シメ テ

ソ ノlg.二 封 シ再 灘 留水10ccmノ 割 合 二 加 ヘ

テ密栓 シ.温 室 二貯 へ、1ケ 月 間 毎 日撒 同 震 温

シ タル後 、 完 全 二菌 膿 テ遠 心沈 澱 シ、 ソ ノ上 澄

液 ラ得 テ結 核 菌 水性 抽 出物 質 ノ原 液 トナ セ リ.

更 二本抽 出液 テ 「コロ ヂ ウ ム」英 内 二牧 メ、 一 定

量 ノ蒸 瑠 水 ニ テ透 析 シ、 毎 日1同 瑠 水 テ夏 新 シ

初 メ4日 間透 析 シ得 タル 水溶 液 テ以 テ、 透 析 性

物 質 ノ原液 トナ セ リ。 夏 二 「コ ロ ヂ ウム」黄 内容

テ流 水 テ以 テ6日 間透 析 シ、 ソ ノ英 内残 液 テ以

テ不 透 析 性物 質 ノ原 液 トナ セ リ。

以 上 三液 ハ實験 二當 リテ蒸 鯛 水 テ以 テ毎 同新 シ

ク任意 二稀糧 シ.所 定含 有 度 ノ リ ンゲ ル氏液 テ

調 製 シ、 實 瞼 二供 セ リ。 而 シ テ前 記 三 原 液 ノ各

一 定量 テ蒸 襲 シテ
、 ソ ノ残 渣 テ菌 毒 ノ實 質 量 ト

シ(實験 二當 リテノ、換 算 セル モ ノナ リ)、

本實 瞼 二於 テハ呼 吸作 用測 定 ニハ健 康 「マ ウ ス」

ノ肝 臓 テ、 解糖 作 用 測 定 ニ ハ 健 康 「ラッテ」ノ 腎

臓 テ使 用 セ リ.

第 二 節 實 験 方 法

'

Warburgノ 微 量 呼 吸 測 定 法 ノ菖 法 テ庭 用 セ リ。

而 シテ呼 吸槽 及 ビManometerテ 満 ス瓦斯 ・・呼

吸作 用 測 定 ニハ酸 素 ヲ以 テ、 嫌 氣 性解糖 作用 測

定 二・・N,・mit5%CQ)ノ 混 合 瓦斯 テ以 テ セ

リ。 又 軍 位重 量 ノ組 織 片 ノ軍 位 時 間 中 二於 ケル

呼 吸 量 ノ大 サ及 ビ嫌 氣 性 解 糖 量 ノ大 サ バ次 ノ式

ニ ヨ リテ算 出 セ リ。

a)組 織 呼 吸 若 シt分 間 ノManometer液 面 ノ

下 降 テhmm.ト シ、 容 器 常撒 テko2qmm.ト

ス レベt分 間 二消費 シタル酸 素量Xo2ハ

Xo2=h.ko,・

60.Xo2呼 吸傘Q
o,,ノ・Qo2= ニ テ表 サル。wt

b)嫌 氣 性 解 糖 作 用2個 ノ容 器 テ用 ヒ、 容 器

1一 ノ・葡 萄 糖 ナ キ リ ンゲ ル氏液 テ、 容器 皿一 ハ

0・2%ノ 割 合 二 葡 萄糖 テ 含有 セ ル リンゲ ル氏 液

テ用 ヒテ實 験 ラ行 ヒ、 容 器1及 ビ 皿二於 ケル液

面 ノ上 昇 ラ夫 々h1・h2ト シ、 組 織 ノ乾 量 テml・

m2ト シ、 容 器 皿 ノ容 器 常数 テk2co2ト ス レバ

t分 間 二登 生 シタ ル炭 酸 瓦斯 量Xco2㏄mハ

　ゆ
Xco2=(h2-h,曜)k2co2

ml

縣 性朧 輔 ハ嚇6撫 一壊 サ
ノレo

上 ノ式 二於 ケ ルwハ 可 検 組 織 乾 量 ナ リ.
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リンゲ ル 氏液 ノ製法

Nacl液(Kahlbaum)

CaCl2液(三 共 注 射 用)

KCI液(Kahlbaum)

NaHCO3液(Kahlbaum)

ノ各 テ作 リ、

呼 吸 作 用 測 定 ニ ハ

NaC1液

CaCl2液

KCI液

NaHCO,,液

0.99/d1

1.30g/dl

1.11g/dl

1.32g/dl

100.Occm.

2.Occm.

2.OCCI]rl.

2.Occm.

以上 ノ如 ク4液 テ混合 シテ作製 シ

嫌氣性解糖作用ニハ

NaC1液

CaCl2液

KCI液

]00.Occm.

2.Occm.

2.Occm.

NaHCO3液2・Occm.

以 上 ノ如 ク4液 テ 混 合 セ ル モ ノ ト、 及 ビ

NaCl液100・Occm.

CaCl,・ 液2.Occm.

KCl液2・Occm.

以 上3液 テ 混 和 セ ル後 、0・2489.ノ 葡 萄 糖(Mer-

ck)ラ 加 へ 、 完 全 二 溶 解 セ ル 後NaHCO3液

20.Occm.ヲ 加 ヘ テ 作 製 セ ル モ ノ ト ノ2種 テ要

スo

而 シテ菌 毒含 有 リ ンゲ ル氏液 ノ作 製 ニ ハ各 菌 毒

原 液 テ再 蒸 鰹 水 ニ テ任 意 二稀 繹 シ、 該 液 テ以 テ

o.99/dl/NaC1液 ヲ作 リ、 上述 ノ如 ク他 液 テ

混 合 セ リ。 而 シテ是 等 ノ各 液 ハ毎 同實 瞼 二當 リ

テ新 シ ク調 製 セル モ ノナ リ。 余 ノ使 用 セル菌 毒

原液 ノ反 慮 ハ何 レモ 中性 ナ リキ。

第 一一節

第三章 實験成績

リンゲ ノレ氏 液 中 二於 ケ

ル組織 呼 吸

實 験 二先 チ同 一試 獣 ノ組 織 ラ用 ヒタル場 合 二呼

吸槽 ノ異 同 ニ ヨ リ、 幾何 ノ實 験 誤 差 ヲ生 ジ來 ル

第 一

モ ノナル 哉 ラ 試験 シテ、 次 ノ 如 キ 成 績 テ得 タ

リ。

以下 實 験 二於 テ同一 名 構 ノ呼 吸 槽 ニ シテ、 容 器

常 撒 ノ異 ナ ル ハ破 損 新 調 セル ニ ヨル モ ノナ リ。

表(1)

勧
物
番
號

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1cα 浮 游 液
歴 力攣化mm. XO2cmm.

proStd,
30! 60,

1

B 0,540 リソ ゲ ル氏 液 一24 .5 一54 27,160

C 0,555 同 上 一16 .5 一32 18,760

E 0,551 同 上 一20 .5 一45 24,795

F 0,529 同 上 一18 .5 一38 .5 20,366

2

B 0,540 リソゲ ル氏 液 一44.5 一83 44,820

C 0,555 同 上 一45 一84 46,620

E 0,551 同 上 一45 .5 一86 47,386

F 0,529 同 上 ・-22.5 一49 25921

3

B 0,540 リ ンゲ ル氏 液 一35 一69 37,260

C 0,555 同 上 一23 .5 一47 26,085

E 0,551 同 上 一51.5 一98 53,998

F 0,529 同 上 一42 一83 43,907

4

B 0,540 リ ソゲ,レ氏 液 一31 一63 34,020

C 0,555 同 上 一50 一97 52,835

E 0,551 同 上 一49 一95.5 52,620}

F 0,529 同 上 一30 .5 一60 .5132.004

組織乾量
mg・

2

5

8

6

9

1

2

4

3

一
8

5

5

2

7

7

欄
0

鑑

L

L

L

鼠

虫

4
。

凱

4
,
五

臥

引

翫

瓜

虫

「翫

Qo2

一12 .35

-12 .51

-13 .77

-12 .72

-11.49

-11 .37

-11 .28

-10 .82

-8 .66

-9 .31

-9 .80

-9
.75

-10.63

-11 .24

-11 .19

一10 .66
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5

B 0,540 リ ソゲ ノレ氏 液 一26.5 一51 29,540

C 0,555 同 上 一31 一60.5 33,577

E 0,551 同 上 一29 一56 30,856

F 0,529 同 上 一33 一64 .5 34,120

2.5

3.2

2.8

3.3

1--11 .01

-10 .49

-11 .02

-10 .34

第 一 表(2)

撚
＼

＼

暇
槽

1 9
日 3 4 Fり 李 均 値

Bl-12・35 一11.49 一S .66 一10.63 一11 .01 一10 .83

Cl-12.51
1

一11.37 一9.31 一11.24 一10 .49 一10 .98

E 一13 .77 一11 .28 一9.80 一11 .19 一11 .02 一11 .40

F 一12 .72 一10 .80 一9 .75 一10 .66 一10 .34 一10 .85

即 チ第 一表(1)及 ビ(2)二 見 ル ガ如 ク リ ンゲ ル

氏 液 中 二於 ケ ル 正 常 「マ ウ ス」ノ肝 呼 吸作 用 ハ

「マ ウ ス」ノ個 性 ニ ヨ リテカ ナ リノ相 違 テ認 メ得

レ ドモ、 同 一 試獣 ノ組 織 呼吸 ノ技 術 的 操 作 ノ誤

差 ハ李 均5%以 下 ナ リ。

第 二 節 結 核 菌 水 性 抽 出 物 質 ヲ

以 テ セ ノン實 験

前 述 ノ如 キ方 法 ラ以 テ種 々濃 度 ノ菌 毒含 有 ノ リ

ンゲ ル氏液 ヲ調 製 シテ、 該 物 質 ノ正 常 「マ ウス」

ノ肝 組 織 呼 吸 拉 二正 常 「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性解 糖

作 用 二及 ボ ス影 響 テ研 究 シテ、 次 ノ成績 二到 達

セ リ。

注 意:表 中俘 游 液 ノ欄 二記 載 セル数 字 ハ リ ン

ゲ ル氏液1ccm.中 一含 有 セ ラル ・菌 毒實

質 量 テmgニ テ表 セ ル モ ノニ シテ、 以 下 之

二準 ズ。

1組 織 呼吸 成 績 表

第 二 表(1)

』

動
物
番
號

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1α α
浮 游 液

歴力攣化mm XO2cmm.

proStd.

組織乾量
mg・ Qo。 一

3・'1 60!

a

1

B 0,540 リソゲ ル氏 液 一24 一4S .5 26,190 2.5 一10 .48

C 0,555 0.00325 一19 .5 一36 19,980 1.8 一11 .10

ElO・551 0.0065 一15 一30 16,530 1.4 一11 .81

FlO.529 0,065 一15 一24 12,696 1.3 一9 .76

2

1

1

B 0,540 0,065 一18 一29 15,660 1.7 一9 .21

C 0,555 リ ソゲ ル氏 液 一21 一40 .5 22,477 2.1 一10 .70

E 0,551 0.00325 一18 一35 .5 19,560 1.8 一10 .86

F 0,529 0.0065 一21 一39 20,631 1.8 一11 .46
1

…3

B 0,540 0.00325 一11 一24 12,960 0.9 一14.40

C 0,5551 0.0065 一30 一61 33,855 2.5 一14.71

EO.551
[

0,065 一24 一47 25,867 2.1 一12.31

FO.529 リソゲ ル氏 液 一25 .5 一48 25,392 2.0 一12.69

B
ジ

0,540 0.0069 一17 .5 一34 .5 18,630 1.8 一10 .35

C 0,555 0,065 一27 一48 26,640 2.9 一9 .15
4

E 0,551 リyゲ ル氏 液 一33 一63 .5 34,988 3.5 一9 .99

F 0,529 0.00325 一21 一45 23,805 oo
幽∂●幽」

一10 .82
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5

B 0,540 リ ソク㍉レ氏 液 一45 一69.δ 37,530 4.3 一8.72

C 0,555 0.00325 一18 一35.5 19,025 2.0 一9,85

E 0,551 0.0065 一25 一49 26,999 2.6 一10.38

F 0,529 0,065 一一27 一4S 25,392 3.2 一7 .62

b

1

B 0,540 リソゲ ル氏 液 一42.5 一76 41,040 3.9 一10。52

E 0,551 0,163 一21 一39 21,489 2.9 一7.41

F 0,529 0,325 一14 一25 13,225 2.0 一6 .61

2

B 0,540 0,325 一18 .5 一32 F

17,280 2;4 一7 .20

E 0,551 リ ソゲ ル氏 液 一38 一87 47,937 4.1 一11 .69

F 0,529 0,163 一一15 .5 一30 .5 16,154 1.9 一8 .50

3

B 0,540 0,163 一15 一28 15,120 2.1 一7 .20

E 0,551 0,325 一17 一31 17,081 2.3
i

-7.43

F 0,529 リ ソゲ ル氏 液 一29.5 一63 .5 33,511 3.0 一11 .19

4

B 0,540 リLZゲ ル氏液 一24 一49 .5 26,930 2.8 一9 .54

E 0,551 0,163 一16 .5 一29 15,979 2.5 一6 .39
1

F 0,529 0,325 一20 一35 18,515 2.7 一6 .85

5

B 0,540 0,163 一17 一31 16,740 1.9 一8 .81

E 0,551 0,325 一19 .5 一35 19,285 2.7 一7・10i

F 0,529 リ ソゲ ル氏 澗 一39 一75 39,675 3.6
1-11.02

第 二 表(2)

1 2 3 4 5 卒均値 培減率
%

a

リ ソゲ ル氏 液

0.00325

0.0065

0.065

一一10 .4Sl-10.70

一11 .10-10.86

一11 .801-11.46　

_§7元 闘「=9.21

一9 .99

一10 .82

一10 .35

一9 .25

一12 .69

一14 .40

一14 .71

一12 .31

一8 .72

一9 .85

一10 .38

一7 .61

一10 .51

一11 .41

一11 .74

一9 .61

(十)8.5

(十)11.6

(一)8.5

b

リ ンゲ ル氏 液

0.163

0.325

一10 .52

一7 .41

一6.61

一一11.19

一9.20

一7.43

一11.69

一8.50

一7.20

一9.54

' -6.39

一6 .85

一10 .02

一8.81

一7.10

一10 .99

一7 .66

一7 .07

(一)28.9

(一)34.5

皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 三 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

KcO2

VF=1.O

C「
浮 游 液

膣 力攣化mm・
組織乾量

mg・
Q評h2 h1

m2

1画

XCO2
cmm.

proStd.
130!160' 30!160!

a1

1
C 0,617 リンめ レ氏澗+11 十20 十1.5 十2.5 2.4 2.3 10,795 4.49

F 0,591 0.00325 十12 十23 十2 十3 2.3 2.5

蒲
11,820 5.14

2
F 0,591 リ ソゲ ル氏液 十13 十21 十2 十3.5 1.9 10,638 5.54

C 0,617 0.00325 十14 十26 十2 十3.5
一 伽一

十2

2.3 2.4 13,882 6.04

3
C 0,617 リ ンゲ ル氏 液 十16 十27 十1.5 2.4 2.4

一

15,425 6.42

F 0,591 0.00325}+14 十24 十3 十4 2.0 2.8 ,13,593 6.79
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4
F 0,591 リ ソゲ ル氏 液 ・十12 十21 十2.5 十2.5

十2

2.4

2.5

2.0 10,638 4.43

C 0,617 0.00325 十11 十21 十2 1.8 11,414 4.56

b2

1
C 0,617 リンゲ ル氏 液

一
十13 十21 十L5 十2 2.1 22 11,723 5.59

F 0,591 0.0065 十9 十19 十2 十2 2.0 2.1 10,047 5.02

2
C 0,617 リ ソゲノレ氏 液 十11 十21 十 〇.5 十1 2.3 2.4 12,340 5.54

F 0,591 0.0065 十10 十21 十1 十2 2.3 2.1 11,229 4.93

3
F 0,591 リ ソゲ,レ氏液 十8 十16 十1.5 十1.5 1.6 2.3 8,865 5.54

C 0,617 0.0065 十15 十31 十2 ・十3 3.5 3.2 17,276 4.93

c3

1

-

2

B 0,533 リ ソゲル 氏液 十8 十15 十1 十2 1.9
11・7

6.92913.65[

C 0,617 0,065 十7 十14

一

十2 十3 2.1 2.9 7,095 3.38

B 0,533 リ ンゲ ル氏 液 十9 十17.5 十1.5 十2.5 2.0 1.9 7,995 3.99

C 0.6】7 0,065 十9 十17 十1 十1.5 2.6 2.2 9,563 3.41

3
B 0,533 リ ソゲ ル氏 液 十9 十 】7 十1.5 十2 1.5 1.6 7,995 5.33

C 語10.61710 .0651+8 十15 十2 十2.5 2.3 3.0 8.05到3.50

d4

1
A 0,592 0,165 十10 十15 +ユ 十1.5 2.5 2.4 7,676 3.07

B 0,533 リ ンゲ ノレ氏 液 十16 十29 十2 十3.5 2.5 2.0 13,325 5.33

2
B

一
0,533 0,165 十11 十17 十2 十3 2.4 3.0 7,728 3.22

A 0,592 リ ソゲ ル氏 液 十14 十26.5 十2 十4 2.5 3.1 13,616 5.44

3
A 0,592 0,165 十13 十18.5 十2.5 十4 3.3 3.6 8,880 2.69

B 0,533 リ ンゲ,レ氏 液 十17 十33 十3 十5 3.4 3.3 14,924 4.39

e5

1
F 0,591 0,325 十9 十15 十2 十2.5 2.5 3.1 7,683 3.07

B 0,533 リソゲル氏液 十11 十22 十3 十4 2.2 3.3 11,193 5.08

2
B 0,533 0,325 十8 十13 十1 十1 2.7 2.8 6,396 2.37

F 0,591 リンゲル氏液 十12 十23 十2 十3.9 2.7 2.9 11,524 4.27

3
F 0,591 0,325 十9 十16 十1 十1 2.8 3.0 8,865 3.09

B 0,533 リソゲ,レ氏 液 十13 十24.5 十2 十3.5 2.1 2.9 11,726 5.58

第 三 表(2)
1

浮熱藩
1 2 3 4 亭均

値
壇減率

%

a

り

i-1一

ソゲ嚥 鰯 猟 蝋 謬
0.00325 5.146.036.794.565.63(十)8.4

b

リ yゲ劉 畿il縫
賭10.0065 4.93 4,93(一)10.2

C

リ
ー

渉響叢鵜 膿1一
3.43(一)20.60,065

d

リ驚 氏液朧 沮4.39

3.22 2.69 騰2.99(一)40.5

e

リ ソ ゲ ル 氏 液5.084,275.58

0,325 3.07 2編9 認2.84(一)44.5

皿 小 括

結 核 菌 水 性抽 出物 質 ノ正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼

吸 拉 二正 常 「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 二及 ボ

ス影響 ハ第 二、 第 三表 二示 スガ如 ク、 該 物 質 ノ

量 ニ ヨ リテ,其 ノ 反 磨 ヂ 異 ニ ス。 即 チ正 常 「マ

ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 ハ 該 物 質 ノ 微 量 ニ テ ハ僅 カ

ニ促 進 サ ル ・ノ傾 向 テ示 シ、 少 量 ニ テハ僅 カナ

レ ドモ、 明 カ ニ促進 セ ラル ・コ トテ認 ム可 シ
。

然 ル ニ ソ レ以 上 ノ該 物 質 量 二於 テノ・、 ソノ量 ノ

増 加 二從 ヒテ呼 吸 作 用漸 次 抑 制 遅 延 セラ レ、 逡

ニ ハ組 織 呼 吸 ハ 封 照 ノ約2/3迄 二減 少 セ ラル ・

テ見 ル。 又 正 常 「ラッテ 」ノ腎嫌 氣 性 解糖 作 用 二

封 スル影 響 ハ微 量 ニ テハ輕 度 ナ ガ ラ促進 セ シメ

其 以 上 二菌 毒 量 テ増 加 ス ル トキハ、 上述 呼 吸作

用 二於 ケル ト同様 二該 作 用 漸 次 著 明 二抑制 遅 滞
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セラレ、途 ニハ ソノ度殆 ド牛減 セラル ・テ見

ル。從 テ結核菌水性抽出物質ハ ソノ微量ニテハ

正常 「マウス」ノ肝酸素清費量拉二正常「ラッテ」

ノ腎嫌氣性解糖作用二多少直接促進的影響 テ與

フルラ認 メ、次 二少量バー方組織呼吸テ元進 セ

シムルモ、他方既二解糖作用ラ抑制 シ、其以上

ノ分量 ニテハ雨作用共二著明二抑制遅滞 セラル

第 四

ル モ ノ ナ リ。

第 三節 透 析性物 質 ヲ以 テセノレ實瞼

種 々ナル分量 ノ透析性物質含有 ノリンゲル氏液

テ調製 シテ、其 ノ正常「マウス」ノ肝組織呼吸拉

二正常 「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及ボス影

響ヂ研究 シテ、次 ノ成績二達 セリ。

1組 織呼吸成績表

表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1cα
浮 游 液

歴力攣化mm. XO2cmm.

proStd.

組織 乾景
mg・ Qo。 卿

30, 60,

1

B 0,540 リ ソゲ ル氏 液1 一24 一46 .5 25,110 2.7 一9 ・3・1

≡11矧
E 0,551 0.0015 一21 一40 22,040 2.3

F 0,529 0,015 一27 一56 29,624 2.9

2

B 0,540 0.0015 一21 一39 20,060 2.0 一10 .53

E 0,551 0,015 一27 一54 29,754 2.6 一11 .44

F 0,529 リ ソゲ ル氏 液 一23 一45 23,905 2.1 一11 .33

3

B 0,540 0,015 一28.5 一54 29,160 2.7 一10.80

E 0,551 リ ソゲ ル氏 液 一25 .5 一47 25,897 2.7 一9.59

F 0,529 0.0015 一20.5 一39 20,631 2.1 一一9.63

4

B 0,540 リ ソゲ ル氏 液 一19 一41 .51 22,410 1.9 一11 .78

E 0,551 0.0015 一21 一43 23,693 2.0 一11 .84

F 0,529 0,015 一18 一39 21,4S9 1.7 一12 .64

5

B 0,540 0.0015 一30 一61 32,940 3.5 一9 .41

E 0,551 0,015 一17 .5 一34 18,734 1.8 一10 。41

F 0,529 リ ソゲ ル氏 液 一・22 一43 22,747 2.5 一9 .06
娼

5

第 四 表(2)
　

擁 藻 號 ・2345輔
培減率
%

リ ソ ゲ,レ 氏 液 一9.30-11.33-9.59-11.78-9.06-10.21

0.0015 一9 .58-10.53-9.63-11.84-9.41-10.19(±)0

了,.015--10。21-1144-10.80-12.64-10.41-11.10十)8.7

皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 五 表(1)

葡物

番
號

呼
吸槽

kcO2

VF=1.O

qα
`

浮 游 液
歴 力攣 化mm.

組織乾量
mg・ XCO2

cmm.

proStd.
Q評h2 h1

130!160! 13σ16び

a

1

lB 0,533 リ ソゲ ル氏 液 十9 十17.5 十2 十2 2.1
一 一

2.0

1.7 7,995 3.81

C 0,617 0.0015 十8 十14 十1.5 十2 2.1 7,404 3.70

2
B 0,533 0.0015 十S 十14 十2 十2.5 1.8 1.9 6,129 3.41

C 0,617 リソゲ ル氏 液 十7 十13 十2 十4 1.8 3.0 6,478 3.59
0

3
B 0,533 リ ソゲ ル氏 液 十15 十30 十3 十4.5 3.0 4.0 14,391 4.79

C 0,617 0.0015 十16 十30 十3 十4 3.1 4.4 15,425 4.98

9
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4
B 0'53引 0.0015 十16 十32

lil鵬 1器
7.10

C 0,617 リ ソゲ7レ氏 孝夜 十14 十26.5

十2.5

1十2 辛1'5
1

6.581

b

1
B 0,533 0,015 十14 十27 十2.5 +412・1` 2・6112・742 6.09

C 0,617 リ ンゲ,レ氏 液 十12

一

十23.5 十3 十5 2.2 3.4 12,952 ろ.89

2
B 0,533 リ ソゲル氏 液 十8 十15

一一

十1.5 十2.5 1.7 1.9 6,929 4.06

C 0,617 0,015 十SI 十16

■ 一

十2 十2.5 1.S 2.1

一一

8,638 4.79

3
B 0,533 2ソ ゲ,レ氏 液 十11 十22 十2 十3 2.1 1.7 9,594 4.57

C 0,617 0,015 十9 十1S 十2 十2 1.9 2.2 9,872 5.19

4
B 0,533 0,015 十14 十29 十3 十4 2.6 2.8 13,325 5.12

C 0,617 リ ソゲ ル氏 液 十17.5 十33 十3 十4.5 3.2 2.9 17,276 5.39
一一一 一醒

第 五 表(2)

動物＼
＼番號

浮游液 ＼
a

リ ソゲ ル氏 液
一

〇.0015

b

リンゲ ル氏 液

0,015

1 2 3 4
平均 培減卒
値%

リソゲ'レ氏液腸 謝lill蜷 携

リ ン ゲ ル 氏 液14・065・8914・5715・3～)i4・98j

(+)3.2

1踊 繭 亜 驕 …i'1.'1}iSog(+)6.2

皿 小 括

透 析 性 物 質 ノ正 常 「マ ウ ス」肝 組 織 呼 吸 拉 二正 常

「ラッテ 」ノ 腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 一及 ボ ス直 接 的 影

響 ラ検 シタル ニ第 四 、 第 五 表 二示 ス ガ如 ク、 ソ

ノ微量 ニ テハ雨 作 用 二殆 ド影響 ヲ及 ボ サ ・"レド

●

モ、 少 量 ニ テ・・雨 作 用 共 二極 メテ輕 度 乍 ラ促進

セ ラル ・テ認 メ、 水性 抽 出物 質 ノ場 合 ノ如 キ抑

制 作 用 テ現 ハ サ ・"リキ。

第 四 節 不 透 析 性 物 質 ヲ

以 テ セ ノレ實 験

不透 析性 物 質 ラ種 々 ノ濃 度 二含 有 セ ル リ ンゲ ル

氏液 ヂ作 製 シテ、 ソ ノ中 二於 ケ ル正 常 「マ ウ ス」

ノ肝組 織 呼吸 及 ビ正 常 「ラッテ」ノ腎 嫌 氣 性 解糖

作 用 テ検 シテ、 同時 測 定 セル封 照 リンゲ ル氏液

中 ノ夫等 ノ成 績 トラ比 較 ス レバ、 次 表 ノ如 シ。

1組 織 呼吸 成 績 表

第 六 表(1)
匿

動
物
番
號

1

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1qc 浮 游 液 ●
墜力攣化mm. XO2cmm.

proStd.

組織乾量
mg・ Qo。 一

30ノ 60!

1

B 0,540 リ ソゲ ル氏 矛夜 一22 一43 23,220 1.S 一12.90

E 0,551 0,005 一27 一56 30,856 2.5 一12.34
一

F 0,529 0.25 一18 一31 16,399 1.4 一11.71

2

B 0,540 0,005 一27 一 う4 24,160 2.8 一8 。55

E 0,551 0.25 一16 一30 ユ6,530 2.1 一7 .87

F 0,529 リ ンゲ ル氏 液 一25 .5 一48 25,392 2.6 一9 .73

3

B 0,540 0.25
●

一24 一46 .5 25,110 2.8 一8 .97
一 一

E 0,551 2ソ ゲル氏液
一27 一54 .5 30,029 2.9 一10 .32

F 0,529 0,005 一23 一54 28,566 2.8 一10 .20

4

B 0,540 リンゲ ル氏 液 一13 一25 13,500 1.5 一9 .00

E 0,551 0,005 一18 一39 21,489 2.4 一8 .95

F 0,529 0.25 一30 一56 .5 29,889 3.8 一7.S7

5

B 0,540 0,005 一17.5 一34 18,360 1.6 一11 .48

E 0,551 0.25 一27 一48 26,448 3.1 一8 .53

F o,529 リソゲ ル氏 液 一24 .5 一49 25,921 2.3 一11 .27
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第 六 表(2)

撚藩}1
i2345亭均値 塘減牽

1%

リyゲ ル氏 液

o葡5

0.25

一12 ・901-9・73-10・32-9・OO-11・27-10・64

一12 .341-8.55-10.20-8.95-11.48-一 一10.30(一)3.2

一11 .71 一7 .87-8.97-7.87-8.53-8.99(一)15.6

皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 七 表(1)

動
物
番
號

a

呼
吸
槽

KcO2

VF=1.O

C.C.
浮 游 液

墜 力攣 化mm.

3σh26σIWh・'6。i

組織乾量
mg・

m21ml
XCO2

　　　 　

proStd.

Q評

1

2

4

B

C

B

C

B

C

B

C

b

B

0.533

0.61ヲ

0.533

0.617

0.533

0.61ヲ

0.533

0.617

0.005

リソ ゲ,レ氏 液

リ ソゲル氏 液

0.Oo5
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第 七 表(2)

談 1 2 3 4 亭均
値
1

培減率
%

a

リ ソ ゲ1レ 氏 液5・176・663・775・665・311

0,005 1涌6.、73.855叢.。4の5⑩ 一 一
b

リ ンゲ 吸 液 …璽15・Ogi4・66i5・615'10

0.25 2.36,3.092.8514.263,14(一)38.2

皿 小 括

第 六、 第 七 表 二示 スガ如 ク、 不 透 析性 物 質 ノ少

量 ハ正 常 「マ ウ ス」ノ 肝 組 織 呼 吸拉 二 正 常 「ラ.

テ」ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 二認 ム ベ キ 攣 化 テ及 ボ

サ"レ ドモ、 比 較 的 大 量 ラ用 ヒル トキハ雨 作 用

テ著 明 二抑 制 邊 滞1セ シメ、 殊 二後 者 二於 テハ約

2/
3以 下 二減 少 セ ラル ・ヂ見 ル。

第五章 縛括及考按

余ハ結核菌水性抽出物質、該物質 ノ透析性蛇 二

不透析性物質 ノ正常 「マウス」肝組織呼吸拉二正

常 「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及 ボス影響 テ

精査 シテ、 ソノ結果 テ縮括 シテ次表 ラ得 タリ。

即チ以上三物質 ノ正常「マウス」肝組織呼吸拉二

正常 「ラ。テ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及 ボス影響

ハ、 ソノ使用 セル分量 ニヨリテ異ナルラ知ル。

先ヅ組織呼吸二及 ボス結核菌水性抽出物質 ノ作
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第 入 表
一一

浮游液1α α中菌
毒實質量mg

Qo2 Q評

結
核
菌
水
性
抽
出
物
質

0.0032 一11 .41 5.63

封 照 一10 .51 5.19

0.0065 一11 .74 4.93

劃.照 一10 .51 5.49

0,065 一9 .61 3.43

封 照 一10 .51 4.43

0,165 一7 .66 2.99

i封 照 一10 .79 5.63

0,325 一7.07 2.8S

樹 照 一10.79 4.97

透
析
性
物
質

0.0015 一10 .19 4.79

i封 照 一10.21 4.64
の.

0,015 一11.10 5.29

i封 照 一10 .21 4.98

不物
透質
析
性

0,005 一10.30 5.04

封 照 一10 .64 5.31

0.25 一8 .99 3.14

封 照 一10 .64 5.10

用 テ見 ル ニ微 量 ニ テハ封 照 二比 シテ僅 カ ー之 テ

促進 セ シメ、 少量 ニ テハ明 カニ其 ノ旺 盛 ラ來 ス

テ見 ル、 然 レ ドモ夫 レ以 上 二該 物 質 量 テ檜 加 ス

ル トキ ハ該 機 能 ハ抑 々遅 滞 セ ラ レ、 逡 ニ ハ元 ノ

`z/
3以 下 二減 少 セ ラル ・ラ知 ル。又 嫌 氣 性解 糖 作

用 二封 シテ モ、 ソ ノ量 的 關 係 ハ梢 ヒ之 二似 テ、

微 量 ニ テ多 少 促進 テ思 ハ セ、 ソ レ以 上 ノ分 量 ニ

テハ漸 次 著 明 二抑 制 セ ラ レ、 逡 ニハ殆 ド牛 減 セ

ラル ・デ見 ル可 シ。

次 二結 核 菌 水 性抽 出物 質 ノ透 析 性 物 質 テ以 テ セ

ル實 験 二於 テ ハ、 ソ ノ微 量 ニ テハ 雨作 用 殆 ド攣

化 ナケ レ ドモ、 結核 菌 水 性抽 出物 質 ニ テハ雨 作

用 テ既 二抑 制 セ シム ル ガ如 キ分 量 ニ テモ雨 作 用

促進 セ ラル ・テ見 ル。

又 結核 菌 水性 抽 出物 質 ノ不 透 析 性 物 質 テ以 テ セ

ル實験 二於 テハ、 ソノ微 量 ニ テ ハ明 カ ナ ル影 響

テ示 サ ・"レドモ、 比 較 的 大 量 ニ テハ雨 作 用 共 二

明 ヵ二抑 制 遅滞 セ ラ レ、 殊 二解 糖 作 用 二於 テ、

ソノ著 明 ナル テ認 ムル ナ リ。 甑 二Klemperer

ハ結 核 菌 毒 ハ直 接 細胞 原 形 質 二働 キ、 蛋 白分 解

ラ 充進 シ、 窒 素 排 出 ノ 増 加 テ 招來 スル コ トテ

述 べN更 二Klemperer,May,Blumenfeld,

Plescb,Mitulesen,u.s.w.モ 同様 ナ ル 事 實

テ報 ぜ リ。 又Kuthy,Wolf,Eisnerハ 結 核 菌

ヲ多 量 二含 ム喀 疾 ラ滅 菌 シ、Klempererハ1

年 以 上滅 菌 貯 藏 セ ル結 核 菌 テ海 狸 二注射 シテ、

海狸 ハ何 等 ノ特殊 ナ ル病竈 テ起 サ ズ シテ衰 弱 シ

悪液 質 二陥 リ死 亡 セ ル コ トテ報 ジ、更 二Kraus,

Chowsteck,L6wyハ 「ツベ ル ク リン」注 射 二起

因 ス ル褒 熱 ハ酸 素 潰 費 量 拉 二炭 酸 瓦斯 排 出量 ノ

増 加 テ件 ヒ、 ソバ結 核 菌 毒 素 二因 ル各 榮 養 ノ分

解 充 進 二 由來 スル コ トテ 主 張 シ、更 二Robin・

Binetハ 結 核 症 二於 テハ、 ソ ノ初 期 ニ テ モ70-

100%ノ 酸 素消』費量 ノ檜 大,50-60%ノ 炭 酸 排

出 量 増 加 ス ル コ トラ讃 明 シ、 之 ラ豫 後判 定 ノ具

二資 セ ン ト セ リ。 又Vogel-Eyserns,Hill,

Leonard,J.Argy1,Champsbell,Barlsccon,

Ruffou.s.w.ハ 結 核 症 ニ ア リテ ハ 酸 素 消費

量 檜 加 スル コ トヂ報 ジ、Lanzハ 活 動 性 滲 出 型

肺 結 核 二於 テハ基 礎 代 謝 異常 二充 進 セ ル コ トヲ

謹 シ、E.Graf・ ・肺 結 核 患 者 ノ酸 素 消 費 量20

%以 上増 加 セ ル トキ ハー般 二進 行 性 ト認 メ テ可

ナ リ ト1述ベ タ リ。 又Hecht以 來 諸家 ニ ヨ リテ

結 核 病 機 中 二屡 支含 水炭 素 代謝 異 常 ノ巖 現 スル

コ トガ唱 ヘ ラ レ、 ソ ノ論 ズ ル所 一致 セ ザ レ ドモ

病 竈 旗 大或 ハ病 機 ノ進 行 セ ル場 合 ハ 血糖 ノ減 少

セ ル コ トハ諸 學 徒 ノ認 容 スル所 ナ ル ガ如 シ。 而

シテ該 現 象 ハ輩一 ナ ル原 因 ニ ヨ ラズ、種 々 ナル

糖 代 謝 調 節 系 ノ攣 化 二起 因 スル ハ勿 論 ナ レ ドモ

解 糖 作 用 ノ攣 化 ガ極 メ テ重 要 ナルー 條 件 ナ ル ハ

既 二緒 論 二於 テ述 ベ タ ル ガ如 シ。

以 上 ノ如 クー シテ結核 病 機 中 二於 ケ ル物 質 代 謝

異常 ハ 勿論 多 種 多 様 ナ ル ガ、其 ノ間 二於 テ結 核

菌 毒作 用 ガ直 接 重 要 ナル因 子 テ爲 ス コ トハ容 易

二解 セ ラル ・所 ナ リ。 且 余 ノ實 験 ノ結 果 ヲ以 テ

見 ル モ結 核 菌 毒 ガ ソ ノー 定範 園 ノ分 量 ニ テ ハ組

織 ノ刺 戟 素 トシテ傾 キ、 生禮 ノ酸 化 、 解 糖 雨 作

用 テ促 進 旺 盛 ナ ラ シメ、 ・一定濃 度 以 上 ニ テハ細

胞 毒 トシテ働 キ、 其 ノ機能 ラ減 退 セ シメ、 ソ ノ

結 果 第 二 次 的 二雨 作 用 テ抑 制 邊 滞 セ シム ル コ ト

ハ事 實 ナ リ。 從 テ結 核 症 二屡 支登 現 スル所 ノ身
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膿 ノ痩 削 、 衰 弱 ガ嚢 熱 、登 汗 、 清 化 障 碍 等 ノ因

子 ニ ヨ リテ結 果 セ ラル ・ ノ ミナ ラズ、 直 接 結 核

菌 毒 ノ作 用 二作 リテ組織 ノ酸 化 、 解糖 雨 作 用 、

換 言 ス レバ異 化 作 用 ノ促 進 セ ラル ・コ トニ ヨ リ

デ モ惹 起 セ ラル ・コ トアル ハ又 容 易 二認 容 セ ラ

ル ・所 ナル ベ シ。

透 析 性物 質 ト不 透 析性 物 質 ノ作 用 ノ間 二於 ケル

差 異 二關 シテハ、 先 二當院 二於 テ岩 佐 博 士 ハ結

核 菌 毒 ノ藥 物 學 的 研 究 二於 テ結 核 菌 水 性抽 出物

第五章

(一)結 核 菌 水 性 抽 出物 質 ハ正 常 「マ ウ ス」肝 組 織

呼 吸 拉 二正 常 「ラ。テ 」ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 二封

シ テ、 ソ ノ分 量 ニ ヨ リラ異 ナ ル影響 テ及 ボ ス。

即 チ該 物 質 ノ微 量 ハ組 織 呼 吸 虹 二嫌 氣 性 解糖 作

用 ラ僅 カ ニ促 進 シ、 少 量 ハ前 者 テ輕 度 乍 ラ明 カ

ニ促 進 セ シメ、 後 者 テ却 ツテ 僅 カー 抑 制 セ シ

ム。 ソ レ以 上 ノ分 量 ニ テハ雨 作 用 テ抑 制 スル事

漸 次 著 明 ニ シテ、 逡 ニハ呼 吸 作 用 テ ヲ,、以 下 二、

嫌 氣 性解 糖 作 用 テ牛減 セ シムル ニ至 レ リ。

(二)結 核 菌 水 性 抽 出物 質 ノ透 析 性物 質 ハ微 量 ニ

テノ・,正 常 「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 拉 二正 常 「ラ.

質 ノ透析性拉 二不透析性物質 ノ血歴、呼吸、心

臓及 ビ血管機能、腸及 ビ子宮牧縮蓮動二及ボス

影響 ラ實験的二精査セルニ、雨物質ハ概 シテソ

ノ作用 ヲ異ニスルモノナルコトテ提唱 セリ。余

ノ實験 二於テハ、 ソノ用量 ノ異ナ リシ爲二雨物

質問二特二逆反慮テ見ザ リシモ、透析性物質ハ

不透析性物質ニテハ、何等組織呼吸及ビ解糖作

用二促進テ及ボサ・"リシ量 ニテモ、既二明カニ

是等雨作用テ促進 セシムルコトテ認 メタリ。

結 論

テ」ノ腎嫌氣性解糖作用 二殆 ド攣化 テ與 ヘザ レ

ドモ、 ソノ少量ハ雨作用 テ促進 セシム。

(三)不透析性物質 ノ微量ハ雨作用 二著 シキ影響

テ及ボサズ、比較的大量ニテ初メテ雨作用ヲ著

明二抑制 シ、殊 二嫌氣性解糖作用ハ之 ノヲ3以

下二減少セラル。

欄筆二臨 ミ院長太縄博士、岩佐博士、渡邊博士

ノ御懇篤ナル御校閲、拉 二不断 ノ御鞭捷 ラ深謝

スn

文 献

第二報末尾一アリ。
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組織呼吸拉 二解糖作用 ノ研究補遺(第 二報)

大阪市立刀根山病院(院長 太縄博士)

柳 澤 康 夫
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文 獄

第一章 緒 論

余 ハ第 一報 二於 テ結 核 菌 水性 抽 出 物 質、 及 ビ ソ

ノ透 析 性 拉 二不 透 析性 物 質 テ用 ヒテ複 雑 ナル 生

盟 調 節 系 ラ離 レタル正 常 動 物 ノ摘 出臓 器 切 片 ノ

組 織 呼 吸 拉 二嫌 氣 性解 糖 作 用 二及 ボ ス影 響 テ精

査 シテ、是 等 ノ物 質 ハ直接 細 胞 二働 キ、ソ ノ使 用

セ ル分 量 ノ如 何 ニ ヨ リテ異 ナ ル作 用 テ現 ハ ス事

テ確 謹 セ リ。 更 二結 核 症 経 過 中 二屡 ≧登 見 スル

新 陳代 謝 異常 、 殊 二異 化 分 解 機 轄 ハ諸 種 要 約 ノ

憂 化 二基 因 スル コ トハ勿 論 ナ レ ドモ、 少 ナ ク ト

モ ソ ノー部 ハ結 核 菌毒 ガ直 接 細 胞 二作用 シ、 該

代 謝機轄 二重 要 ナ ル役 割 ヲ演 ズ ル酸化 及 ビ解 糖

雨 作 用 二異 常 ナル影 響 テ與 フル コ トニ基 因 シテ

起 ル現 象 ナル ベ キnト ハ想 像 二難 シ トセズ。 元

來 動 物 ・・結 核 菌 ノ感 染 ニ ヨ リテ、Allergieナ ル

封犬態 テ惹 起 ス。 自Pチそ皮 ノ「ツベ ル ク リン」皮 膚J父

慮 ノ如 キノ・Allergieナ ル歌 態 ニ アル組 織 細 胞

ノ反 慮 ナ ル コ トハ周 知 ノ事 ニ シテ結 核 未 感 染 動

物 ニハ絶 封 二見 ザ ル現 象 ナ リ.之 二 由 ッテ之 テ

観 レバ結 核 罹 患 動 物 ノ組 織 細胞 ハ結 核菌 毒 、 或

ハ ソ ノ代 謝 産 物 等 ノ特 殊 物 質 二封 シテハ、 健 康

動 物 ノ組 織 細 胞 二比 シテ、 ソ ノ態 度 ラ異 ニ シテ

特殊 反 慮 ヲ現 ハ ス モ ノナル ベ シ。 從 テ之 テ組織

ノ新陳 代 謝 方 面 ヨ リ考 フルモ、 正 常 組 織 ト異 ナ

ル駄 態 ニ アル可 ク、 從 テ同一 刺 戟 二封 シ テモ雨

者 ソ ノ反 癒 ノ性 質或 ハ程 度 テ異 ニ スル コ トハ想

像 二難 カ ラザ ル所 ナ リ。 余 ハ是 等 ノ諸 問題 テ實

験 ニ ヨ リテ解 決 セ ン ト欲 シ、 第 一報 二記 載 セル

ト同一 操 作 テ用 ヒ、結 核 菌 水 性抽 出物 質 ガ摘 出

結 核 罹 患 動 物 臓器 ニ シテ、 未 ダ結 核 性病 攣ヴ 認

メザ ル組 織 切 片 ノ組 織 呼 吸拉 二嫌 氣 性 解 糖 作 用

二如 何 ナル影 響 テ及 ボ ス カ ラ検 スル ト同時 二、

菖 「ツベ ル ク リ ン」ノ正 常拉 二結 核 罹 患動 物 組 織

ノ雨 作 用 二及 ボ ス影 響 テ精 査 シテ、 一 定 ノ成 績

ラ得 タル ヲ以 テ、 之 テ報 告 セ ン トス。

第二章 實験材料酋二實験方法

本 實験 二使 用 セル結 核 菌 水 性抽 出物 質 及 ビ ソ ノ

透 析 性拉 二 不 透 析性 物 質 ハ 前 同 ト 同一 材 料 ナ

リ。 「ツベ ル ク リ ン」ノ、傳 研 嚢 費 ノ奮 「ツベ ル ク

リン」テ使 用 セ リ.是 等 ノ物 質 ヲ 種 々 ナ ル濃 度

二含 有 スル リ ンゲ ル氏 液 テ調 製 シ テ、 之 ヲ浮 游

液 トナ シ、Warburノ 薦 法=從 ヒ、實 験 セル コ

ト第 一 報 ノ記 載 ノ如 シ。 叉 、 呼 吸作 用 測 定 ニ ハ

「マ ウ ス」ノ肝 テ
、 嫌 氣 性 解 糖 作 用 測 定 ニハ 「ラ

ッテ」 ノ腎 テ使 用 シ、 結 核 感 染 動 物 トシテノ・牛

結 核 菌 テ ソ ノ皮 下 二接 種 シ、 感 染 後3乃 至7週
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間 ラ経過 シタルモ ノラ選 ビ、肉眼上結核性攣化

テ謹明セザル臓器切片 二就 キ雨作用 テ測定セ

リ 。

第三章 實験成績

第 一 節 結 核 菌水性 抽 出物質 ヲ

以 テセノレ實験

種々ナル濃度 ノ結核菌水性抽出物質含有 ノリン

ゲル氏液 ヲ調製 シテ、結核 「マウス」ノ肝組織呼

吸拉 二結核 「ラッテ」ノ腎嫌氣解糖作用 テ研究 シ

第 一

テ、 次 ノ成 績 二達 セ リ.

注 意:以 下 表 中俘 游 液 ノ欄 二記載 ス ル数 字 ハ

リ ンゲ ル 氏液 中 二 含 有 スル 菌 毒 實 質 量 テ

mg.ニ テ爪 セ ルモ ノナ リ。

1組 織 呼 吸 成績 表

表(1)

動
物
番
號

感間
染週
期

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1cα
浮 游 液

膣 力攣化mm.
XO。cmm.

-

proStd.

組織 乾量
mg・ Qo。 一

30! 60!

1 3

A 0,528 リ ンゲ;レ氏 液 一31.5 一57 30,096 3.1 一9.97

B 0,570 0.0065 一30 一66 37,620 3.2 一11.75

D 0,620 0,065 一37.5 一75 46,500 4.1 一11.34

E 0,602 0,325 一27 一55 33,111 3.7 一一8。94

2 4

E 0,602 0,065 一37.5 一72 43,344 3.8 一11 .41

A 0,528 0,325 一24 一46.5 24,552 3.0 一8 .18

D 0,620 0.0065 一52 一99 51,481 4.2 一12 .27

B 0,570 リンゲル氏澗 一一37 一71 40,470 3.9 一10 .38

3

E 0,602 0,065 一31 .5 一54 32,508 3.1 一10 .48

D 0,620 0,325 一38 一73 .5 45,570 5.2 一S .76
5

A 0,528 0.0065 一27 一48 25,349 2.3 一11 .02

B 0,570 リ ソゲ ル氏 液 一32 一61 34,770 3.7 一9
.39

4 6

B 0,570 0,065 一48 一89 49,590 3.8 一13 .01

E 0,602 0,325 一23 一42 25,284 2.5 一10 .11

F 0,555

u

O.0065 一45 一S7 4S,285 3.7 一13 .04

D 0,620 リ ソゲ ル氏 液 一36 .5 一72 44,640 3.9 一11 .44

5

E 0,602 0,065 一32 一66 39,732 3.6 一11 .03

F 0,555 0,325 一49 一96 53,280 5.8 一9
.19

7
B 0,570 0.0065 一35 一69 39,330 3.2 一12 .35

A 0,528 リン ゲル氏 液 一37 一93 .5 38,808 4.1 一9
.46

第 一 表(2)

動物
番號

浮游液

1
1 2 3 4 5 卒均値 増減率

%

リ ンゲ ル氏 液 一9 .97 一10 .38 一9 .37 一11 .44 一9 .46 一10 .13

0.0065 一11 .75 一12 .27 一11 .02 一13 .04 一12 .35 一12
.85 (+)26.8

0,065 一11 .34 一11 .41

一.
-10 .48 一13.01 一11 .03 一11

.45 (+)13.0
0,325 一8 .94● 一8 .18 一8 .76 一10 .11 一9 .11 一9

.02 (一)10.9
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皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 二 表(1)

液游浮
2
ω

㏄

co

=

k

W
呼
吸
槽

間
週

感
染
期

動
物
番
號

a

1
D

歴 力 攣i化mm.

3σh26。,1

hi

30!160!

組織乾量
mg・

3
0.682 リ ソ ゲ)レ 氏 液 十8.51十16.5 十2

m2m1

十1.511.9 2.り

XCO2

ぐ　　　

proStd.

2

3

4

b

5

6

7

C

B

C

D

B

C

D

0.617

0.602

0.617

0.682

0.602

0.617

0.682

0.0065

0,0065

リ ソ ゲ ル 氏 液

0.0065

リ ソゲ ル氏 液

0.0065

リ ソ ゲ ル 氏 液

十12.5

十10

十14

十14

十13

十19

十15

十22.5

十17.5

十25

十25

十24。5

十38

十28

十2

十2

十2

十2.5

十2

十3

十2

十2.5

十3

十3

+3・5…

+2・51

十4.51

+31

2.1

1.8

3.2

2,3

2。5

3.4

3.4

2.0

2.1

3.1

2,2

2.4

3.8

10.230

1

2

3

1

2

3

C

3

5

6

4

4

5

6

7

C

一D

一C

一⊇

C

一D

B

一
C

一
B

一
C

一
B

一
C

…
B

一
C

0.617

0。682

0.617

0.682

0.617

0.682

0.602

0.618

0.602

0.617

0.602

0.617

0.065

リ ソゲル 氏液

リン ゲ ル氏液

0.065

0.065

リソ ゲ ル氏 液

0.65

リソ ゲ ル氏 液

リ ソゲ ル氏 液

0.65

0.65

リ ソゲ ル氏 液

十15

十14

十13

十11

十12

十12。5

十7.5

十8.5

十10

十6

十7

→-6

十27

十26

十25

十20

0.602

0.617

リ ソク㍉レ氏 液

0.65

第 二 表(2)

十10

十14

浮談 1 2 3 4 卒均
値

増減卒
%

a

リ

欝 塗1…講lll灘1…ll(脚
b

リ ン ゲ2レ 氏 液6.034.48「4.72 5.07

0,065 5.67 4,234.83 4.91(一)3.1

C

鴇 、 」
一1ソゲ囎 鏑5'68縣 鰯 淵
_雛_(一 脚1

1

皿 小 括

第 一、 第 二 表 二示 ス ガ如 ク、 結 核 菌水 性 抽 出物

質 ノ結 核 「マ ウ ス」ノ 肝組 織 呼 吸拉 二 結 核 「ラッ

テ」二及 ボ ス直 接 影響 ハ、 該 物 質 ノ量 ニ ヨ リテ、

十20.5

十26

→-2.5i十3.52.5

十2.5→-3.52.6

十2.5十2.53.1

十1.5→-22。9

→-1.5十22.3

十1.5一 ト312.6

+121+2
十17.5

十18

十10.5

十11.5

十29

十19

十26

十2

十1

0

十2

十1.5

十1.5

十1

十2

十4

十1

十 〇.5

十2

十2.5

イ2

十1.5

2.8

2.7

1.8

1.7

1.4

3.1

1.7

3.1

12.340

9。030

15.391

]4.322

13.244

20,976

3.3[6.750

2.3

2.9

3.2

3.0

1.9

3.3

3.0

3.6

1.7

ユ,9

1.6

3.0

2.5

2.3

14.191

15.686

13.8S2

12.276

11,106

12.276

6.02012.15

18
.946

10.234

6.170

5.170

1

26・65915・37

10.8361

14.808

Q評

5.38
一

5.88

5.02

4.81

6.23

5.29

5.99
一

5.23

5.67

6.03

4.4S

4.23

4.83

4.12

2.15

3.35

5.68

3.6S

4.08

5.37

6.36

4.77
h

其 ノ作 用 ラ異 ニ スル コ トノ・正 常 動物 ノ組織 テ使

用 セ ル場合 ト同様 ナ レ ドモ、 健康 動 物 ト結 核 動

物 トノ反 磨 態 度 ニ ハ明 カ ニ差 異 ア ル コ トヲ確 認

シ タ リ.帥 チ結 核 「マ ウ ス」ノ肝組 織 呼 吸 ハ少 量

ニ テハ著 明 二促 進 セ ラル ・テ見 、 中 等量 ニ テモ

明 カニ促 進 セ ラ レ、 大 量 ニ テ僅 カ ニ抑 制 セ ラル

ル テ見 ル。又結 核 「ラッテ」ノ腎 嫌氣 性解 糖 作 用 二

封 シテハ大 量 ニ テ ハ著 明 二抑制 セ ラル レ ドモ、

少 量 ニ テハ 明 カニ促 進 壇 加 セ ラル ・テ見 ル。

第 二 節 透 析 性 物 質 ヲ 以 テ セ ル 實 験

種 々 ナ ル濃度 ノ透 析 性 物 質 含 有 ノ リ ンゲル 氏液

テ調 製 シ、 ソ ノ中 二於 ケ ル 「マ ウ ス」ノ肝組 織 呼

吸 拉 二結 核 「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 ラ研 究

シ次 ノ成 績 ラ得 タ リ。
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1組 織呼吸成績表

第 三 表(1)

呼
吸
槽

間
週

感
染
期

動
物
番
號

1

2

3

4

5

3

4

πつ

6

口
'

E

下
B

⊥
E

ko2

VF=1.1αc.

0.602

0.620

0.570

0.528

0.602

DO.620

D

τ
万
D

E

τ
E

B

0.620

0.602

0.570

0.620

0.602

0.528

0.602

0.570

浮 游 液

0.0015

0.015

リソ ゲ ル氏 液

0.0015

0.015

リソ ゲ ル氏 液

D

0.0015

0.015

リ ソゲ ル氏 液

0.0015

0.015

リ ンゲ ル氏 液

0.OO1,5

0.015

0.620}リyゲ ル氏 液

墜 力攣 化mm.

3・・16・ ノ

ー32 .5

一36 .5

一31

一21

一26

一24 .5

一35

一43 .5

一33

一30

一30

一27

一一39

一30

一31

一61 .5

一74 .5

一61

一42

一57

_47『

一67 .5

一S1

一・61 .5

一57

一58

一一52 .5

一75

一63

一62

XO2cmm.

proStd.

37.023

46.190

34.770

22.176

34.314

29.140

41.850

48。762

組織 乾量
mg・

2.9

3.4

3.2

1.8

2.8

2.9

3.1

3.3

35.055 3.1

35.340

34.916

27.720

45.150

35.910

3S.440

2.9

2.7

2.6

4:4

3.3

3.9

Qo2

一12 .77

一13 .56

一10 .8

一12 .32

一12 .25

一10 .03

一13 .50

一14 .77

一一一11 .31

一12 .18

一12 .9

一10.6

一10 .31

一10 .8

一9 .85

第 三 表(2)

鰹漁
リンゲ ル氏 液

0.0015

0.015

1

一10 .86

一12 .77

一13 .56

2

一10 .03

一12 .32

一12 .25

3 4 5

一11
.31

一13.50

一14
.77

一10 .64

一12 .1S

一12 .93

一9 .85

一10 .31

一10 .S8

亭均値

一10 .54

一12 .21

一12 .S8

増減率
,%

(+?15.8
↓)22.2

皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 四 表(1)

番

號,

霧 感間染週
期

呼
吸
槽

kcO2

VF=1.O

cq
浮 游 液

歴 力 攣 化mm.
組織 乾量

mg・ XCO2

cmm.

proStd.

Q評h2

lh・
m2

1恥30/160ノ 30/1601

a

1
BlO・6021リ ソゲ ル氏 液 十11 十23 十2 十4 2.3 3.0 ]2.040 5.23

C 0.61710.0015 十10 十20 十2 十2.5 1.8 1.5 10,489 5.81

2
B 0,602 0.0015 十9.5 十18 十2 十3.5 2.1 2.4

一

9,030 4.30

C 0,617 リソゲ ル氏 液 十12 十21 十2 十3 2.7 2.5 13,106 4.85

3
B 0.602リ ソゲ ル氏 液

一

十11 十20.5 十2 十2 2.0

一

2.1 11,137 5.56

C 0,617 0.0015 十12 十23 十2 十3 2.1 2.0 12,340 5.88

B 0,602 0.0015 十12 十21.5 十2 十2.5 1.9 1.7 11,137 5.86
4

C 0,617 リソゲ ル氏 液 4-17 十31 十2, 十4 3.3 2.6 16,042 4.86 -「

b

[B
0・692iO・015 十9 十16 十1.5 十2.5 1.9 2.3 8,428 4.43

lC
0.617iリ ソ ゲ ノレ氏 液 十8 十14 十2 十2 2.0 2.1 8,404 4.20

21 lB 0,602 リソゲル氏液 十9 十 コ7.5 十1.5 十2 2.0 1.9 9,030 4.51

lC 0,617、 0,015 十8.5 十16 十 〇.5 十2 1.8 2.1 8,658 4.79
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3

14

一

B 0,602 0・015i+10・5 十19 +21+2・5 1.8 2.2 10,234 5.6S

C 0,617 リyゲ ル氏 液 十8.5 十16 十2 十3 1.8 2.1 8,329 4.63

B
-

C

0,602 リソゲ ル氏 液 十10 十19 十2 十3 2.1 2.0 9,632 4.72

0,617 0,015 十9 十17 十2 十3.5 1.6 1.8}8.638 5.39
} 1

第 四 表(2)

談
a

1 ・1・ 4
干均
値

壇減率
%

リ 》/ゲ ル氏 液5.234.855.564.865.00

0.0015

b

5.814.305.885.865.46(十)9.1
リ畿 氏 液14'20「4'514●&1

,il,●7214●51

ニ テ モ、 少 量 ニ テモ雨作 用 ハ 明 カ ニ檜 加 セ リ.

殊 二呼 吸作 用 二於 テ著 シ。 之 テ正 常 動 物 ノ組織

テ以 テ セル實験 二比 較 ス ル トキハ 明 カー ソ ノ促

進 度 強 大 ナル テ見 ル。

廟 痂 彌 菰gl繭(+)、2.

皿 小 括

透析性物質 ノ結核「マウス」ノ肝組織呼吸拉二結

核 「ラッテ」腎嫌氣性解糖作用二及ボス影響ハ第

三、第四表二示スガ如 クニシテ、該物質 ノ微量

第三節 不 透析性 物質 ヲ以 テ

セノレ實 験

不透析性物質ノ結核「マウス」肝組織呼吸及 ビ結

核「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用 二及ボス直接的

影響ラ検 シテ、次 ノ成績二達 セリ。

1組 織呼吸成績表

第 五 表(1)

呼
吸
槽

間
週

感
染
期

動
物
番
號

Eー

1

2

3

4

5

3

4

5

6

7

下
下
E

D

一
F

一B

T
下
B

下
τ
F

D

一
E

ko2

VF=1.1cα

0.602

0.620

0.570

0.602

0.620

0.555

0.570

0.555

0.620

0.570

0.555

0.602

0.555

0.620

0.602

浮 游 液

0.005

0.25

リ ンゲ;レ氏 液

0.25

0.005

リ ン ゲ ル氏 液

0.005

0.25

リ ソゲ ル氏 液

0.005

0.25

リン ゲ ル氏液

0.005

0.25

リ ンゲ ル氏 液

歴力攣化mm.

3・'16・'

-20.5-12

一9

一10

-25 .5

一一27

一26

-43

一40 .5

一41 .5

--33

"一一38
-

_35

-20

一17

一18

一17

一21

-42

一51.5

一51.5

-81

一75

一81

-63

一66 .5

一67

-36

一31.5

一35

XO2cmm.

proStd.

12.341

10.540

11.970

25.284

26.785

28.582

46.170

41.625

50.420

35.910

36.907

40.334

19.980

19.530

21.070

組織 乾量
mg・

1.4

1.2

1.3

2.4

2.7

2.7

4.1

4.0

4.4

3.7

4.0

3.7

2.3

2.6

2.4

Qo2

一8 .89

一8 .78

一9 .21

-10 .5

一9 .51

一10 .5S

-11.26

一10.6

一11.0

-9.70

一9 .27

-10 .90

-8 .68

一7 .51

一8 .76

第 五 表(2)

浮談 1 2 3 4 5 亭均値 塘減卒
%

リンゲル氏液
一9 .21 一10.58 一11.03 一10.90 ・-8 .76 一10 .09一

0,005

一
一8 .81 一10 .53 一11.26 一9

.70
一8 .68 一9 .79 (一)2.9

0.25 一8 .78 一9 .51 一10 .64 一9.27 一7 .51 一9 .1gi(一)S.9

ll嫌 氣性解糖作用成績表
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第 六 表(1)

動
物
番
號

「

感間
染週
期

呼
吸
槽

kcO2

VF=1.O

cα

浮 游 液
歴 力 墾 化mm.

組織 乾量
mg・ XCO2

cmm.

proStd.
Q誹h2 h1

m2 匝30!160! 13σ16σ'

a

1 4iD
0,682 リソケ㍉レ氏 液 十10 十19 十1 十2.5 1.9 1.6 10,912 5.74

E 0,668 0,005 十9 十17 十1 十1 2.0 1.8 10,688 5.34

2 5
D 0,682 0,005 十14 十24 十1 十1.5 3.2 2.4 15,004 4.69

E 0,668 リンゲ ル氏 液 十14 十27.5 十2 十3 3.1 3.7 16,600 5.35

3 6
D 0,682 リソ ゲル氏 液 十17 十32.5 十2 十3.5 4.3 4.1 19,778 4.59

E 0,668 0,005 十18 十32 十2 十3 3.8 3.6 20,640 5.27

4 7
D 0,682 0,005 十6 十11 十 〇.5 十1 1.7 1.9 6,820 4.01

E 0,668 リンめ レ氏澗+7 十14 十1 十1.5 2.0 2.1 8,350 4.15

b'

1 4
Dlo・682 リン ク㍉レ氏液 十12 十23 十3 十4 3.1 3.9 13,640 4.40

E 0,668 0.25 十12.5 十23 十2 十3 3.3 3.4 13,360 4.05

2 5
D 0,682 0.25 十7.5 十14 十1 十1.5 2.1 1.6 8,184 3.89

E 0,668 リ ンゲ ル氏 液 十9 十17 十1 十2 2.2 2.0 10,020 4.55

3 6
D 0,682 リン ク㍉レ氏 液 十15.5 十29.5 十3 十5 3.3 3.6 17,050 5.17

E 0,668 0.25 十18 十35 十3 十3.5 4.S 3.7 20,374 4.24

4 7
D 0,682 0.25 十14 十26 十2 十3 4.1 4.3 15,686 3.82

E 0,668 リンゲ ル氏 液 十15 十29 十2.5 十4.5 3.8 4.2 16,700 4.66

第 六 表(2)

浮談
a

リン ゲ ル氏 液

0,005

b

リソ ゲ ル氏 液

0.25

1 2 3 4

　

李均 塘減牽
値%

リン め レ氏 液i昭i璽4・59璽 塑

5.3414.695.274.014.83(一)3.

リ ソ ゲ ル氏 液!4.4α4.5515.174.664。67

1砺1繭 劉 繭1緬(一)、4.

皿 小括

第 五 、 第 六 表 二示 セ ル ガ如 ク、 不 透 析 性 物 質 ノ

少 量 ハ結 核 罹 患 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 及 ピ結 核

「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性解 糖作 用 二認 ム ベ キ影 響 テ

及 ボ サ ・"レドモ、 比較 的大 量 ラ用 フル時 ハ.正

常 組 織 ノ實 験 成 績 二比 シ、 雨 作 用 ハ明 カニ輕度

二抑 制 セ ラル ・テ認 ム。

第 四 節 「ツ 〈こノレク リ ン 」ヲ以 テ

セ ル 實 験

藷 「ツベ ル ク リ ン」テ種 々 ナル濃 度 二稀 繹 シ、重

曹 テ用 ヒ テ中和 シ タル後 、 所 定 ノ'リンゲ ル氏液

テ作 製 シ、 該 液 ラ俘 游 液 トシ テ、 正 常 蛇 二結核

「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸及 ビ正 常 拉 二 結 核 「ラッ

テ」ノ腎 嫌 氣 性 解 糖 作 用 ノ攣 化 テ夫 々 検 査 シテ、

次 ノ成 績 二到 達 セ リ。

A正 常動物組織 ノ雨作用 二及ボス影響

1組 織呼吸成績表

第 七 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

ko2

VFコ1.1qα
浮 游 液

膣力墾化 ㎜. 恥_撫 乾量
proStd.

Qo2 .

副6σ
mg・

1

A 0,528 リソゲ,レ氏 液 一29 一56 29,568 2.8 一11.37

B 0,540 5000倍 ・-34.5 一63 34,020 2.9 一一11.73

E 0,602 500倍 一18 一36 21,692 2.1 一10 .33
1

F}0.555 50倍 一一35 一63 34,965 4.1 一8 .51
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2

3

4

5

A

B

E

F

A

B

E

F

A

B

E

F

A

B

E

F

0.528

0.540

0.602

0.555

0.528

0.540

0.602

0.555

0.528

0.540

0.602

0.555

0.528

0.540

50倍

リンゲ ノレ氏 液

5000倍

500倍

500倍

50倍

リソ ゲ ノレ氏 液

5000倍

一19.5

一26

一25

一15

一24

一38

一27

一23

5000倍

500倍

50倍

リンゲ ル氏 液

一29

一25

一40

一31

リソ ゲと氏 液1-36

5000倍 一34

一57 .5

一50.5

一48

一30

一45

一66

一52 .5

一46 .5

一60

一4S.5

一一74

一61

一71

一一66

0.602 500倍

0.555 50倍

一37 一69

一一一40 一75 .5

34.020

27.270

28.S96

16.650

23.760

35.640

31.605

25.8G7

4.2

2.6

2.5

1.7

2.7

4.4

3.3

一7 .23

一10 .48

一11 .56

一9 .79

に8・80-8.10

-9.59

2.6

31.680i2.3

2.126.190

44.608 4.3

33。855 2.6

37.488

35.640

41.538

41.902

3.4

3.1

3.8

4.5

一9 ,92

一13.77

一12 .47

一10.37

一13.02

一一11 .0,

一11 .49

一11 .2の

一9 .32

第 七 表(2)

1

リ ン ゲJレ 氏 液 一11.37

5000倍 一11 .73

500倍 一10.33

50倍 一8.52

2 3

一10.48

一一11.56

一9.79

一一7.23

一9 .59

一9.92

一8.80

一8 .10

4

一13.02

一13.77

5

一11 .02

一11 .49
_一一一1_

一12 .471 一11 .22

一10 .37i-9.31

準均値

一11 .09

一11 .69

一10 .52

一8 .71

塘減率
%

(+)5.4

(一)14.1

(一)21.4

』 嫌氣性解糖作用成績表

第 八 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

kcO2

VF=・1.O

C」C

浮 游 液

一一 一 一

墜 力 攣 化mm.
組 織 乾 量

m9・ XCO2

cmm.

proStd.

Q守
h2h1

3σ1副3σ16σ
a

1
B 0,602 リ ンゲ ル氏 液

一
十s 十15.5 十2 十2.5 1.6 1.7 7・82q4・89一

E 0,668 5000倍 十9 十17 十2.5 十2.5 1.9 1.6 9,3ろ2
14 .92

2
B 0,602 5000倍 十10.5 十20 十3 十3.5 2.0 2.5 10,234 5.11一
E 0,668 リ ソゲ ル氏 液一 一 一 　 +13

-一 一
十22 十2.5 十4 2.2 2.ろ 12,024 ろ.46

3
B 0,602 リ ソゲ ル氏 液 十14 十25.5 十3 十4 2.4 2.8 12,642 5.27

E 0,66S 5000倍 十11 十20 1+2.5十3.5 1.9 2.2 10,922 5.75

b'

1
B 0,602 500倍 十15 十27.5 十2.5 十3.5 3.1 3・0[14・44S 4.67

E 0,668 リソゲ ル氏 液 十17 十32 十2 十4 3.4 3.2118,704
[

曹

5.50

2
B 0,602 翌 ソゲル氏 液 十16 十31 十3 十4.5 3.3 3.ろ:15.530 4.80

E 0,668 500倍 十17 十31 十2 十3.5 3.5 3.1 18,036 5.15

3
B 0,602 500倍 十13 十22 十2.5 十3 1.9 2.3 11,438 6.02

E 0,66S リ ンゲ ル氏 液 十15 十28 十3 十4 3.1 3.0 16,032 5.16

C

111

B 0,602 リ ソゲ ル氏 液 十11 十20 十2 十3
i2

.0 2.3 10,234 5.11

E 0,668 50倍 十8 十13 十2 十2 12.12.壬7,34S 3.49
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2

3

B

B

E

「三「

0.602

0.668

0.60玄

0.66厨

50倍

リン ゲル氏 液

リンゲル氏液

50倍

十9

十13

十13

十10

十15

十22

十21.5

十15

十3

十3

十2.5

=酉 汚

十3.52.2

十4.5

十3.5

十2.5

2.7

2.1

2。5

2.7

2.9

2.4

6.923

11.690

10.836

2.4[8.350

3.15

4.30

5.16

3.34

第 入 表(2)

3 鞠 値 鱗 牽
a

リンゲ ル氏 液

5000倍

b

4.89

4.92 1
5.46

5.11

5.27

5.75

5.21

5.26 1(+)、.1

リン22・lgl5・50

500倍4.67

C

4.80

5.15

5.16

6.02

5.15

5.28 1(+)2.5
リ ンゲ ル氏 液

・50倍

5.11

3.49

4.30

3。15

5.16

3.34

4.85

3.33 1(一)3、.3

B結 核動物組織 ノ雨作用二及ボス影響

1組 織呼吸成績表

第 九 表(1)

動
物
番
號

感間
染週
期

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1α α
浮 游 液

歴 力攣化mm. XO2cmm,

proStd.

組織 乾量
mg・ Qo2

30!
16σ

1 3

A 0,528 リ ソゲ ル氏 液 一25i-47 ・5 25,080 2.1 一11 .94

B
一一

E

0,540 5000倍 一30』57 30,780 2.4 一12 .82

0,602 500倍 _181_33 19,866 1.6

一

一1コ .41

F 0,555 50倍 _、詞_36 19,980 1.9 一10 .51

2 4

A 0・528150倍 一16 .5 一30 15,840 1.7 一9
.31

B 0.5401リ ソめ レ氏 液 一21 一41 22,140 1.7 一11 .84

E 0.602[5000倍 一37 一72 43,344 3.6 一一12 .04

F 。.555}5。 。倍 一19 一36 19,980 1.7 一11
.74

3 5

A 0,528 500倍 一29 一54 28,512 2.5 一11.40

B 0,540 50倍 一20 一36 19,440 1.9 一10.23

E 0,602 リンゲル氏 液 一27 一52 31,304 2.8 一11 .18

F 0,555 5000倍 一35 一63 34,965 2.9 一12.05

4 6

A 0,528、 5000倍 一12 一24112
・672 1.2 一一10 .56

旦
E

0,540 500倍 一16 一30 16,200 1.9 一9 .53

0,602 50倍 一31 一54 32,508 3.7 一8 .97

F 0,555 リソゲ ル氏 液 一221-32.5 18,037 1.9 一9 。49

5 7

A 0,528 リ ソゲ ル氏 液 一21 一42 22,176 2.6-8.53

B 0,540 5000倍 一16.5 一一35.5 19,170
E

1.9-10.09

E 0,602 500倍 一一28 一55 33,110 3.4 一9 .79

F 0,555 50倍 一30 一53 29,415 3.71-7.95
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第 九 表(2)

リ ンゲ ノレ氏 液

5000倍

500倍

50倍

1

一11 .94

一12.82

一12.41

一10.51

2

一11 .84

一12 .04

一11 .175

一9 .31

3

一11 .1S

一12 .05

一11 .40

一10 .23

4 5

一2
:-4,:g」_=8・53

-10 .56}-10.09

一9 .53 一9 .79

一8 .97-7.95

一

亭均値

一10 .59

一11 .51

一10.97

一9 .37

増減率
%

(+)8.6

(+)3.5

(一)11.4

』 嫌氣性解糖作用成績表

第 十 表(1)

⑩

㏄

雪k蹄
呼
吸
槽

間
週

感
染
期

動
物
番
號

a

浮 游 液
腫 力 攣 化mm.

3。・h2副3σh16。 ・

組 …織 乾量
mg・

一・'1m・

XCO2

　　　　サ

proStd.

Q貯

1

2

3

3
D

一
E

D

E

D

E
7

一
ユ

b

C
亙

C

E

C

E

3
T

T
C

0・6821リ ンゲ ル氏 液

0.668

0.682

0,66S

O.682

0.668

5000倍

5000倍

リ ンゲ ル氏 液

リソゲ ル氏 液

5000倍

十9

十9

十10.5

十11

十12

十10.5

十18

十20

十18

十19

十21

十19

9
召

3

十

十

十2.5

埜
望
招

望
梶

1

2

0.617

0.668

0,617

リ ンゲ ル氏 液

500倍

500倍

十14

十9.5

十9

十23

十19.5

十17

埜
望
招

十3

十4

十3.5

十3

4

3

3

十

十

十

2.1!2.49.548

2.12.ろ10,68S

2.52.4'10.230

2.42.610.354

2・4i2・212・276

2.0【2.210.688

3

0,668 リ ソゲル氏 液

o.61712ソ ゲ1レ 氏 液

0.66sl500{音

十11

十13

十16

十21

十25

十29

十2.5

十4

十3

竺
絹
十5

2.2

2.1

1。7

40
ヨ

60
ヨ

2.4

2、3

1,8

2.3

2.8

11.723

11.022

8.63S

11.336

11,723

1

2

3

3

5

7

C

一
E

一
C

一
E

一
C

0.617

0.66S

O.617

0.668

0.617

50倍

リソゲ,レ氏液

リソゲ ル氏 液

50倍

50倍

十7

十11

十15

十10

十11.5

十11十 〇.5

十20十2

十27.5i十3

十17十2

十19.51→-2

+、61+、

十2

十3

十5.5

十3

十4

2.92.8116.032

E 0.668 リ ンゲ ノレ氏 液 十S 十2

2.0

3.1

3.1

2.6

2.2

2.0

2.1

2.9

3.0

2.7

2.2

5.55312.77

11.356

13.574

9。352

9.563

第 十 表(2)

o

o

`

動物
番號

浮游液
1 2 3 雫均値 増減率

%

a

リソゲル氏液 4.54 5.11 4.65

5000倍 5.09 1
4,311

4.44 5.49 5.01
.

(+)9.9
b

リソゲル氏液 5.55 4.72 4.51 4.93

500倍 5.25 5.08 5.39 5.24 (十)6.3

C

リンゲル氏液 3.66

lli器

4.67

50倍 2.77 1捌 1
4.35

3.56 1(一)凪1

2.319.352

理

4.54

5.09

4.44

4.31

5.11

5.49

}rり

o.'〔)つ

5.25

5.08

4.72

4.51

5.39

2.77
一

3.66

4.3S

3.59

4.34
一

4.67

C小 括

本 節 二於 テハ、 「ツベ ル ク リ ン」ノ正 常 及 ビ結核

「マ ウ 入」ノ肝 組 織 呼吸 蛇 二IE常 及 ビ 結 核 「ラッ

テ」ノ腎 嫌 氣 性 解 糖 作 用 二及 ボ ス 直接 的=影響 テ

検 セ ル モ ノー シテ、 「ツ〈ごル ク リン」ハ結 核 菌 毒

テ以 テ行 ヘ ル實 験 ノ如 ク、 ソ ノ用 量 ノ差 異 二 白

リテ異 ナ ル作 用 テ示 セ リ。 即 チ 「ツ〈ごル ク リ ン」

ノ微 量 ハ、 正 常rマ ウ ス」ノ肝 呼 吸 作 用拉 二正 常

「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性 解 糖作 用 一 ハ、 著 慶 テ來 サ

ズ少 量 ハ前 者 テ明 二抑 制 ス レ ドモ、 後 者 ハ殆 ド
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攣 化 ナ シ。 更 二比 較 的大 量 ハ雨 作 用 テ著 明 二抑

制 遅滞 セ シメ、 殊 二 解 糖 作 用 ハ2/3マ デ 減 少 セ

ラル ・テ見 ル。 次 二結 核罹 患 動 物 二於 テ ハ是 等

ノ關係 ハ…梢 丸趣 キ ラ異 一 シ、微 量 ニ テハ雨 作 用

共 二促 進 セ ラ レ、 少 量 ニ テ ハ殆 ド不 憂 ニ シテ、

比 較 的 大 量 ニ テ ハ雨 作 用 可 成 抑 制 セ ラル ・テ認

ム レ ドモ、 ソ ノ抑 制 サル ・程 度 ハ之 ラ正 常 組織

ノ場 合 二比 シ、 輕 度 ナ ル コ トラ知 リ得 タ リ.

第四章 縛括及 ビ考按

結 核 菌 水 性抽 出物 質 及 ビ ソノ透 析 性 拉 二不 透 析

性 物 質 ノ結 核 罹 患 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 蚊 二結

核 罹 患 「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性 解 糖 作 用 二及 ボ ス影

響 及 ビ「ツベ ル ク リ ン」ノ正 常 、 結 核 「マ ウ ス」ノ

肝 組 織 呼吸 、 拉 二正 常 、 結 核 「ラッテ」ノ腎嫌 氣

性 解 糖 作 用 一及 ボ ス關 係 ハ前 章 二示 スガ如 ク、

之 テ弦 ニー 括 ス レバ次 表 ノ如 シ。

第 十 一 表

浮游液1aα 中菌

毒實質量mg.

物
質

結
核
菌
水
性
抽
出

透
析 、
性i
物
質

物
質

不
透
析
性

0.0065

封 照

0.065

封 照

0.325

樹 照

0.0015

劃'照

0.015

封 照

0.005

封 照

O.2ろ

劉 照

Qo2

-12 .08

-10 .13

-11 .45

-10 .13

-9 .02

--10 .13

-12 .21

-10 .54

-12 .88

-10 。54

-9 .79

-10 .09

-9 .19

-10 .09

Q

ケ
哀

τ

引

蕊

引
臥

乱

7
a
τ

圭

圭

生

4
。

正 常1結 核

「
ツ

ベ

レ

ク

リ

ソ

」

浮 游 液IQ・21Q鋼Q・ ・1嚇

5000{音 一11.695.26-11.515.01
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即 チ結 核 菌 水性 抽 出物 質 ノ少 量 及 ビ中 等 量 ハ結

核 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 ラ カナ リ著 明 二促進 セ

シメ、 比 較 的 大 量 ハ輕 度 乍 ラ抑 制 セ シム ノkコト

ラ知 ル。 之 テ前 同 報 告 セル正 常 組 織 テ以 テ セル

實 験'ト比 較 封 照 ス ル時 ハ、 少 量 二因 ル促 進 度 ハ・

正 常 ノモ ノニ比 シ ヨ リ著 明 ニ シテ、 比 較 的 大量

二因 ル抑 制 度 ハ 極 メ テ輕 度 ナ リ。 又結 核 「ラヅ

テ」ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 一 及 ボ ス關 係 二 於 テモ

少 量 ニ テ ハ明 カ ニ促進 セ ラ レ、 中 等 量 及 ビ比較

的 大 量 ハ明 カ ニ之 テ抑 制 セ リ。 然 ル ニ正 常組 織

一 テ ハ微 量 二於 テハ殆 ド不 攣 ナ レ ドモ、 ソ レ以

上 ノ量 ニ テ ハ之 テ抑 制 スル コ トー 層 顯 著 ナル ラ

認 メ タ リ。

次 二透 析 性 拉 二不 透 析 性 物 質 テ以 テ セル實 瞼 二

於 テハ正 常 組 織 ニ テハ殆 ド促 進 セザ リ シ分 量 ニ

テモ、 結 核 動 物 ノ組 織 一 ア リテハ明 二之 テ促進

増 加 スル ヲ認 メ、 正 常 組織 ニ テ ハ抑 制 極 メテ顯

著 ナ リ シ分 量 ニ テ モ、結 核 動物 ノ組織 ニ ア リテ

ハ前 者 二比 シ、 ソ ノ抑 制 度 明 二減 弱 セ ル テ認 メ

得 タ リ。

又 「ツ〈ごル ク リン」テ以 テ セル 實 験 二方全 テ モ、

「ッベ ル ク リ ン」ハ正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組織 呼吸 テ

抑 制 セ シメ、 正 常 「ラッテ1ノ 腎嫌 氣 性 解 糖 作 用

ニハ ー定 量 迄 ハ殆 ド不 攣 ナ レ ドモ、 大 量 ハ著 明

二抑 制 スル モ ノナ ル コ トテ知 リ得 タ リ
。 更 二結

核 罹 患 動 物 ノ雨 作 用 ラ見 ル ニ、 微 量 ニ テハ明 カ

ニ雨 作 用 テ促 進 シ、 比 較 的 大 量 ニ テ ハ雨 作 用 テ

抑 制 ス レ ドモ、 正 常 組織 ノ場 合 ト比 較 スル トキ

ハ該 物 質 ノ示 ス抑 制 度 明 二微 弱 ナ リ。 依 是観 之

結 核 菌 盟抽 出物 質 及 ピ結 核 菌 ノ排 出物 質 ハ何 レ

モ正 常 拉 二結 核 罹 患 動 物 ノ組 織 二封 シテ組 織 毒

トシテ作 用 シ、 少 量 二於 テハ組 織 ノ呼 吸及 ビ解

糖 機 能 ラ促 進 シ、 大 量 二於 テハ雨 機 能 テ抑 制 ス

ル モ ノナ レ ドモ、 其 ノ程 度 一 至 リテハ 大 二趣

テ異 一 シ、 結 核 動 物 組 織 ハ正 常 組 織 二比 シ是 等

ノ特 殊 物 質 二封 シテ著 シク敏 感 ニ シ テ、 後 者 二

封 シテ ハ未 グ何 等 ノ影 響 テ モ認 メ ザ ル微 量 テ作
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用セシムルモ前者 二於 テハ明 二雨機能旺盛 トナ

リ、大量 テ作用セシメタル場合二於 テモ正常組

織 二比 シ、遙 カニ雨機能 ノ抑制 セラル ・コト微

弱ナリ。帥 チ結核個膿 二於 ケル 組織 ノ呼吸及

ピ解糖機能ハ是等特殊物質 ノ刺戟二封 シ著 シク

敏感 ニシテ、彼 ノ「ツベルクリン」注射二封 シテ

結核個禮 ノ組織細胞 ガ過敏 ナル事實 ト正ニー致

スルモ ノナリ。凡ソ生膿ハ結核菌 ノ感染ニヨリ

テ諸機能二攣調テ來 スコ トハ周知ノ事實 ニシテ

既二我ガ病院二於テモ岩佐ハ結核菌毒 ノ海猿 ノ

腸管蓮動、子宮牧縮 二及 ボス影響 ヲ検 シ、海狸

ノ健常ナルカ、結核ナルヵニヨリテ異 ナル作用

テ現ハスコトラ讃 シ、渡邊ハ臨躰的二肺結核患

者ニアリテハ植物性帥経系統 ノ攣調テ來 スコト

又渡邊、松村ハ實験的二結核家兎ニアリテハ植

物性瀞経系統 ノ攣調 ノ潜在或ハ表在セルコトラ

實詮 シ、更 二中條モ亦中間新陳代謝試験 二於 テ

重症肺結核患者 ニハ組織 ノ蛋白代謝不全 ノ存在

セルテ謹明セリ。余ハ氏等 ノ結核個膿二於ケル

機能失調 ノ観察 テ組織 ノ新陳代謝學的方面 ヨリ

立謹セルモ ノナリト信ズ。中村、鈴木ハ諸種細

菌毒素ハ白鼠 ノ肝及 ビ腸 ノ組織呼吸 テ抑制スル

モノナレドモ、豫 メ該細菌毒素 テ以テ免疫セル

白鼠 ノ腸及 ビ肝 ノ組織呼吸ハ抑制 セラル ・程度

少ナキカ、或 ハ却 ツテ充進 セラル ・コトヲ認 メ

其ノ抵抗力 ノ檜大 テ指摘 セリ。

「ツベ ル ク リ ン」ノ勢 力代 謝殊 二瓦斯 代 謝 二及 ボ

ス影 響 ハ幾 多 研 討 セ ラ レ、Kraus,Chowstek,

L6wyハ 「ツベ ル ク リ ン」ノ・基礎 代 謝 テ増 大 セ シ

ムル コ トヲ述 べ、Lanzモ 亦 同様 ナ コ ト、而 カモ

該現 象 ハ登 熱 ト無 關 係 ナル コ トテ述 べMaliwa

ハ 「ッベ ル ク リ ン」二基 因 ス ル基 礎 代謝 充進 ハ多

クハ登 熱 ト併 行 ス レ ドモ、 時 ニ ハ登熱 ヲ件 ハ ザ

ル コ トアル ト述 べ、Frischハ 「ツベ}ルク リ ン」

二因 ルー般 反 鷹 ト基 礎 代 謝 ト ノ間 ニ ハー 定 ノ關

係 存 セザ レ トモ、 「ツベ ル ク リン」注 射 後 ノ登 熱

曲 線 ト基礎 代 謝 トテ此 較 スル ニ雨 者 ハ 殆 ド併 行

シ、 進 行 セル結 核 ニ ア リ テハ8-10時 間 ニ シテ

最 高 二達 ス レ ドモ、 良性 結 核 ニ ア リテハ24時

間 以上 ニ テ最 高 二達 スル コ ト多 キ テ實 験 セ リ。

菊 地 ハ健 康 者又 ハ非 結 核 患 者 ハ 「ッベ ル ク リン」

ニ ヨ リ基 礎代 謝 殆 ド影 響 テ被 ラザ レ ドモ、 結 核

患者 二封 シテノ、良 性結 核 ニ ア リテハ充 進 セ ラル

レ ドモ弱 ク、悪 性 型 ニ テハ著 シ ク充 進 シ、且 ソバ

登 熱 トハ無 關 係 ナ ル コ トテ提 唱 セ リ。 ソノ原 因

二至 リテハ或 ハ植物 神 経 系統 、 内分 泌 腺 ノ攣 調

ガ暴 ゲ ラ レ、 又 ハ浦化 系統 殊 二肝 細 胞 ノ中毒 等

ガ墾 ゲ ラル レ ドモ、 亦 余 ノ實 験 ヲ基 礎 トシ テ考

フル トキハ、 結 核 個 膿 ニ ア リテハ組 織 細 胞 ソ レ

自艘 ガ攣 調 テ來 シ、 同一 特 殊 刺 戟 二封 シテ モ、

正 常 組織 トハ異 ナル反 磨 ラ現 ハ スモ ノ ト爲 スベ

シo

第五章 結 論

(一)結核菌水性抽出物質 ノ少量ハ結核「マウス」

ノ肝組織呼吸テ梢 ≧著明二促進 セシメ、中等量

ニテモ促進テ示 セ ドモ、大量 二於 テハ却 ツテ之

テ輕度 二抑制 ス。結核 「ラッテjノ 腎嫌氣性解糖

作用二及ボス直接影響モ前者 ノ揚合二似 タリ。

即チ雨作用 トモ健常動物 ノ場合二比 シ、促進 ノ

側二敏 ニシテ、抑制 ノ側二不敏ナリ。

(二)結核菌 ノ水性抽出物質 ノ透析性物質ハ微量

及 ビ少量二於 テ明二結核「マウス」ノ肝組織呼吸

拉二結核 「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用テ促進 セ

シメ、殊 二前者二於テ著 シク、 ソノ程度ハ健常

組 織 二比 シ、 雨 作 用 共 遙 カニ強 度 ナ リ。

(三)結 核 菌 水 性抽 出物 實 ノ不 透 析性 物 質 ノ少 量

ハ結 核1マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸及 ビ 結 核 「ラヅテ」

ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 らハ殆 ド羅 ラ及 ボ サ ズ。

然 レ ドモ比 較 的大 量 ハ雨 作用 テ抑 制 スル モ健 常

ノモ ノニ比 シ輕 度 ナ リ。

(四)健 常 動 物 二於 テ ハ 「ッベ ル ク リン」ノ微 量 ハ

「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 及 ビ 「ラ ソテ」ノ腎嫌 氣 性

解糖 作 用 二認 ム ベ キ攣 化 ラ及 ボ サザ レ ドモ、 少

量 ハ前者 テ明 カ ニ抑 制 シ、 後 者 ニ ハ著憂 ナ ク、

更 二比較 的大 量 ハ、 雨 者 ヲ著 明 二抑 制 遅 滞 セ シ
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ム。 二於 テ既二明 カニ機能促進 テ來 シ、且前者二於

(五)結核罹患動物二於テハ「ツ(ごルクリン」ノ微 テ著明二抑制 ラ惹起 スルガ如 キ大量 ノ作用 二際

量ハ「マウス」ノ肝呼吸作用拉二 「ラッテ」ノ腎嫌 シテハ恰モ該物質二封 シテ抵抗力 ノ檜強セルガ

氣性解糖作用テ僅 カニ高 メ、少量ハ不攣 ニシテ 如 久 ソレニヨリテ機能抑制 サル ・程度 ハ健常

比較的大量ハ雨作用テカナ リ著明二抑制スレド 組織 二比 シ遙 カニ僅少ナリ、即チ全 ク健常動物

モ、 ソノ抑制度ハ正常組織 ノ揚合二比 シ輕度ナ ノ組織 トハ別個 ノ新陳代謝反慮テ現 ハスコトテ

リキ。 確認 セリ。

(六)叙上 ノ成績 二依 ツテ見ルニ結核個膿 ノ組織 欄筆二臨 ミ院長太縄博士、岩佐博士、渡邊博士

細胞ハ明二攣調テ來 シ、特殊物質 ノ作用 二封 シ ノ御懇篤ナル御校閲拉 二不断 ノ御鞭捷テ深謝

テ健常組織二於テハ未ダ著攣 ラ認 メザリシ少量 ス。
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文 献

第一章 緒 論

結 核 症 ノ経 過 中 二登 現 ス ル新 陳代 謝 異 常 ガ軍 二

器 質 的 攣 化 二基 因 ス ル ノ ミナ ラズ、 種 々複 雑 ナ

ル調 節 系 ノ機 能 失 調 ニ ヨ リテ招來 サ ル ・モ ノナ

ル コ トハ勿 論 ナ レ ドモ、 結 核 菌 毒 若 シ クハ結 核

菌 産 出 物 質 ガ直接 組 織 細胞 二働 キ、 之 ニー・定 ノ

影 響 テ及 ボ スモ ノナ ル コ トへ 余 ガ襲 二組 織 呼

吸 蚊 二解 糖 作 用 二上 ニ テ實験 セル所 ナ リ。

近 時 内分 泌 學 ノ勃 興 二件 ヒ、 内分 泌 腺 ハ正 常 時

ニ ア リテ ハ互 二相助 ケ、 相 抑 ヘ テ、 ソノ相 互 ノ

分 泌 機 韓 テ調節 シ、 以 テ新 陳 代 謝 遂 行 二密接 ナ

ル關 係 テ有 ス ル モ ノナル コ トハ漸 次 鮮 明 セ ラ ル

ル ニ至 レ リ。 而 シテ又 結 核 ト内分 泌 トノ關係 二

至 リテ ハ ソ ノ研 究 モ亦 練 出 シ、 就 中結 核 症 経過

中 二於 テー一方 甲駄 腺 、 副 腎 、 膵 臓 等 ノ形 態 的 墜

化 ガ實謹 セ ラル ・ ト共 二、 他 方 植 物 性 紳 経 系 統

ノ失 調 ノ招來 サ ル ・事 ハ幾 多 ノ業 績 ノ詮 明 スル

所 ナ リ。從 テ是 等 ノ「ホ ル モ ン」ガ正 常 組 織 ノ新

陳 代 謝 二如何 ナ ル攣 化 テ及 ボ スモ ノナ ル カ、 將

又 結 核罹 患 動物 ノ組 織 ガ是 等 ノ「ホ ル モ ン」二封

シテ如何 ナ ル關 係 ラ現 ス モ ノナ ル カ テ研 究 スル

ノ・極 メ テ重 要 ニ シテ興 味 ア ル問題 ナ リ。 サ レバ

余 ハ諸種 複 雑 ナ ル 要 約 因 子 ヲ離 レテ 「イ ン ス リ

ン」及 「ア ドレナ リ ン」ガ 正 常 及 ビ 結 核 「マ ウ ス」

ノ肝組 織 呼 吸拉 二正 常 及 結 核 「ラッテ」ノ嫌 氣 性

解 糖 作用 ら及 ボ ス直 接 的影 響 テ精 査 セ ン ト欲 シ

テ以 下述 プル實 験 テ企 テ タ リ。

第二章 實験方法及ビ實験材料

實 験 二供 用 セル 「イ ンス リ ン」ハ 「トロ ン ト」製 ニ

シテ、 「ア ドレナ リ ン」ハ三 共製 ノモ ノナ リ而 シ

テ是 等 ノ製 剤 テ鰹 水 テ以 テ任 意 二稀 繹 シ.所 定

濃 度 二該 物 質 テ含 有 スル リ ンゲ ル氏液 テ調 製 シ

テ、Warburgノ 微 量 呼吸 測 定 法 ノ蕎 法 ニ ヨ リ

行 ヒ シコ ト前 同 報告 ノ如 シ。 而 シテ 「イ ンス リ

ン」ハ酸 性 ナル テ以 テ少 量 ノ重 曹 テ以 テ中 和 シ、

PHハ 常 ニ リンゲ ル 氏液 ノ夫 レニ等 シクセ リ。

組 織 ハ呼 吸 作 用 ニ ハ 「マ ウス」ノ肝 テ、 嫌 氣 性 解

糖 作 用 三 ハ 「ラヅテ」ノ腎 ヲ用 ヒ、 結 核 動 物 二於

テハ 肉眼 上 結 核 性 慶 化 ヲ謹 明 セザ ル 組織 片 二就

キ實 験 テ行 ヘ リ.
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第一節

第三章 實験成績

「イ ン ス リ ンJヲ 以 テ セ

ル 實 験

「イ ンス リ ン」ノ生 盟 新 陳 代 謝 殊 二瓦 斯 代 謝 二關

スル業績 ハ決 シテ寡 ナ シ トセザ レ ドモ、未 ダ確 タ

ル 定説 ヲ得 ザ ル ニ似 タ リ。Boσthby,Bowntree,

Bornstein,Mc,Cornick,Macleod,u.s.w.

ハ ソ ノ結 論 二 多 少 ノ 差 異 コ ソ ア レ、 主 トシテ

「{ン ス リ ン」ハ 基礎 代謝 ラ壇 加 セ シムル事 テ認

メ、Bantingハ 膵別 出 犬 二蕉 糖 ヲ與 フル モ該 機

轄 ニハ大 差 ナキ モ、 之 ト同 時 二 「イ ンス リ ン」テ

與 フル時 ハ 呼 吸 商 ノ檜 大 スル コ トラ述 べ、H.

Chambanier,M.且dndl・ ・糖 尿 病 患 者 二 「1ン

ス リン」ラ注射 シテ、 炭 酸 排 出 量 ノ倍 加 スル テ

見 タ リ ト云 フ。 酸 素 消 費 現 象 二 關 シテ ハ「イ ン

ス リン」ハ 之 ヲ檜 大 セ シム ル ト主 張 スル モ ノニ

McCornick,R.Macleod,Brien,Noflc,Noor-

den,Isaac,劉 、Tsubura等 ア リ、 不 憂 ナ リ

ト唱 フル モ ノニFreitag,或 ・・不 攣 若 シ ク・・減

少 テ見 タ リ ト唱 フル モ ノニBernhardt,木 村 、

高橋 等 ア リ.又 「イ ンス リン」ノ直接 組 織 細 胞 ノ

呼 吸作 用 二關 ス ル成 績 モ諸 設 匠 々 タル モ ノ ニ シ

テ、Buchneru.Grafeハ ソ ノ諸 種 動 物 ノ種 々

ナ ル臓 器 切 片 ノ瓦斯 代 謝 テ促 進 セ シム レ ドモ、

各 臓 器 間 二 ・・、 特 別 ノ 差 異 ナ キ テ認 メ、Allen-

grenハ 蛙 ノ筋 肉 ノ 呼 吸 作 用 テ 増 大 セ シム ル ト

述 べ、 塚 本 ハ 「イ ンス リ ン」ノ大 量 ニ テ モ、 少 量

一 テ モ血 液 細 胞 ノ酸 素 浦 費 量 テ促 進 旺 盛 ナ ラ シ

ム ル ト報 ジ、亀 非 ハ 「イ ン ス リ ン」ノ5000-10000

倍 ノ濃 度 ニ テ ハ肝 ノ呼 吸 作 用 ニハ影 響 ナ キ モ、

腎 ノ 呼 吸 テ 輕 度 二 充 進 セ シム ル コ ト、 拉 二 膵

「ヱ キ ス」ハ肝 組 織 呼 吸 テ輕 度 二充 進 セ シ メ
、 腎

呼 吸 テ カナ リ著 明 二促 進 セ シメ、 而 カモ ソ ノ關

係 ハ生 理 的 食 盤 水 テ以 テ塵 置 セル 「ヱ キ ス」ハ盤

酸 「アル コー ル、 ヱ キ ス」ヨ リ著 明 ナ ル コ トテ報

ゼ リ。Myerhofハ 榮養 液 トシテ リ ンゲ ル氏液

テ用 ヒ、 「イ ンス リン」テ加 フル トキハ著 攣 テ與

ヘ ザ レ ドモ、 血 清 テ用 ヒ、 之 テ加 フル トキハ著

明 二 「ラッテ」ノ組 織 呼 吸 テ促 進 スル コ トラ認 メ

タ リ ト云 フ.又Z.Hornハ 鳩 血 球 ノ酸 素 消 費

量 二影 響 テ與 ヘ ズ トナ シ、Wolfノ ・少 量 ニ テハ

影 響 ナ ク、 濃 度 テi曾大 セ シム ル トキ ハ抑 制 セ シ

ム ト云 ヘ リ。 又Klopstock,木 村 、 高橋 ・・常 二

阻 止作 用 テ認 メ タ リ.

解 糖 作 用 二關 シテ ・・Eady,G.S,J.R.Mac-

leoda.Nobleハ 健 常 者 ト糖 尿 病 者 ト ノ間 ニハ

殆 ド差 異 ナ キ ラ認 メ、 吉 岐 ハ健 康 者 及 健 康 犬 ノ

血液 及 ピ血 球 ノ解 糖 作 用 ハ 「イン ス リ ン」二因 リ

テ影響 セ ラザ レ ドモ、 膵 別 出 犬 ノ 夫 レハ 「イ ン

ス リ ン,・注 射 ニ ヨ リテ 檜 大 セ ラル ・コ トヲ實謹

セ リ。

「イ ン ス リ ン」ト病 的組 織 ノ雨 作 用 トノ關 係 二就

イ テハRichardson,Shorr,Loebe1ハ 膵 性 糖

尿 犬 ノ腎 、 筋 肉 ノ組織 呼 吸 ハ減 退 セル コ トラ報

ジ、 且.且aserハ 膵 性糖 尿 鶏 ノ腎、 筋 肉、 肝 ノ

組織 呼 吸 ハ減 退 ス ル モ、 若 シ養 液 二 「イ ンス リ

ン」ヲ 附 加 スル トキぐ正 常 値 二 迄 促進 サ レ
、 且

解 糖 作 用 二於 テモ ヵ ・ル結 果 ラ得 タ リ。 鈴 木 ハ

實 験 的腫 瘍 組 織 ノ組 織 呼 吸、 解 糖 作 用 ニハ 直接

影 響 テ與 ヘ ズ トセ リ。

Borok,Wowsi,Rauzmann,松 崎 等 ・・實 験 的

研 究 二於 テ結 核 動 物 ノ膵臓 ノ形 態 的 攣 化 ヲ謹 明

シテ、 之 ヲ結 核経 過 中 二起 ケ ル糖 代 謝 異 常 ノ要

ノ約 一 二加 ヘ タ リ。 要 之 「イ ンス リン」ハ糖 代謝

二重 要 ナル 關係 テ有 ス ル外 、組 織 呼 吸拉 二解糖

作 用 一 モ明 カ ニー 定 ノ關係 テ有 スル モ ノ ト見 テ

可 ナ ルベ ク、 且結 核 ノ場 合 二登 現 スル新 陳代 謝

異 常 ガー 定 度 迄 ハ膵 「ホ ル モ ン.ノ 分 泌 異 常 ト關

係 テ有 スル モ ノ ト解 セ ラル ベ シ。 余 ハ 主 トシテ

1イ ンス リ ン」ノ健 常 及 ビ 結 核 動 物 ノ 組 織 ノ酸

化,解 糖 雨作 用 二及 ボ ス直接 的 影響 テ比 較 考 究

セ ン トセ リ。 實 験 二使 用 セ シ俘 游 液 ハ リ ンゲル

氏液1c・c・中 「イ ン ス リ ン」(ト ロ ン ト)0.5及0.05

軍 位 テ含 有 セル モ ノ即 チ「イ ンス リ ンノ20倍 及

ビ200イ 音 ノモ ノナ リn
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1組 織呼吸成績表

1)正 常「マウス」肝組織呼吸二及ボス影響

第 一 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

ko2

VF・=1.1αq 浮 游 液
●

瞳 力攣化mm・ XO2c㎜.

proStd.

組織乾量
mg・

Qo2

301 60!

…
1

B 0,570 200倍1イ 」 一29 一54 30,780 2.8 一10.99

E' 0,602 20倍 「イ」 一29 一57 34,314 2.7 一12 .71

F 0,555 リソゲ ル氏 液 一28 一54 29,970 2.9 一 工0 .33

2

F 0,555 200倍1イ 」 一一48 一91 50,505 3.9 一12.95

B 0,570 20倍 「イ 」 一47 .5 一93 53,010 4.0 一13.25

E 0,602 リソゲ ル氏 液 一45 一87 .5 52,675 4.5 一11.44

3

D 0,620 200倍iイ 」 一36 一69 42,780 3.5 一12.21

F 0,555 20倍 「イ」 一39 一75 41,62ろ 3.1 一13 .43

B 0,570 リンゲ ♪レ氏 液 一37 一一73 41,610 3.4 一12.24

4

E 0,602 200倍1イJ 一32
.5

一63 37,726 3.4 一11 .09'

」

,

D 0,620 20倍 「イJ 一23 一42 26,040 2.0 一13 .02

F 0,555 リソゲル氏液 一27 一51 28,305 2.9 一9 .76

5

B 0,570 200倍 「・イ」 一17.5 一34 .5 19,665 2.瓦 一9 .36

D 0,620 20倍 「イ 」 一19 一36 22,320 2.1 一10 .63

E 0,602 .リ ソ ゲ ノレ氏 液
一19 一35 21,070 2.3 ,-9.16一 一 一一一一一 一 一 一一

第 一 表(2)

動物
番號

浮 游液

200倍 「/」

20倍 「4」

リソゲル氏液

1

一10 .gg

一12 .71

一10 .33

2

一一12 .95

一13 .25

一11 .44

3

一一12 .21

一13 .43

一12 .24

4

一11 .09

一13 .02

一9 .76

5

一9 .36

一10 .63

一9 .16

卒均値

一11 .32

一12 .61

一10 .58

増減卒
%

(+)7.0

(+)19.1

2)結 核 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影響

第 二 表(1)

動
物
番
號

感間
染週期

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1。c
浮 游 液

瞳力攣化mm XO2cmm

proStd.

組織 乾量
mg・ Qo2

301 60ノ

1 3

D 0,620 200倍1イ 」 一2S 一54 33,4SO 3.1 一一10.80

B 0,570 20倍 「イ 」 一33 ・-65 37,050 3.5 一10.58
…

F 0,555 リ ソゲ,レ氏 液 一30 一58 .5 26,917 2.8 一9.61

2 4

F 0,555 200倍 「イ 」 一25 一49 27,195 2.4 一11 .32

E 0,602 20倍 「イ 」 一27 一51 30,702 2.7 一11.74

B 0,570 リ ンゲ,レ氏 液 一26 一51 29,070 2.9 一10 .72

3 5

E 0,602 200倍 「イ」 一24 一47 28,290 2.3 一12 .30

B 0,570 20倍 「イ」 一33 一62 35,340 2.9 一12 .19

D 0,620 リ ソゲ ノレ氏 液 一27 一52 32,240 3.0 一10 .75

4 6

B 0,570 200倍 「イ」 一1S 一36 20,520 1.7 一12 、07

E 0,602 20倍 「イ」 一26 一48 28,896 2.3 一12 .80

F 0,555 リ ンゲ ル氏 液 一24 一47 26,085 2.2 一一11 .85

5 7

F 0,555 200倍 「イ」 一24 一45 24,975 2.4 一10.40

D 0,620 20倍 「イ」 一19 .5 一36 22,320 コ.3 一9 .61

`・R
0,570 リ ンゲ ル氏液 一21 一40 .5 23よ085睡 2㌔7∴ 一ゴ8.55
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第 二 表(2)
1

動物
番號

浮游液
1 2

一 一

3 4 5 亭均直 培減牽
%

200倍 「イ 」 一10 .80 一11 ・321-12・30 一12 .07 一10 .40 一11,38 (+)10.4

20倍 「ノf」 一10 .58 一11 .74 一12 .19 一12 .80 一9 .61一
一11 .37 (+)10.4

リンゲル氏液 一9 .61 一10 .72 一10 .75 一11 .85 一8 .55 一10 .29

皿 嫌氣性解糖作用成績表

1)正 常 「ラッテjノ嫌氣性解糖作用二及 ボス影響

第 三 表(1)

動
物
番號

1

呼
吸
槽

kcO2

VFニ1.O

cα
浮 游 液

歴 力 攣 化mm.
組織 乾量

mg・ XCO2

cmm.

proStd.

Q詮h21h
m2

i恥「30!160,130,1601

a

1
B 0,631 1λソ ゲ ル氏 液

　一
+151+29 十2 十5 3.2 3.1 b]5 .144 4.73

F 0,617 200倍 「イ」 十14 十25 十2 十4 2.7 2.8 12,957 4.79

2
B 0,631 200倍 「イ 」 十16 十29 十3 十4 2.9 2.S 15,775 5.44

F 0,617 リソ ゲ ノレ氏 液 十13.5 十26 十3 十4.5 2.5 2.S 13,574 5.43

3
B 0,631 リ ソゲル氏液 十18 十31 十5 十7 3.7 3.8 15,144 4.09

F 0,617 200倍 「イ 」 十16 十30 十3 十5 3.7 3.5 15,425 4.17

4
B 0,631

一

200倍1イ 」 十16 十29 十2 十3 3.1 2.6 16,406 5.29

lF 。.6、71リ ソゲ,レ氏 液}+ユ7 十31 十3 十4.5 2.8 2.8 16,351 5.48

b

1
B O,631 リ ソゲ ノレ氏 液 十12 十23 十2 十4 2.5 2.6 11,989 4.79

F 0,617 20倍 「イ」 十13 十25.5 十2 十4 2.7 2.6 13,266 4.91

2

一

B
一 一

F
-一 一

B

0,631 20倍 「イ 」 十14 十29 十3 十5 3.1 3.2 15,144 4.88

0,617 リ ンゲ ル氏 液一 一 一一 十16 十30 十4 十6 3.1 3.7 15,425 4.97

3
0,631 比ソゲル氏液 十14 十27.5 十2 十4 2.6 2.7 14,829 5.70

F 0,617 20倍 「イ 」 十15 十27 十2.51 十4 2.5 2.7 14,191 5.67

4
B 0,631 20倍 「ノf」 十14 十27 十3 3.2 3.0 14,513 4.53

F 0,617 ⊥ ン ゲ アレ氏 液 十16 十30.5

十4

+3.引+5 3.4 3.2 15,734 4.63

第 三 表(2)

＼
＼ 豊動牛勿

浮巖＼聯
　

リン ゲル氏 液

1

1一雛

2

5.44

3

4.09-4
.17

4

5.48

卒均値

200倍 「イ」

b

リ ソゲ ル氏 液

20倍 「イ1

　の　　
-4

.91

5.43 5.29

lill-llill-llill

4.93

4.92

5.02

4.99

一『

塘減…李
%

±0

±0

2)結 核 「ラッテJノ 腎嫌氣性解糖作用 二及 ボス影響
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第 四 表(1)

動
物
番
號

動 感間

染週
期

呼
吸
槽

kcO2

VF=1.O

C。C
浮 游 液

1

膣 力 攣 化mm.

a

3
B 0.631 リ ソゲ,レ氏 液

3。ih26σ1

2

Q
O

一

4
ム

b

4

5

6

F

一
B

一
F

一
B

…
F

}
B

}
F

0.617

0.631

0.617

0.637

0.617

0.631

0.631

200倍 「イ」

200f音 「イ」

リ,ソゲ ♪レ.氏液

リ ソゲ ル氏 液

200倍 「イJ

200倍 「イ」

リ ンゲ ル氏液

十21

柵
馨

亘
惚

玩

十40

十37

十23

十27.5

十51.5

十43

十35

33.5

1 4
B 0,631 リ ンゲ,レ氏 液 十13 十

F 0,617 20倍 「イ 」 十16 十

2 5
B 0,631 20倍 「イ 」 十22 十

F 0,617 リ ソゲ ル氏 液 十24 十

3 6
B 0,631 リ ソゲ ル氏 液 十8 十

F 0,617 20倍 「イ」 十9 十

4 7
B 0,631 20倍 「イ」 十14.5 十

F 0,617 リン ゲ ル氏液 十15 十一 一 一

第 四 表(2)

動物
番號

浮游液
1 2 3 4

卒均
値

一

増減率
%

a

講 雑ll…llll壽1…ll!…翔 (一)2.2

b

44915灘 監27広53膿 (+)3.9
1リ1

20倍 「ノf」

ソゲル購975珊4蹴361

皿 小 括

上 表 第 一、 二 、 三 、 四 二於 テ 見 ル ニ少量 「イ ン

ス リ ン」ハ 正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 テ僅 カニ

元 進 シ、 大 量 バ カナ リ明 二 充 進 セ シム。 結 核

「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 二封 シテハ 量 的差 異 ナ ク

カ ナ リ充 進 セ シム レ ドモ、 大 量 ハ正 常 組 織 ノ揚

合程 著 明 ナ ラズ。 而 シテ正 常拉 二結 核 「ラッテ」

ノ腎 嫌氣 性 解 糖作 用 ニ ハ殆 ド影 響 ラ及 ボ サズ。

既 二述 くごタル ガ如 ク「fン ス リンJハ 組 織 呼 吸 ニ

ハ 見 ル ベ キ影 響 テ及 ボ サ ズ ト樗 スル モ ノ ア レ ド

モ、 余 ノ成 績 ラ以 テ見 レバFイ ンス リ ン」ノ大 量

ハ肝組 織 ノ酸 化 ラ促 進 ス ル モ ノナ リ ト認 容 シ得

ル ベ ク、 且 結 核個 盟 ニ ア リテハ正 常 組 織 ノ場 合

十24

十29

十42

十46

十15

十17.5

十26.5

十29

h1

30・160・1

十4

十3

十2

十2.5

十4.5

望
招
蒋

ゼ
埜
蛭
報
十2.5

十3

十3

十3

十7

十6

十4

十5

十7.5

十4.6

十5

十5

十4.5

十5

十6.5

十7

十3

十3.5

十5

十5

組欝 量XC・
,

　　 　　

3・・i6・ ・lp・ ・Std・

3・8[4・0

3.613.7

2.5

2.6

4.3

3.5

3.9

3.8

3.1

3.3

4.1

4.5

2.0

2.2

2.8

3.4

2.5

2.8

4.2

3.6

3.7

3.7

3.0

3.2

3.9

4.3

2.1

2.4

3.0

3.2

20.823

19.127

11.989

13.883

27.764

22.829

18.930

17.785

12.305

14.808

22.291

24.063

7.572

8.638

13.569

14.808

Q評

5.48

5.31

4.79

5.34

6.45

6.52

4.85
レ

4.68

3.97

4.49

5.43

5.35

3.75

3.92

4.27

4.36

ヨ リモ少 量 ニ テ明 カニ促 進 的 影 響 ラ見 ル。 此 ノ

事 實 ハ生 艦 ハ結 核 菌 感 染 ニ ヨ リ、 「イン ス リ ン」

二封 シテ、 ヨ リ敏 感 ニ ナ ル モ ノニ ア ラザ ル ヤ ト

解 セ ラルベ シ。

第 二 節 「ア ド レ ナ リ ン」ヲ 以 テ

セ ノレ實 瞼

「ア ドレナ リン」ガ生 艦 ノ瓦斯 代 謝 テ充 進 セ シム

ル コ トハー 般 二認 容 セ ラル ・所 ナ リ。EPチBoo-

thbyu.Sandiford.Weissw.u.Reisoノ 、「ア

ドレナ リ ン」ハ 生 膿 ノ含 水炭 素燃 焼 テ増 加 セ シ

ム ル コ トヲ立 謹 シ、Abclin・ ・一 般 二物 質 清 費

ラ旺 盛 ナ ラ シムル コ トテ唱 へMartinu.Ar-

metstead,Griffithハ 分 離 骨 格 筋 ノニ 酸 化 炭 素

瓦 斯登 生 二封 スル 「ア ドレナ リン」ノ作 用 テ検 シ

テ、 前者 ハ檜 加 テ認 メ、 後 者 ハ不 攣 ナ リ シ ト言

ヘ リ。 而 シテ 「ア ドレナ リンjノ 直 接 組織 呼 吸 二

關 スル成 績 バー 定 セズ シテ、 即 チ促進 作 用 テ認

メ タル モ ノニAdleru.LipschUtz,Ahlengren

U.S.W.ア リ、 大 量 ニ テ抑 制 作 用 テ認 メ タル モ

ノ ニReinweinu.Singer,且utschinson,u.a.
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ア リ、 見 ルベ キ影 響 ラ與 ヘ ザ リシ ト構 スル モ ノ

ニEllinger,Reinweinu.Singer,Paaschu.

Reinwein,Brunokischu.J.Leibowitzu.a.

ア リ。 殊 二Brunoklschu.Leibowitzハ 「ラッ

テ」、 海 狽 、 家 兎、 猫 、 犬、 羊等 諸 動 物 ノ 腎組

織 呼 吸 二及 ボ ス種 々 ナル濃 度 ノ「ア ド レナ リ レ」

ノ直 接 影 響 テ測 定 セ ル ニ何 等 見 ルベ キ作 用 ナキ

事 ラ立 謹 シ、 夏 二雨 氏 へ 「ア ドレナ リ ン」ノ酸

化 二 「カ タ リザ トー ル」 ト シテ 働 ク ー 要 素 ナル

・Omegaハ 是 等 ノ諸 動 物 ノ 腎組 織 呼 吸 テ著 明 二

促 進 セ リ、ト報 ゼ リ。 又 塚 本 ハ 「ア ドレナ リン」ノ

少 量 ハ血球 ノ酸 素 消 費 量 テ高 ム レ ドモ、 大 量 ハ

抑 制 セ シル コ トテ立 護 シ、 鈴 木 ハ家 兎 肉腫 ノ組

織 呼 吸 テ抑 止 セ シム ル コ トヲ護 セ リ.副 腎 皮 質

ト組 織 呼 吸 二就 イ テハva曲rhely,亀 井 ハ促 進

作 用 ヲ認 メ、Adleru.LipschUtz・ ・抑 制作 用 テ

認 メ タ リ。 更 二覇 井 ハ副 腎皮 質及 酸 素 テ通 ジ テ

ソ ノ「ア ドレナ リ ン」ラ破 壌 セ ル髄 「ヱ キ ス」ノ肝

組 織 呼 吸 二及 ボ ス影響 テ検 シタル ニ前 者 ハ 之 テ

増 加 セ シムル ニ後 者 ハ之 ヲ抑 止 スル コ トテ述 ベ

タ リ。

'「ア ドレナ リ ン
」ト解 糖 作 用 ト ノ關 係 二就 イテ ノ

業 績 ハ未 ダ鮮 ク シテ、Klopstockバ ー一定 ノ成績

テ得 ズ トナ シ、 正 岡 ハ輕 度 ノ抑 制 作 用 テ認 メ、

鈴 木 ハ家 兎 肉腫 ノ解 糖 作 用 ハ影 響 テ及 ボ サ ・"ル

コ トテ確 メ タ リ。

結 核 ト副 腎 ト ノ關係 二就 イテハGuttmannu.

Lewinガ 結 核 ト副 腎 トハ 密接 ナ ル關 係 テ有 ス

ル コ トテ指 摘 シテ以 來Wiesner,Webb,Gilb-

ert,Reyderu.s.w.ノ 幾 多 ノ報 告 ア リ。 又仲

田、 森 及 本 田 、i野坂等 ハ結 核 動 物 ノ副腎 ガ直接

結 核 病攣 テ蒙 ラザ ル モ ノニ於 テモ 「ア ドレナ リ

ン」含 有 量 ハ 可 成著 シキ 減 少 セ ル コ トテ認 メ タ

リ。 斯 ク ノ如 クニ シ テ結 核 症 ニ ア リテ ハ副 腎 内

分 泌 機 能 障 碍 セ ラ レ、 延 ヒテ ハ新 陳 代 謝 ノ失調

テ招 來 スル コ トハ 想像 二難 カ ラザ ル所 ナ リ。依

之 「ア ドレナ リ ン」ノ直 接 正 常 及結 核 動 物 ノ組織

呼 吸拉 二解 糖 作 用 一及 ボ ス影 響 ノ間 二於 テ何 等

カ ノ差異 ア ラザ ル カ ヲ研 究 ス ルノ・興 味 ア ル問題

ナ リ。

實 験 二使 用 セ シ 浮 游 液 ハ ソ ノ1c・q中 二「ア ドレ

ナ リ ン」實 質 量0.01及 ビ0.002mgテ 含 有 スル

リ ンゲ ル氏液 ニ シテ、 即 チ 「ア ドレナ リ ン」(三

共1000倍 液)ノ100及 ビ500倍 ノモ ノナ リ。

1組 織 呼 吸成 績 表

1)正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影 響

第 五 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

kc2

VF=1.Oqc 浮 海 液
歴力攣化mm. XO2cmm.

proStd.
組織乾量

mg・
Qo2

30' 60!

iD 0,620 500倍 「ア」 一27 一54 33,4SO 3.2 一10 .46

1 F 0,555 100倍 「ア」 一37 一69
一

38,295 4.1 一9 .34

B 0,570 リン ゲ ル氏 液 一37 一71 40,470 4.2 一9 .63

2

E 0,602 500倍 「ア」 一28 .5' 一55 ・5}33・411 2.8 一11 .93

D 0,620 100倍 「ア 」 一35 一67 41,540 4.5 一9 .23

F 0,555 リン ゲ ル氏液 一31 一59 32,745 3.0 一10 .91

3

B 0,570 500倍 「ア 」 一25 一46 .5 26,505 2.6 一10 .19

E 0,602 100倍1ア 」 一37 一67 40,334 4.9 一・8 .25

D 0,620 リンゲ ル氏 液 一29 .5 一56 34,720 3.9 一8 .90

4

・F 0,555 500倍 「ア 」 一29 一54 29,970 2.4 一12
.4S

B 0,570 100倍 「ア 」 一23 一45 25,650 2.3 一11.15

E 0,602 リ ソゲ ル氏 液 一27 一50 30.10012.4 一12.54

5

E 0,602 500倍1アJ 一23.5 一48 28,896 2.4 一12 .06

F 0,555 100倍 「ア」 一26 一49 .5 27,472 2.6 一10 .56

B 0,570 リンゲ ル氏 液 一25 一49 27,930 2.4 一11 .63
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第 五 表(2)
.一

動物
番號

浮游液
1 2 3 4 5 卒均値 堆減率

%

500倍 「ア 」 一10 .46 一11.93 一10.19 一12 .54 一12 .06 一11.43 (+)6.6

100倍 「ア 」 一9 .34

一
一9 .23

〒
-8 .25

一
一11 .15 一10 .56 一9.71

(一)9.4

リ ソゲ ル氏 液 一9 .63 一10 .91

一
一8.90

一一
一12 .54 一11 .63 一10.72

i

2)結 核 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影 響

第 六 表(1)

ノ

一
動
物
番號

感間
染週
期

呼
吸
槽

kc2

VF=1.1qq 浮 游 液
膣力墾化mm XO2cm肌

proStd.

組織乾量
mg・ Qo2

301 601

1 3

DIO・620 500倍 「ア 」 一34 一66 40,920 3.2 一12 .79

E 0,602 100倍 「ア 」 一33 一63 37,926 3.8 一9 .93

B 0,570 リソ ゲル氏 液 一32 一61 34.97(1 3.1 一11 .21

2 4

F 0,555 510倍 「ア 」 一27 一54i29.970 3.0 一9 .97

E 0,602 100倍 「ア」 一33 .5 一63 37,926 4.2 一9 .03

BlO.570 リンゲ ル氏 液 一30 一57 32,490 3.4 一9 .55

3 5

B 0,570 500倍 「ア 」 一30 一60 34,200 3.2 一10.69

D 0,520 100倍 「ア 」 一26 一48 29,760 3.4 一8.75

E 0,602 リソ ゲル 氏液 一26.5 一5ユ 30,702 3.1 一9.90

4 6

D 0,620 500倍 「ア 」 一27 一54 33,4SO 2.7 一12 .40

F 0,555 100倍 「ア 」 一30 一54 29,970 3.1 一9 .67

E 0,602 リン ゲル氏 液 一27 一52 31,304 3.0 一10.43

5 7

E 0,602 500倍 「ア」 一28 一54 32,508 2.6 一12 .50

B 0,570 100倍 「ア 」 一30 .5 一56 32,256 3.5 一一9 .21

F o.5551リ ソ ゲル氏 液 一30 一5S 32,110 2.8 一11 .49

第 六 表(2)

動物
番號

浮游液

一一

1 2 3 4

1

5 不均値 増減牽
%

一 一 一

500倍1ア 」 一12.79 一9 ,99 一10 .69 一12 .40 一12 .50 一11 .67 (十)11.0

100倍 「ア 」
一9 .93 一9 .03 一8 .75 一9 .67 一9 .21 一9 .43 (一)10.1

リンゲ ル氏 液 一11 .21 一9 .55 一9 .90 一10 .43 一11 .49 一10 .511

ll嫌 氣性解糖作用成績表

1)正 常 「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用一及ボス影響

第 七 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

kcO2

VF=・1.0

αα

贈

浮 游 液
歴 力 憂 化mm.

組織 乾量
mg・ XCO2

cmm.

proStd.

Q評

司m13許 副3σ 孕6σ

1

2

3

a

F

τ
下
τ
下
τ

0.617

0.668

0.617

0.66S

0.617

0.668

1)ン ゲ ル氏 液

500倍 ア1

500倍 「ア」

リソゲ ル氏 液

リソゲ ル氏 液

500倍 「ア」

十11

十10

十14

十13

十13

十12

十21

十20

十23

十22.5

十22

十19

十2

十2

十2.5

十2

十2.5

十2

十3.5

十3

十4

十3.5

十4

十3

2.2

2.4

2.5

2.7

2.6

2.3

2β

2.2

2.7

2.6

2.7

2.5

,10.798

11.356

11.723

12.692

11.106

10.688

4.gi「

4.73

4.69

4.70

4。27'

4.64
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4
F 0・6171500倍 「ア」i+15 十29 十3

‡差51
3.2 3.2

3.4

14,808 4.62

E 0.66S[リ ンゲ1レ氏 液1十14 十27.5 十3 3.3 1、5,264 4.62

b

1
F 0,617 リンゲ ル氏 液 十15。5 十30 十4 十5 3.1 3.2 15,425 4.97

E 0,668 100倍 「ア 」 十14 十27 十3 十5 3.1 3.3 14,696 4.74

2
F 0,617 100倍 「ア 」 十12.5 十23 十1.5 十3 2.2 2.1 12,340 5.61

E 0,668 リソゲル氏液 十11 十20 十1.5 十3 2.0 2.2 11,356 5.67

3
F 0,617 リ ソゲ ル氏 液 十19 十35.5 十3 十5.5 3.4 3.7 18,510 5.44

E 0,66S 100倍 「ア 」 十16.5 十31 十3 十5 3.3 3.6 17,368 5.26

4
F 0,617 100倍 「アJ 十21 十39 十4 十6.5 3.6 3.8 20,052 5.56

E 0,668 リンゲ ノレ氏 液 十19 十36 十3 十6 3.5 3.6 20,040 5.72

第 七 表(2)

談 號 1 2 3 4 卒均値 増減奉
%

『 響

a

リ 4,914.70 4.27 4.62 4.62

講 騨1 4.73i4.69 4.64 4.62 4.67 1一了 。
b

リ ン ゲ7レ 氏 液14.975.67 1 5.44
-

5.26 1㎝
5.45

1
100倍 「ア1・4.74[5.61 5.56 5.29 (一)2.0

2)結 核 「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及ボス影響

第 入 表(1)

號

雛 間呼
番 秀週 播VF=1己2

kcO2

浮 游 液
歴 力 攣 化mm. 組織 乾量

mg・ XCO。 -
cmm.

proStd.
Q評h2

!3許6σ
m2

1恥30!160!
a

1 3
F 0,617 500倍 「ア」 十18 十35 十3 十5.5 3.4 3.5 18,262 5.37

E 0,668 リン ゲ ル氏 液 十16 十30.5 十3 十5 3.3 3.3 17,034 5,1630

2 4
F 0,617 リン ゲル氏 液 十11

・
十20 十2.51十41 2.8 3.0 9,872 3.53

E 0,668 500倍 「ア」 十13 十24 十3i十4・5 3.6 3.2 13,360 3.71

3 5
F 0,617 500倍 「ア」 十15 十28.5 十3.5十5.5 2.8 3.0 14,191 5.07

E 0,668 リ ソゲ ル氏 液 十13 十25 十31十5.5
　

2.5 2.8 13,360 5.34

4 6
F 0,617 リンゲ ル氏 液 十17.5 十33 +41+7

1

3.3 3.4 16,042 4.86

E 0,668 500倍 「ア」 十15.5 十29 +3{+6 3.2 3.4 15,364 4.80
b

1 4
F 0,617 リンゲ ル氏 液 十11 十21 十2 十3.5 2.5 2.4 10,799 4.32

E 0,668 100倍 「ア 」 十10.5 十20 十2 十3.5 2.6 2.4 11,032 4.24

2 5
F 0,617 100倍 「ア」 十15 十27.5 十4 十7 2.9 3.1 12,649 4.36

E 0,668 リ ンゲ ル氏 液 十13 十24 十3 十5.5 2.8 3.0 12,358 4.41

3 6
F 0,617 リ ソゲ ル氏 液 十15 十28 十4 十6.5 3.2 3.1 13,266 4.14

E 0,668 100倍 「ア」 十14
塵

十25.5 十3.5 十6 2.9 3.0 12,338 4.25

4 7
F 0,617 100倍 「ア」 十12 十22 十2.5 十4 2.3 2.2 11,106 4.83

E 0,668 リンゲル氏液 十10.5 十21 十2,5 十3.5 2.2 2.0 11,690 5.31ζ
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第 入 表(2)

浮談 1 2 3 4
干均
値

増減卒
%

リ話響 閤調謝瑠膿
a

b

±0

リソ瓶 液膿1 4●4114'145●31 4.54]

」1≦ ≧鯉 垂4.364.254.834.42:(一)2.6

皿 小 括

第 七 、 八 表 二示 ス ガ如 ク「ア ドレナ リ ン」・・ソ ノ

使 用量 ノ如 何 二拘 ハ ラズ、 健 常組 織 ノ ミナ ラズ

結 核 「ラッテ」ノ組 織 ニ テ モ 嫌 氣 性 解 糖 作 用 二封

スル直接 影響 ハ 殆 ド見 ルベ キモ ノナ シ。 然 ル ニ

「マ ウ ス」ノ肝組 織 呼 吸 ニ ハ ソ ノ量 ニ ヨ リテ異 ナ

ル作 用 テ現 ハ シ(第 五 、 第 六 表)、 即 チ少 量 ハ僅

二之 テ促 進 セ シメ、 比 較 的大 量 ノ・逆 二之 ヲ抑制

セ シム ル ラ見 ル。 而 シテ結 核 「マ ウ ス」ノ肝 組織

呼 吸 ハ 「ア ドレナ リ ン」ノ比較 的 大 量 ニ テ ハ正 常

肝 ノ夫 レ ト同程 度 二抑制 サ ル レ ドモ、 少 量 ニ テ

ハ後 者 二比 シテ明 カ ニ著 明 二促 進 増 加 セ シ ム ル

事 ラ知 リ得 タ リ。 依 是 親 之 「ア ドレナ リ ン」・・少

量 ニ テノ・組織 呼 吸 テ促 進 スル モ ノナ レ ドモ、 大

量 ハ却 ツ テ之 ラ抑 止 スル モ ノニ シテ、 而 ヵ モ結

核 「マ ウ ス」ノ少 量 二封 シテ梢{過 敏 二作 用 シテ

ヨ リ著 明 二促 進 セ ラ ル ・モ ノ ナ リ ト解 セ ラ ル ベ

シ 。

第 三 節 葡 萄 糖 ヲ以 テ セ ノレ實 験

堀 内ハ 「ラ.テ 」ノ肝 酸 素 消費 量 ハ蛋 白 ノ 囁 取 ニ

ヨ リテ昂 マ レ ドモ、 含 水炭 素 囁 取 ニ ヨ リテハ 著

明 ナ ラズ、 サ レ ド呼 吸商 ハ増 大 スル コ トテ述 べ

更 二試 瞼 管 内實 験 二於 テ モ葡 萄 糖 ノ添 加 ハ同様

ナル關 係 ニ アル コ トテ指 摘 シ、Z.且ornu.G.

Onodyノ ・Warburg法 ニ ヨ リテ葡 萄 糖 、 褻 芽

糖 、 果 糖 等 ノ糖類 ノ添 加 ハ鳩 血 球 ノ酸 素 消 費 量

ラ極 メテ顯 著 二増 大 セ シムル コ トテ立 謹 セ リ。

結 核 経 過 中 二於 テ糖 代 謝 ノ障 碍 テ來 ス コ トハ周

知 ノ事 實 ニ シテ、 糖 代 謝 機 轄 ガ諸 種 ノ要 約 二 『

リテ支 配 セ ラル ・ハ 幾多 ノ業績 ノ示 ス所 ナ レ ド

モ、 組織 細胞 自禮 ノ機 能 ノ完 全 ラ倹 ツニ アラザ

レバ、完 全 ナル代 謝 機 轄 ノ逡 行 テ期 ス ル コ ト能

ハ ザル ベ シ。 從 テ葡 萄 糖 添 加 ニ ヨ リテ組 織 呼 吸

ノ・直接 的影 響 テ蒙 ムル モ ノナ ル カ、 將 又正 常 組

織 ト結 核 個 罷 ノ組 織 トノ間 ニ ハ幾 何 ノ差 異 ノ惹

起 スル モ ノナ リヤ、 眞 ニ ソ ノ間 ノ浦 息 ヲ究 ムル

ノ、興 味 ア ル事 ナ リ。

1)正 常 「マ ウ ス,ノ 肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影 響

第 九 表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1qα
浮 游 液

歴力攣化mm. XO2cmm.

proStd.

組織 乾量
mg。 Qo2

30' 60!

E 0,602 0.2%葡 一32 一63 .5 38,227 3.1-12.33

D 0,620 ,,

一35 一71 44,020
1

3.7-11.89
1

B 0.570リ ソ ゲ ル 氏 液 一33--63 35.910 3.7-9.70

F

E

0.555

0.620

0.602リ ソ ゲ)レ 氏 液 一33.5「-61

一27-51 .528.582

36.722

2.8-10.21

3.2-11.53

2
D

B 0.570 0.2%葡

F

E

一一28-55

・-30

3
D

B

」 F

0.555-27

0・6021,ソ ゲ)レ 氏 液[-26

0.6200.2%葡 一27

0.570リ ソゲ,レ 氏 液 一23

0.5550.2%葡 一29

34.100 3.1

一60 34.200 2.8

一52 .529.137

--5130
.702

2.2

3.6

一55
.534.410 3.3

一44 25.080 3.0

一60
.533.577 3.2

一11 .00

一12 .31

一13 .24

8.53

一一10 .42

一8 .36

一10 .43
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第 九 表(2)

談
リソゲル氏液

0.2%葡

1

一9 .70

一12 .33

2 3 亭均値 塘減卒
%

≡器1≡lli矧 ≡農i錐{≡、lill≡、lill≡、lilll`+)、5.

2)結 核 「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影響

第 十 表(1)

動
物
番
號

感間染
週

期

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1α α
浮 游 液

歴 力攣化mm.
XO。cmm.

-

proStd.

組織乾量
mg Qo。 一

30! 60!

1 5

E 0,602 0.2%葡 一38 一72 43,344 4.1 一10.57

D 0,620 ,,
一31 一60 37,200 3.5 一10 .63

B 0,570 リ ンゲ ル氏 液 一35 一70 39,900 4.2 一一9 .50

F 0,555 ,,
一37 一72 39,960 4.2 一9 。51

覧

2 6

E 0,602 リ ソゲ ル氏 液 一31 一61 36,722 3.91-9.42

皇
B

0,620 ,,
一33 一64 39,680 4.2

} -9 .45

0,570 0.2%葡 一35 一69 39,330 3.8 一10 .35

F 0,555 ,,
一30 一57 31,635 3.0 一10 .54

}
}3i7

i

lE 0,602 リ ソゲ ル氏 液 一27 一52 31,304 3.4 一9 .21

D 0,620 0.2%葡 一25 一51 31,620 3.1 一10.19

B 0,570 リソゲ ル氏 液 一23 一43 .5 24,795 2.7 一9.18

lF 0,555 0.2%葡 一251 一49 27,195 2.7 一10.07
1

第 十 表(2)

浮談 號
1 2 3 亭均値 培減卒

%

…

リ ソゲ ル氏 液

ミlilll

一9 .51

ミlillミlill
一9 .21

-10 .19

一9 .18 一9 .38

0.2ア6葡 一10 .63 一10 .07 一10 .39 、(+)10.7

上 表 ノ如 クニ シテ少 量 ノ葡 萄糖 ノ添 加 ハ ヵ ナ リ

組 織 呼 吸 ヲ檜 進 スル モ ノナ リ.而 シテ又 結 核 個

罷 ノ組織 呼 吸 テ モ壇進 セ シム レ ドモ、 正 常 組 織

ノ揚 合 程 著 明 ナ ラザ リキ。 從 テ結 核 個 禮 ノ組 織

呼 吸 ハ葡 萄糖 ノ直接 添加 ニ ヨ リテ、 正 常 組 織 ノ

場 合 程 促 進 的影 響 テ蒙 ラザ ル モ ノ ト見 テ可 ナリ。

第 四 節 「イ ン ス リ ン」、「ア ド レ

ナ リ ン」及 ビ葡 萄 糖 併 用 實 験

「イ ン ス リン」ト「ア ドレナ リ ン」トハ生 理 學 的 二

諸 種 ノ貼 二於 テ拮 抗 作 用 テ登 現 スル コ トハ周 知

ノ事 實 ナ リ。 組 織 呼 吸 二關 シテハ既 二塚 本 ハ雨

者 ノ共 存 ハ大 量宛 ナ ラバ拮 抗 作 用 現 ハ レ血 球 ノ

酸 素 消 費 量 ノ檜 加 ハ低 久 少 量 宛 ナ ラバ、 共 同

作 用 現 ハ レ、 著 明 二壇 加 スル コ トテ述 ベ タ リ。

Ahlengren・ ・糖 ノ有 無 二關 セ ズ 「ア ドレナ リ ン」

ハ組織 呼 吸 テ檜 張 ス レ ドモ、 「イ ン ス リ ン」ハ糖

ノ存 在 セル トキ ニ於 テ ノ ミ之 テ 壇 大 セ シメ、

「イ ンス リン」ト「ア ドレナ リン」トテ同 時 二加 フ

ル時 ハ糖 存 在 セ ル トキ ハ 「ア ドレナ リ ン」ノ ミノ

如 キ作 用 テ現 ハ シ、糖 存 在 セ ザ ル トキ ハ ソノ作

用 互 二防 止 セ ラル ・コ トテ謹 セ リ。 凡 ソ健 常禮

ニ ア リテ ハ含 水 炭 素 テ與 フ レバ呼 吸 商 ハ忽 チ上

昇 ス レ ドモ、 糖 ノ燃 焼 低 ク シテ呼 吸 商 ノ小 ナル

場 合 ニハ含 水 炭 素 テ與 フル モ明 二上 昇 セ ズ、 然

レ ドモ同 時 二 「イ ンス リン」テ注 射 スル時 ハ糖 ノ

燃 焼 層大 シテ呼 吸 商 檜大 スル コ トハ周 知 ノ事 實

ナ リ。斯 ク ノ 如 クー シテ 「イ ンス リ ン」、 「ア ド

レナ リ ン」ガ 葡萄 糖 ノ 存在 ニ ヨ リテ 組 織 呼 吸 ノ

上 二異 ナ ル作 用 テ現 ハ シ、 且 余 ガ既 二立 謹 セル

ガ如 久 是等 ノ物 質 ノ各 ハ作 用 ス ル組 織 ガ正 常
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ナ ル カ、 結 核 二罹 患 セ ル カ ニ ヨ リテ輕度 ナ ガ ラ

明 カ ニ異 ナ ル作 用 ヲ示 スハ興 味 アル事 實 ナ リ。

サ レバ余 ハ是等 ノ物 質 テ同時 二俘 游 液 二添 加 シ

第 十 一

テ.以 テ次 ノ如 キ實 験 テ企 テ タ リ。

1組 織 呼 吸 成 績 表

1)正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影響.

表(1)

動
物
番
號

呼
吸
槽

F

π
1-E

2

「5-

F

τ
τ
下

31謹
i_E_

eD

F

4

5

下
τ
下
F

万
E

D

ko2

VF=1.1

qc

0.555

0.570

0.602

0.620

0.,555

0.570

0.602

0.620

0.555

0.570

0.602

0.620

0.555

0.570

0.602

0.620

0.555

0.570

0.602

0.620

浮 游 液

200倍1ア 」+100倍1イ 」

100倍 「イ」+500倍 葡

200倍 「ア」十500倍 葡

リンゲ ル氏 液

リ ソゲ ル氏 液

200倍 「ア」+500倍 葡

100倍 「イ 」+200倍 「アJ

100倍 「1,倍+500葡

リ ソゲ ノレ氏 液

200倍1ア 」十500倍 葡

100倍 「イ」+200倍 「ア 」

100倍 「イ」+500倍 葡

200倍 「ア」+500倍 葡

100倍 「イ 」+200倍 「ア」

100倍 「イ」+500倍 葡

リンゲ ノレ氏 液

100倍 「イ」+500倍 葡

200倍 「ア」→500倍=葡

リンゲ ル氏 液

100倍 「イ1+200倍 「ア 」

膣力攣 化mm・

3・'16・i

-16-34

一16

一17

一15

-23

一24

一19

一33

-22

一23

一23

一21

-26

一35

一20

一21

-23

一23

一21

一17

一33

一35

一28

-48

一48

一40

一57

一41 .5

一44

一45

一39

-52

一62

一40

一41

-48

一45

一44

一31

XO2cmm.

proStd.

18.870

18.810

21.070

17.360

26.640

27.260

24.080

35.340

23.033

25.080

27.090

24.180

28.860

36.340

24.080

25.420

26.640

組織乾 量
mg・

1.8

1.7

2.0

Qo2

一10 .48

一11 .06

一10 .53

1.8--9.6

3・ユ ヒ8・59

3.OI--9.09

2・81-8・60

3.61-9.81
2.41-9.59

2.4【-10.45

2・61-10・ce

2.1i-11.81

2。5-11.52

3.2

2.1

2.4

2.5

25.650

26.488

19.220

2.9

3.2

2.0

一11 .35

一11 .47

一10 .59

-10.66

一8.84

一8.28

一9 .61

第 十 一 表(2)

浮游液

動物番號 1 2 3 4 炉り 2F均 値 増減卒
%

100倍1イ 」十200倍 「ア 」 一10.48 一8.60 一10.42 一1ユ .35 一9 .61 一10 ・091(+)8・0

100倍 「イ」+500倍 葡 一11.06 一9.81 一11.81 一11 .47 一10 .66

[
-10 .981(十)17.5

200倍 「ア」+500倍 葡 一10.53 一9.09 一10.45 一11 。52 一8 .84 一 ・・.・81(+)8.9

リ ソゲ ル氏 液 一9.64 一8.59 一9.59 一10 .59 一8 .28 一9 .34
1

2)結 核 「マ ウ ス」ノ肝 組織 呼 吸 二及 ボ ス影 響

第 十 二 表(1)

呼
吸
槽

間
週

感
染
期

動
物
番
號

F11

1 3
7

τ
下

ko2

VF=1.1

C。C
浮 游 液

0・5551

0.570

1,ソ ゲ ル氏 液

0.602

0.620

100倍 「イ」十200倍 「ア」

200倍 「イ」+500倍=葡

100倍 「イ」+500倍 葡

塵力攣化mm.

3・il6・i

-28

XO。

cmrも.

proStd.

一24

一19

一42

一54 .5

一47

一37

一73

組織乾量
mg・ Qo2

lli糊
22.274

45.260

2.8

2.4

2.0

4.0

一10 .80

一11 .16

一11 .13

一11 。31
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2 4

F 0,555 100倍 「イ 」十200倍1ア 」
r

一19 一39 21,645 2・4i-9・02

B 0,570 100倍 「イ」+500倍 葡 一20 一42 23,940 2.3 E…41
E 0,620 200倍 「ア」十500倍 葡 一18 一37 22,274 2・31-9・68i

D 0,620 リ ソゲ ル氏 液 一21 _41125.420 2.81-9.OS

3 5

F 0.5551リ ソ ゲ7レ 氏 液
一23 一45 24,975 2.9

　弓

一8.61

i

B 0.5701100倍 「イ 」+200倍 「ア 」
一33 一66 37,620 4.1 一9 ・17i

E 0.6021100倍 「イ」十500倍 葡 一25 一50 30,100 3.2 一9 ・40:

D 。.62・12・・倍 「ア」+5・ ・倍 割 一25 一38 23,560 2.7 一8 ・72i

4 6

F 0,555 150倍 「イ」+500倍 葡 一22 一49 27,195 2.4 一11 .33{

B 0,570 200倍 「ア 」+500倍 葡 一28 一53 30,210 2.9
1

-10 .42
…

E 0,602 リ ソゲ ル氏 液 一23 一44 26,488 2.6 一10 .181

D 0,620 100倍 「ノf」十200倍 「ア 」 一19 一32 19,84り 1.8 一…021

5 7

F 0,555 200倍 「ア」+500倍 葡 一19 一32 17,760 1.S 一9・S6i

B 0,570 リ ンゲル 氏 液
}

一20 一3S .5 21,945 2.3 _9.54

E 0,602 100倍 「ノf」十200倍 「ア 」 一18 一34 20,468 2.2
1

-9.3σ

1

D 0.6201100倍 「イ 」+500倍 葡 一19 一37 22,940 2.1 一10.921
媚

1舞㌫ 十 二 表(2)

100倍 「イ 」+200倍 「ア 」

100倍 「4」+500倍 葡

200倍 「ア」+500倍 葡

リ ソゲ,レ氏 液

1 2 3

一11 .16

一一11 .31

一11 .13

一10 .80

一9 .02

一10 .41

一9 .68

一9 .OS

一9 .17

一9 .40

一8 .72

一8 .61

一一11 .021-9.30-9.93(十)3.C

一11 .33

一10 .42

一10 .18

一10 .92-10.63(十)10.6

一9 .S6-9.96(十)3.3

一9 .54-9.64

皿 嫌氣性解糖作用成績表

1)正 常「ラツテ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及ボス影響

第 十 三 表(1)

覇
叢

呼
吸
槽

kcO2

VF=1.O

cc
浮 游 液

歴 力 墾 化mm.

　

組 織乾量
mg・ XCO2

cmm.

proStd.

Q評

暉

h2h1
m2

1恥3σ1副3σ16σ 一
a

]
F 0,617 200倍 「イ」+500倍 「ア」 十13 十20 1十1.5' 十2.5 2.L『 1.8 10,489 4.76

E 0,668 リソゲ ル氏 液 十11 十19 十2 十3.5 2.1 2.3 10,374 4.94

2
F 0,617 リ ソゲ ル氏液 十13 十22.5 十2 十3.5 2.3 2.2 11,723 5.09

E 0,602 200倍 「イ 」+500倍 「ア 」 十12 十21 十2 十3 2.3

一 一一 一

2.1 12,024 5.23

3
F 0,617 200倍 「イ」十500倍 「ア」 十12 十19 十2 十2.5 1.9 2.0 10,181 5.35

E 10,66S リ ソゲ ル氏 液 十10 十18.5 十2.5 十2.5 2.1 2.0 10,688 5.09

b

1
F 0,617 リ ソゲル 氏 液

r__・ 一一}一 十12 十22.5 十2 十4 2.3 2.5 11,415 4.96

E 0,668 100倍 「イ」+200倍 「ア」 十11 十20 十2 十3.5 2.2 2.4 11,022 5.01

2
F 0,617 100倍 「イ」+200倍 「ア」 十14一 十27.5 十2 十4.5 2.5 2.7 14,191 5.67

E 0,668 リソゲ ル氏 液 十11.5 十22.5 十2 十3.5 2.4 2.3 12,692 5.28

3

ー

F 0,617 リンゲル氏液 十18.5 十33 十3.5 十5一 3.2 3.0 17,276 5.39 旨

E 0,668 100倍 「イ,+500倍 「ア!1十16 十29.5 十3 十5 2.9 3.2 16,366 5.64 11
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第 十 三 表(1)

動物番號
浮游液 ＼ 1 2 3 亭 均 値 壇 減 率

%

a

200倍1イ 」+500倍 「ア 」

llill
5.23 5.35 5.11 (+)1.4

リ ンゲ ル氏 液 1鵬 15舶 5.04 1
b

100倍 「イ 」十500倍 「ア」 5.01 5.67 5.64 5.44 (+)5.8
リンゲ ル氏 液 1鰯1 鵬1 5釧 5.14

一 一一 一一一一 一 一 一一 一 一一 一 一 一 一

2)結 核「ラ。テ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及ボス影響

第 十 四 表(1)

動物

番號番欝 吸
物 感間 呼v醗 。

槽 αc

1

浮 游 液
歴 力 攣 化mm 組織乾量

mg・ XCO2

cmm.

proStd.

Q評h2 h1

呵 職30'160! 13σ16σ
a

1
lF 0,617 リ ンゲ ノレ氏 液!+15 十27.5 +3i+4・5}3・1 2.9 14,191 4.58

5
E 0,668 200倍 「ノf」+500倍 「ア 」 十14 十23 十3十4 2.7 2.8 12,692 4.70・

2 6
F 0,617 200倍 イ」十500倍 「ア」 十9 十17

1十2
1十3 2.1 2.3 8,638 4.19

E 0,617 リ.喫塑 氏液 十S.5 十16 十1.5十3 2.2

調
2,318,684 3.95

!1

317 F 0,617 リ ソゲ ル氏 液 十14 十26.5 十3:十5.5 2.2 12,957 5.89

E 0,668 200倍 「ノf」十500倍 「ア 」 十12.5 十23 十2.5十4 2.1 2.4ほ 憂.692 6.04

b

1 4
F 0,617 100倍 「イ 」+200倍 「ア 」 十14 十26 十3 十5 2.4 2.6 12,957 5.37

E 0,66S リソゲ,レ氏 液 十12 十22.5 十2.5 十4.5 2.5 2.6 12,024 4.81
レ

2 5
F 0,617 リ ソゲ ル氏 液 十17.5 十33 十3.5 十6 3.1 3.2 16,659 5.37

E 0,668 100倍 「イ」+200倍 「ア 」 十15.5 十29 十3 十6 2.8 3.1 15,364 5.48

3 6
F 0,617 100倍 「イ」+200倍 「ア 」 十14 十26.5 十3 十4.5 2.6 2.S 13,574 5.20

E 0,668 リ ソゲ ル氏 液 十14 十27 十3 十6 2.7 3.0 14,02S 5.19

第 十 四 表(2)

番號
＼

1 2 3 李 均 値 増 減 率
%

　

200倍 「イ1+500倍 「ア 」

リ ソゲ ル氏 液

4.70

4.58

4.11 6.04 4.95

3.95 5.S9 4.S1 j(+)2'8
b

100倍 「イ 」十200倍 〔ア」

リ ソゲ ル氏液

5.39

4.81 t
5.48

5.37 1
5.20

5.19

5.32

5.12

(+)3.9

皿 小 括

「インス リン」ト葡萄 糖 トテ同時 二添 加 ス ル トキ

ノ・正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 バ カ ナ リ著 明 二促

進 セ ラル。 サ レ ドソ ノ各 ラ別 個 二使 用 シタル ニ

此 シ、特 二 共 同作 用 テ 認 メ得 ザ リキ。 「ア ドレ

ナ リ ン」、 「イン ス リン」ノ併 用及 ビ「ア ドレナ リ

ン」、 葡 萄 糖 ノ併 用 ハ 僅 ヵ 二之 テ 促進 セ シム。

然 ル ニ 結 核 「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 ハ 「イ ンス リ

ン」、 葡萄 糖 ノ併 用 ニ ヨ リテ僅 カ ニ 促 進 セ ラル

レ ドモ他 ハ何 レモ僅 ヵ二促進 ノ傾 向 テ見 ル程 度

ニ シテ著 攣 ラ及 ボ サ ズ。 次 二 「ア ドレナ リ ン」ト

「イ ンス リン」トテ少 量宛
、 或 ハ中等 量宛 同時 二

添 加 ス レ ドモ、正 常及 結 核 「ラ.テ 」 ノ腎 嫌 氣 性

解 糖 作 用 ハ共 二認 ム〈ごキ攣 化 テ蒙 ラザ リキ。 之
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テ ソ ノ各 々 ヲ個 々 二使 用 セル トキ ノ成 績 二比 較

ス ル モ、 「ア ドレナ リン」及 ビ 「イ ンス リ ン」ハ

「ラ、,テ」ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 ニ ハ 見 ル〈ごキ直 接

的影 響 テ及 ボ サザ ル モ ノ ト解 セ ラル。

第 五 節 「イ ン ス リ ン」注 射 ノ 組

織 呼 吸 蛇 二 嫌 氣 性 解 糖 作 用 二 及

ボ ス 影 響 及 ビ ソ ノ際 「ア ド レ ナ

リ ン」、 葡 萄 糖 添 加 ノ影 響

長 谷 川 ハ 「イ ンス リン」及 ビ「ア ド レナ リ ン」ノ副

腎 組 織 ノ 酸 素 清費 量 二 及 ボ ス 影 響 ラ 検 シテ、

「ア ドレナ リン」ノ添 加 ハ著i愛 テ與 ヘ ズ、且「イン

ス リ ン」ハ 少量 モ見 ル ベ キ 攣 化 ラ 及 ボ サザ レ ド

モ、 比 較 的 大 量 ハ著 明 二副 腎 組織 呼 吸 チ抑 制 セ

シム ル コ ト、 叉 「イ ン ス リン」テ連 綾 注身寸スル ト

キハ 却 ツテ極 メテ 著 明 二促 進 ス レ ドモ、 「ア ド

レナ リ ン」ノ連 績 注 射 ハ 何等 ノ攣 化 テ及 ボ サ ズ、

更 二封 照 トシテ腎皮 質 テ用 ヒ、 叙 上 ノ實 験 テ行

ヒタ ル ニ共 二著 攣 テ認 メザ ル コ トラ述 ベ タ リ.

前 田 ハ 「イン ス リン」ラ家 兎 二連 緬 注射 シテ諸 臓

器 ノ酸 素 消 費 量 テ検 シタ ル ニ、 副 腎及 ビ膵臓 二

於 テ ハ輕 度 二檜 加 シ、 睾 丸 、 腎臓 ハ著 攣 ナ ク、

甲状 腺 、 肝 臓 ハ減 少 セ ラル ・コ トテ立 謹 セ リ。

然 レ ドモ 甲歌 腺 試 食 ト同 時 二 「インス リ ン」テ連

緬 注射 ス ル トキ ハ総 テ ノ臓 器 ノ酸 素浦 費 量 ハ塘

加 ス ル事 ヲ述 べ、 鈴 木 ハ家 兎 ノ肉腫 組織 ノ解糖

第 十 五

作 用 ハ 「イ ンス リ ン」ノ大 量 テ皮 下 二注 射 シテ起

ル寡 血 糖 黙 態 二於 テモ 見 ル ベ キ影 響 テ蒙 ラザ ル

コ トテ認 メ タ リ。 斯 ク ノ如 ク「イ ン ス リ ン」注射

ノ生 禮 内諸 臓 器 ノ瓦斯 代 謝 二及 ボ ス影 響 バー 定

セザ レ ドモ、 甲状 腺 機 能 ト密 接 ナル 關係 ニ アル

コ トハ言 テ挨 タザ ル所 ナ リ。 而 シテ結 核 感 染 ニ

ヨ リテ生 禮 ハ 甲歌 腺 機 能 ノ攣 化 テ招來 スル コ ト

ハ諸 家 ノ確認 セル所 ナ リ。 余 ハ 「イ ン ス リ ン」ノ

大 量 注 射 ガ結 核 個 罷 ノ組 織 呼 吸、 解 糖 作 用 二如

何 ナル影響 テ及 ボ ス カ ラ研 索 セ リ。

實 験 方法 一一般 二 「マ ウ ス」、 「ラ。テ」二大 量 ノ

「イ ンス リ ン」テー 時 二注 射 スル トキハ数 十分 ニ

シデ膿 位 異 常 、 呼 吸 促 迫 テ來 シ、 次 イ デ蓮 動不

全 麻 癖 叉 ハ完 全 庶 癖 テ來 シ、 若 シ クハ間 代 性痙

攣 護作 テ 現 ハ スモ ノナ リ。 余 ハ 「ラッテ」及 ビ

「マ ウ ス」テ約24時 間磯 餓 セ シ メテ、 一 時 二 大

量 ノ「イン ス リン」テ皮 下 二注 射 シテ間 代 性痙 攣

ラ惹 起 セ シ メ、 之 ラ屠 殺 シテ該 動 物 ノ組織 テ用

ヒテ實験 テ行 ヘ リ.若 シ1.5時 間 以 内 二痙攣 テ

起 サザ ル場 合 ニ ハ之 ヲ實 瞼 ヨ リ除 外 セ リ。 而 シ

テ俘游 液 二 「ア ド レナ リ ン」若 シ クハ葡 萄糖 テ添

加 シテ、 ソ ノ成績 ラ モ検 シ タ リ.

實 験 成績

1組 織 呼 吸成 績 表

1)正 常 「ラ,テ 」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影響 、拉

二 「ア ド レナ リ ン」葡 萄糖 添 加 ノ影 響

表(1)

-動
物
番
號

1

2

3

4

呼
吸
槽

F

B

D

D

F

B

B

D

F

B

D

F

ko2

VF=1.1cc.

0.555

0.590

0.620

0.620

0.55.5

0.570

0.570

0.620

0.555

0.570

0.620

0.555

浮 游 液

リ ンゲ,レ氏 液

100倍 「ア 」

500倍 葡

リンゲ ル氏 液

100倍 「ア 」

500倍 葡

リンゲ ル氏 液

100倍 「ア 」

500倍 葡

リ ソゲ ル氏 液

100倍 「ア 」

500倍 葡

塵力攣化mm.

3・ii6・i

-14-29

一15

一13

-16

一20

一15

-20

一20

一27

-14

一18

一22

一36

一27

-29

一34

一28

-3,5

一38

一49

-27

一33

一43

XO2cmm.

proStd.

16.09う

20.520

16.740

17.980

18.870

15.960

19.950

23.560

27.195

15.380

20.460

25.865

組織乾量
mg・

1.8

2.3

1.8

1。9

2.1

1.6

1.8

2.3

2.e3

1.5

2.1

2.3

Qo2

一8 .99

一8.92

一9.30

-9 .46

8.98

一9 .97

-11 .08

一10 .24

一11 .82

-10 .25

一9 .74.

一11 .2ろ
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第 十 五 表(2)

動物
番號 1

リ ソゲ ル氏 液 一8.99

100倍 「ア 」

500倍 葡

一8 .92

一9 .30

2

一9 .46

一8 .98

一9.97

3

一11 .08

一10 .24

一一1182

4

一10 .25

一9 .74

一一11 .25

亭均値

一9 .94

一9 .47

一10 .58

壇減率
%

(一)4.7

(+)6.4

2)結 核 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 二及 ボ ス影 響 、 拉 二 「ア ドレナ リ ン」及 ピ葡 萄 糖 添 加 ノ影 響

第 十 六 表(1)

番
號

雛 間染週
期

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1cα
浮 游 液

歴力攣化mm.
XO2cmm。

proStd.

組織 乾量
mg・ Qo2

3σ1 60!

FO.555リ ン ゲ ノレ氏 液

100倍 「ア」

一22-45

13D 0.620

EO.602

24.975 2.3-10.86

500倍 葡

一17-36 22.320 2.2-10.14

}

B

E
一

42

0.570リ ソゲ ル氏 液

0.602100倍 「ア 」

D

E

0.620

0.602

500倍 葡

35FO.555

B

B

0.570

0.ろ70

リン ゲル氏 液

100倍 「ア 」

500倍 葡

一17-34

-22-44

20.468

25.080

1.8-11.37

2.3-10.90

一 ユ8 一34 20.46S

46E

下
0.602

0.620

一16-31

-23-44

19,220

26.4S8

2.Ol-10.23

1.7」=11.30

2.5-10.59

一23-42 23.310 2.3

リンゲ ル氏 液

一35-71

-17-31

40.470

17.670

3.6

2.2

100倍 「アJ

500倍 葡

一22

一25

一44 26.48S 3.3

一51 31.620 3.6

一10 .13

一11 .24

-8 .03

一8 .02

一8 .78

第 十 六 表(2)

浮游液

動物
…番號

リ ソゲ ル氏 液

100倍 「ア 」

500倍 葡

1

一10 .S6

一10 .14

一11 .37

2

一10 .90

一10 .23

一11 .30

3

一10 .59

一10 .13

一11 .24

4

一8 .03

一8 .02

一8 .78

7-F一均 値

一10 .09

一9 .63

一10 .67

培減率
%

(一)4.5

(+)5.7

皿 嫌氣性解糖作用成績表

1)正 常「ラッテ」ノ腎嫌氣性解糖作用二及ボス影響、拉 二「ア ドレナリン」添加 ノ影響

第 十 七 表(1)

呼
吸
槽

動
物
番
號

1

2

3

4

⊥
E

F

E

F

T
下
τ

kcO2

VF=・1.O

C.C

0.617

0.668

0.617

0.668

0.617

0.668

0.617

0.668

浮 游 液
歴 力 攣 化mm.

3。/h26。 ・13σ116σ

リソゲ ル氏 液

100倍 「ア 」

100倍 「ア 」

リンゲ ル氏 液

リンゲ ル氏 液

.100倍 「ア」

100倍 「ア 」

リ ンゲ ル氏 液

十13

十16

十14

十15

十13

十11

十15.5

十14

十21.5 十2.5十2

十28

十 £6

十28

十24.5

十21

十28.5

十26

十2

十2.5

十2

十2

十1.5

十3

→-2

十3

十3

十4

十4.5

十4

十5.5

十4.5

組 織 乾 量
mg・

m21m・

2.22.0

3.2

2.9

3.1

2.8

2.3

2.S

2.9

3.0

2.8

3.1

2.5

2.4

3.1

3.2

XCO2

　　　 ロ

proStd.

11.723

16.700

14.141

16.032

12.340

10.356

14.191

14.696

Q鍛

5.10

5.22

4.89

5.17

4.41

4.50

5.07

5.06



312 柳澤=組 織呼吸蚊二解糖作用ノ研究補遺 【第11巻

第 十 七 表(2)

談 1

リyゲ ル氏 液5.10

100倍 「ア」15.22

2

5.17

4.S9

3 一壬 李均値 培減率
%

1:1訓2,ill.9911i器 一1±)。

2)結 核 「ラッテ」ノ腎 嫌 氣 性 解 糖 作 用 二及 ボ ス影響 、 拉 二 「ア ド レナ リ ン」添 加 ノ影響

第 十 入 表(1)

動
物
番
號

感間
染週
期

呼
吸
槽

kCO2

VF=1.0

αα
浮 游 液

厘 力 攣 化mm.
組織乾量

mg・ XCO2
cmm.

proStd.
Q餅h2 h1

301[60ノ
m2 m1

30'160ノ

1 4
F 0,617 リ ソゲ,レ氏 液1+15 十27 十2 十3 3.0 3.3 14,808 4.93

E 0,668 100倍 「ア 」 十18 十32 十2.5 十4 3.6 3.4 1S,704 5.19

2 5
F 0,617 100倍 「ア 、 十17.5 十34 十3 十5 3.3 3.5 17,893 5.42

E 0,668 1Lと ゲル氏液 十14 十27.5 十2 十3.5 3.1 2.S 16,032 5.17

3 6
F 0,617 リ ンゲ ル氏 液 十10 十21 十2 十4 2.3 2.4 10,4S9 4.56

E 0,66S 100倍 ア」 十8 十17.5 十2 十3.5 1.9 2.1 8,S34 4.65

4 7
F 0,617 100倍 「ア 」 十12 十24 十〇 十1 3.0 2.9 14,191 4.73

E 0,668 リ ンゲル氏 液 十11 十21 十1 十2 2.7 2.9 12,692 4.63

第 十 入 表(2)

濃 1 り
一 3

リ話響1 4.93

5.19

5・1L
-L≦ ・56

5.424.65

4

1
4.63

4.73

亭均値

4.82

4.99

壇減率
%

皿 小 括

本 節 二於 テハ試 獣 テ2,1,時 間磯 餓 室腹 ナ ラ シメ、

一 時 二大 量 ノ「イ ン ス リ ン」テ注 射 シテ
、 間 代 性

痙 撃 ノ起 ル ラ限 度 トシ テ、 試 獣 テ致 死 セ シメ、

該 組 織 片 ヲ以 テ直 チ ニ實 験 ヲ施 行 スル ト同 時 二

「ア ドレナ リ ン」又 ハ葡 萄 糖 ノ直 接 的 影響 テ モ検

査 セル モ ノナ リ。 而 シテ余 ガ本 試 瞼 ト同群 二於

ケ ル試 獣 テ用 ヒ テ、 可 成 的 同 一一條 件 下 二實 験 シ

テ得 タル リ ンゲ ル氏 液 中 ノ組 織 呼 吸 及 ビ嫌 氣性

解 糖 作 用 ハ第 九乃 至 第 六 表 二 示 ス ガ 如 クー シ

テ、 之 ラZF均 ス レバ次 ノ如 シ。

Q・2Q曽

正 常 結 核 正 常 結 核

一一9。61-9.015.064 .79

之 テ本 實 験 成績 ト比 較 ス ル ニ 「イ ンス リ ン」ノ大

量 注射 ハ正 常 及結 核 「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 二促

進 的影 響 テ與 フ ル モ ノニ シテ、 正 常 組 織 ニ ア リ

Iwa
テハ僅 カ ニ促進 的 影響 テ,與フル ニ過 ギザ レ ドモ

結 核 ノ場 合 ニハ正 常 組 織 二比 シ、 著 明 二促 進 ス

ル ト云 フ テ得 ベ シ。 而 シ テ 正 常拉 二 結 核 「ラッ

テ」ノ腎嫌 氣 性 解糖 作 用 ハ 特 二認 ム ベ キ 影響 テ

蒙 ラザ リ キ。 又 コ ノ際 「ア ドレナ リ ン」ノ比 較 的

大 量 テ添 加 スル トキ ハ正 常 組 織 ノ呼 吸 二封 シテ

ハ見 ルベ キ影 響 テ及 ボ サ ザ レ ドモ、 葡 萄 糖 ハ輕

度 ノ促 進 テ來 セ リ。 又 結 核 ノ場 合 ニ モ殆 ド同様

ナ ル攣 化 テ來 セ リ。 次 二 「ラッテ」 ノ腎 嫌 氣 性解

糖 作 用 ニ ハ健病 共 二殆 ド影 響 テ與 ヘザ リキ。

叙 上 ノ成 積 ト前 述 ノ成 績 トラ総 括 シテ考 察 テ下

サ ンニ 「イ ンス リン」ハ ソ ノ大 量 テ用 フル トキハ

直接 ニ モ間接 ニ モ正 常 肝 ノ酸 素 消 費 量 ラ増 強 セ

シ人 且結 核 個 禮 ニ ア リテ ハ直接 的 ニ ハ少 量 ニ

テ カナ リ著 明 ナ ル促進 テ見 ル、 而 ヵ モ間 接 的 ニ

モ正 常組 織 ノ場合 ヨ リハ 著 明 二檜 加 スル コ トラ

確 認 セ リ。 然 ル ニ 「イ ンス リ ン」ハ腎 嫌 氣 性 解糖
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作 用 ニ ノ・健 病 共 二直接 的 ニモ、 間 接 的 ニ モ見 ル ア リテ・・封 照 ヨ リモ大 ナ ル コ トテ謹 シ、Unver一

ベ キ影 響 ラ及 ボ サ ・・リキ。 依 之組 織 呼 吸 テ指標richt・ ・「イ ンス リン」ハ新 陳 代 謝 テ冗 進 スル モ

トシテ考 フル ニ結 核 個 膿 ノ肝 組 織 ハ 少 ナ ク トモ ノナ レ ドモ、 結 核 ノ如 ク 「ア ドレナ リ ン」ノ分 泌

正常 肝 ノ夫 レヨ リ「イ ンス リ ンJ二封 シテ過 敏 二 減 少 セル時 ノ・特 二鏡 敏 ナ リト構 セ リ。Lundberg,

作 用 スル ト云 フヲ得 くごシ。Ahlenstie1,RolfハErik・ ・重症 結 核 ニ ア リテハ 「イン ス リ ン」二封

血 糖 曲線 テ標 準 トシテ活 動 性 結 核 ニ ア リテハ、 スル過 敏度 大 ナル モ ノニ シ入 コ ハ乾 酪 性物 質

非 活動 性結 核 ヨ リ「イ ンス リ ン」二封 シテ過 敏 度 中 ら モ 「イ ン ス リ ン」様 物 質 含 有 セ ラル ・二因 ス

小 ナ リ ト幕 フ レ ドモ、Breton・ ・皮 内反 慮 テ標 識 ル モ ノ トセ リ。 從 テ余 ・・亦 以 上 ノ事 實 〃肝 ノ組

トシテ 「イン ス リ ン」過 敏 度 テ検 シタル ニ結核 二 織 呼 吸 ラ指標 トシテ立 謹 セ ル モ ノナ リ。

第 四 章 結 論

ヒ述 ノ成 績 ヨ リ次 ノ結 論 テ誘 導 シ得 ベ シ。 「イ ンス リン」ノ ミノ如 キ 作 用 テ示 シ、 結 核 「マ

ユ)「 イ ンス リ ン」ノ少 量 ハ 正 常 「マ ウス」ノ肝 組 ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 ニ ハ 「イ ンス リン」ノ該 作 用

織 呼吸 ラ輕 度 二充 進 セ シメ、 比 較 的大 量 ハ 明 ヵ ハ 「ア ドレナ リン」ニ ヨ リ減 殺 セ ラ レシ テ思 ハ シ

ニ充 進 セ シム。 叉 「イ ンス リン」ノ少 量 ハ、 結 核 ム。 而 シ テ「ラ。テ ・ノ腎 嫌 氣 性 解糖 作 用 一ハ健

「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 テ 梢 ヒ著 明 二 元 進 セ シ 病 共 二著 攣 テ與 ヘ ズ。

ム。 然 ル ニ正 常 及 ビ 結 核 「ラ。テ」ノ 腎 嫌氣 性解6)「 ア ド レナ リ ン」ノ 中等 量 及 ビ 葡 萄 糖 ノ添 加

糖 作 用 二封 シテハ ソ ノ量 ノ如 何 二拘 ハ ラズ見 ル ハ正 常 「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 テ輕 度 二促 進 シ、

ベ キ影 響 テ與 ヘ ズ。 結 核 「マ ウ ス」ノ夫 レニ著 攣 テ與 ヘ ズ、 コ レ葡 萄

2)「 ア ドレナ リン」ノ少 量 ハ正 常 「マ ウ ス」ノ肝 糖 ノ促進 作 用 ガ「ア ドレナ リ ン」一 ヨ リテ減 殺 セ

組 織 呼 吸 テ輕 度 二充 進 セ シメ、 結 核 「マ ウ ス」ノ ラ レシモ ノ ト推 定 ス。

夫 レラ梢 ≧著 明 二充 進 セ シ ム。 反 之 比 較 的 大 量7)「 イン ス リ ン」大 量 注 射 ニ ヨル 張 度 ノ寡 血 糖

・・雨 者 ラ輕 度 二抑 制 セ シム。 而 シ テ 「ア ド レナ 症 即 チ痙 攣 護作 時 ニ ア リテ ハ正 常 「マ ウス」ノ肝

リン」・・ソ ノ量 ノ 如 何 二拘 ハ ラズ 正 常 拉 二結 核 組 織 呼 吸 ニ ハ 著 憂 テ 來 サ ・"レドモ、 結 核 「マ ウ

「ラッテ」ノ腎嫌 氣 性 解 糖 作 用 ハ 見 ル ベ キ影 響 ラ ス」ノ夫 レハ輕 度 ノ充 進 テ將 來 ス。 コ ノ際 「ア ド

及 ボ サ ズ。 レナ リン」ノ添 加 ハ健 病 共 二 輕 度 二 抑 制 シ、又

3)葡 萄 糖 ハ 正 常 拉 二結 核 ・マ ウ ス」ノ 肝 組 織 呼 葡萄 糖 ノ添 加 ハ是 等 テ輕 度 二促 進 セ シム。 「ラッ

吸 ラ著 明 二促進 セ シム。 テ」ノ腎解 糖 作 用 ハ 健 病 共 二見 ルベ キ 影 響 テ蒙

4)「1ン ス リ ン」ト葡 萄 糖 トテ 同時 二 添 加 スル ラザ リキ。

トキハ正 常 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼吸 ラ著 明 二促 進8)上 述 ノ結 論 ヨ リ結 核罹 患動 物 ノ組 織 ハ ソ レ

ス レ ドモ、 軍 濁添 加 二比 シ特 二共 同作 用 テ認 メ 自禮 既 二明 カニ 攣 調 シ、 健 常 組 織 二比 シ 「イン

ズ、結 核 「マ ウ ス」ノ肝 組 織 呼 吸 テ梢 ≧著 明 二促 ス リン」及 ビ 「ア ドレナ リン」二封 シ敏 感 トナ レ

進 セ シム。 ル コ トテ推 定 ス。

・5)「fン ス リ ン」ノ 中等 量 ト「ア ドレナ リン」 ノ 欄 筆 二臨 ミ院 長 太 縄 博 士、 岩 佐 博士 、 渡 邊 博 士

中等 量 トノ添 加 ハ正 常 「マ ウス」ノ肝 組 織 呼 吸 ニ ノ御 懇 篤 ナ ル御 校 閲拉 二不 断 ノ御 鞭 捷 テ謝 ス。
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第一章 緒 論

沃度 ガ禮 液 ノ集 成 ラ憂 ジ、 組 織 ノ新 陳代 …射機 韓

二影 響 テ與 へ、 病 的 組織 ラ破 壌 シテ健 全 ナ ル組

織 ノ新 成 ラ誘 起 スル コ トハ夙 二知 ラ レタ ル所 ニ

シテ、 是 沃 度 ガ攣 質 剤 トシテ廣 ク臨林 上慮 用 セ

ラル ・所 以 ナ リ。 又近 時 内分 泌學 拉 二膿 質 學 ノ

勃 興 二件 ヒ、 沃 度 ハ 甲状 腺 ノ主成 分 テ ナ ス モ ノ

ニ シテ、生 膿 内 ノ沃度 代 謝 ノ失 調 ガ膿 質 ノ憂 化

ラ招 來 シ、 延 ヒテ ハ諸 疾 病 ノ誘 因 ラ ナ ス コ トモ

漸 次 明 カ ニ セ ラル ・二至 レ リ.

沃 度 ノ生禮 ハ新 陳代 謝 殊 二瓦斯 代 謝 二關 スル業

績 ハ砂 ナ カ ラザ レ ドモ、 ソ ノ成 績 ハ未 ダー 致 鮎

ラ見 出 サ ・"ルニ似 タ リn既 二Magnus-Lebyハ

正 常 犬 二沃 曹 ヲ投與 シ、 基 礎 代 謝 テ検 セ ル ニ何

等 ノ景瑠 ナ キ テ認 メタ リ.且ildebrandtハ 「ラー.J

テ」二極 メテ 少 量 ノ 沃 度 加 里 ヲ注射 ス ル時 ハ瓦

斯代 謝 ハ著 明 二下 降 テ來 ス モ、大 量 注射 ニ ヨ リ

テ ノ・反 ツ テ其 上 昇 ラ來 ス コ トテ報 ジ、Liebesny

ハ健康 者 二沃 度 ノ投與 ハ基礎 代 謝 二著 攣 テ及 ボ

サ ・"レドモ、 甲歌 腺機 能 減 退 症 ニ ア リテハ基 礎

代 謝 ハ上昇 シ テ正 常 トナ リ、r閉 犬腺 機 能 充 進 症

ニ ア リテハ沃 度 投 與 量 ニ ヨ リテ差 ア レ ドモ
、 少

量 投與 ハ多 クハ上 昇 セ ル基 礎 代 謝 テ低 下 セ シ メ

タ リ ト報 ジ、 渡 邊 ハ家 兎 二 経 口的 二 沃度 「ナ ト

リウ ム」ラ投與 ス ル トキハ 之 テ 充 進 スル コ トテ

認 メ タ リ。 又 細 田 ハ 沃 度 「ナ トリウ ム」ノ「ラッ

テ」ノ腎組 織 呼吸 拉 二 嫌 氣 性 解糖 作 用 二 及 ボ ス

影響 テ測 定 シテ、 沃 度 ノ微 量 及 ビ大 量 ハ前 者 テ

抑 制 シ、 中等 量 ハ著 明 二促進 シ、 後 者 ハ微 量 ニ

テ ハ促進 サル レ ドモ、 中等 量 及 ビ大 量 ニ ヨ リテ

抑 制 サ ル ・コ トラ認 メ タ リ。 更 二 中井 モ海 猿 ノ

腎皮 質 二就 キ同様 ナル實 験 テ復 試 シテ、 同 様 ナ

ル成 績 二到 達 セ リ。 菊 地 ハ少 量 ノ沃 度 テ持績 的

二投 與 ス ル トキ ハ肺 結 核 患 者 ノ,基礎 代 謝 ラ漸 次

低 下 セ シ メ、 且 基 礎 代謝 高 キ肺 結 核 患 者 ニ ア リ

テ ハ コ ノ降 下作 用 バー 層 著 明 ナ リ ト述 べ、 前 田

ハ成 熟 鳩 二沃 度 加 里 ノ微 量 テ経 口的 二連 績 投 與

シ、 諸 臓 器 ノ組 織 呼 吸 テ検 セ ル ニ、 甲歌 腺 二於

テハ低 下 スル モ、 他 臓 器 二於 テハー 般 二増 加 シ

其 最 モ顯 著 ナ ル モ ノハ、 睾 丸及 膵 藏 ナ リ ト構 セ

リ。 又鈴 木 ハ家 兎 肉腫 組 織 ノ解 糖 作 用 一及 ボ ス

沃 度 ノ直 接 的 作 用 テ検 セル ニ沃 度 ノ微 量 及 ビ少

量 ハ概 シ テ促 進 セ シム ル コ トラ認 メ タ リ。 夏 二

近 時 且.Zondecku.Wislicki・ ・沃 度 バー 定 量

以 上 ナ ラバ 「ラ。テ」ノ 筋 肉 組 織 呼 吸 及 ピ乳 酸 生

成 テ促 進 ス レ ドモ、 一 定 量 以 下 ニ テ ハ著憂 テ及

ボ サ ・"ルコ トテ 謹 シ、 更 二 雨 氏 ハ若 シ養 液 テ

「ア ル カ リ」性 トナ サ バ筋 肉 ノ組 織呼 吸 拉 二孚L酸

生 成 ハ促 進 セ ラ レ、 コ ノ際 養 液 二沃 度 テ加 フル
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トキハ正 常 値 二迄 低 下 セ シメ、 又養 液 テ酸 性 ト

セバ雨 作 用 ハ抑 制 セ ラ レ、 コ ノ際沃 度 ノ添 加 ハ

叉 雨 作 用 テ正 常値 二迄 上 昇 セ ン トス ル傾 向 テ現

ハ ス コ トテ立 謹 シ テ、 沃 度 ハ上 昇 セ ル新 陳 代 謝

テ抑 制 シ、 低 下 セル該 機 轄 テ促 進 シ、 以 テ常 二

正 常 値 ニ マ デ調 節 セ ン トスル至 奪 ノ藥 剤 ナ リ ト

唱 ヘ タ リ。

又 沃 度 ノ諸 疾 病 殊 二結 核 ノ治 療 二慮 用 セ ラル ・

ハ 周 知 ノ事 實 ニ シテ、 ソ ノ業績 ハ枚墾 二逞 ア ラ

ザ ル所 ナ リ。 サ レバー 々文献 ヲ爆 グ ル ノ煩 テ避i

ケ、 弦 ニ ソ ノ概 略 テ摘 録 セ ンニ、 急 性 若 シ クハ

滲 出 性 肺 結 核 ニ ハ禁 忌 トナ ス モ ノニMichelson,

Chatschikoff,u.a.ア リ、 又 外 科 的 結 核、或 ハ

産 出性 織 維 性 肺 結 核 二相 當 ノ数 果 ア リ トナ スモ

ノ ニGrekow,Niskowskaja,Leschnew,Ga-

maleiaet.Morlot,Laskownicki,Gregory,

A.,Fong,S.T.etJ.Christphe,Keropian,

U.S.W.ア リ、 何 等影 響 ナ シ ト稻…ス ル モ ノー

Bonnamouru.Delore,Remlingeret.Belu.

a.ア リ。 ソ ノ 投 與 方 法 二 關 シテ ハ 沃 度 盤 類 ト

シテ、 沃 度 「グ リセ リン」、沃 度 沃 度 「ホル ム グ リ

セ リ ン」、 若 シ クノ、沃 度 ト鐵 剤 、 硫 黄剤 、 砒 素

剤 ト併 用 セ ラル ・等 極 メテ雑 多 ナ リ.更 二量 的

ニ モ或 ハ大 量 或 ハ少 量 ガ経 口的 二又 ハ非経 口的

二庭i用 セ ラル。 沃 度 ノ作 用 機 縛 二關 シテ ハ淋 巴

球 増 加 、 脂 肪 分 解 力 ノ充 進 テ護 明 セル モ ノニ

Goekow,Petraschewskaja,Miskowskaja,Fi-

nikow,u.s.w.ア リ、 又Finikow・ ・沃 度 ・・結

核 組 織 二石 灰 沈 著 テ促 ス ト云 ヒ、Laskownicki

ハ結 締 織 若 シ クハ、 肉芽 組 織 ノ檜 殖 テ促 ス ト言

フnW.Kolleu.H.Schlossberger,Nigoul-

Foussalu.a.・ ・沃 度 ハ 直 接 細 菌 テ 死 滅 又 ハ檜

殖 テ抑 制 スル作 用 テ有 セザ レ ドモ・ 毒 素 ヲ中和

シ無 害 トナ シ、 又 白血 球 ノ喰 菌 現 象 テ高 ムル ト

構1シ、Thiroloix,J.Brace,Gilletet.且arme.

lin,Nigoul-Foussal・ ・内分 泌 腺殊 二 「閉 犬腺 分

泌 ヲ充 進 ス ル ト述 べ、Wells,Hadebergu・

第 二 章

諸 家 ノ業績 ノ示 ス如 ク生膿 ノ新 陳 代 謝 ハ ソ ノ個

Ro七hehildハ 沃 度 ハ結 核 病 竈 若 シ クハ他 ノ壌 死

組 織 ニモ ヨ ク浸 透 スル ト云 ヒ、L・eob,Michand

ハ 結核 病竈 ハ健 康 組 織 ヨ リ沃 度囁 取 量大 ナ ル コ

トラ實 謹 シ、Bodinハ 沃 度 ・・結 核 組 織 トハ特殊

ノ親 和 力 テ有 シ、 結 核 菌 テ直 接 死 滅 セ シム ト報

ぜ リ.其 他 沃 度 ハ臓 器 ノ防 禦 力 ヲ強 大 シ、 結核

二慮 用 シテー 般 歌 態 テ良 好 ナ ラ シメ、 中毒 現 象

テ消 失 セ シ メ、 搬 痕 ノ形 成 ヲ促 進 セ シム ル傾 向

ア リ ト葎}セ ラル。

以 上述 くごタル ガ如 ク沃 度 ノ作 用 ハ投與 方 法 、 個

性 又 ハ病 的機 轄 ノ如 何 ニ ヨ リテ相 違 アル ハ容 易

二推 知 セ ラル ・所 ニ シテ、 又 沃 度 ハ軍 二攣 質 剤

トシテ作 用 ス ル ノ ミナ ラズ。 内分 泌 腺 トモ密接

ナ ル關 係 テ有 シ、 且 結 核 病 竈 又 ハ結 核 個 膿 トモ

特殊 ノ關 係 ニ アル モ ノニ シテ、 斯 ク ノ如 キ根 櫨

ガ結 核 ノ治療 二慮 用 セ ラル ・所 以 ナル ハ見 逃 ス

ベ カ ラザ ル所 ナ レ ドモ、 未 ダ沃 度 ト結 核 個 盟 ノ

新 陳 代 謝 トノ關 係 二就 イ テハ、 ソ ノ研 究 稀 ニ シ

テ、 不 明 ナ ル貼 多 シ。 之 レ余 ガ本 研 究 ラ企 圖 シ

タル所 以 ナ リ。

婁 二余 ガ諸 家 ノ業 績 テ引 用 シテ述 ベ タル ガ如 ク

結 核 症経 過 中 二登 現 スル新 陳 代 謝 異 常 ハ 其 ノ病

機 ノ如 何 ニ ヨ リテ異 ナル モ ノー シテ、 結 核個 盟

二於 テ未 グ結 核 病 攣 テ有 セザ ル組 織 ノ酸 化及 ピ

解 糖 雨 作 用 モ共 二結 核 病攣 ノ輕 重 ト密 接 ナ ル關

係 ニ アル ベ キハ 想 象 二難 カ ラザ ル所 ナ リ。余 ハ

既 二 「マ ウ ス」 ノ肝 組 織 呼 吸 、 「ラッテ」ノ腎 解糖

作 用 テ研 索 セ ル ニ、 ソ ノ程 度 ハ結 核 個禮 ニ ア リ

テモ、 健 常 個禮 ニ ア リテ モ概 シテ認 ムベ キ差異

テ謹 明 シ得 ザ リ シガ、 コハ恐 ラ ク余 ノ用 ヒタル

結 核 動 物 ハ何 レモ輕 度 ノ結 核 ラ謹 明 セ ルモ ノナ

リ シ爲 ナ ラ ン ト推 断 セ ン トス。 弦 二於 テ夏 ニ コ

ノ間 ノ消 息 テ追究 セ ン ト欲 シ、 結 核 二感 受 性強

キ海 猿 ラ用 ヒ、 病 機 ノ如 何 ニ ヨ リ雨 作 用 ハ果 シ

テ攣 化 テ生 ズ ル モ ノナ ル カ、 又 病 機 ノ輕 重 ニ ヨ

リテ沃 度 ハ其 作 用 テ異 ニ ス ル モ ノナ ル哉 テ研 究

セ リ。

實験 材料 酋 二實験 方法

性、年齢、季節、食餌等 ノ如何ニヨリテ左右セ
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ラル ・モ ノナ レバ、 余 ハ 是等 ノ諸 鮎 二最 モ留 意

シ、 當 院 動 物 飼 育 室 ニ テー 定期 間 同一 條 件 ノ下

二飼 育 セ ル海狼 ノ中成 ル ベ ク膿 重 ノ接 近 セ ル モ

ノ ラ選 ビ、 實 験 ハ11月 ヨ リ翌 年3月 迄 ノ間 二施

行 シテ可 成 的 上述 ノ條 件 ニ ヨル誤 差 テ勘け カ ラ

シメ ン ト勉 メ タ リn

組 織 トシテハ組 織 呼 吸 ニハ海 狽 ノ肝 、 腎皮 質 、

脾 、 心筋 ラ用 ヒ、嫌 氣性 解糖 作 用 一 ハ腎 皮 質 ラ

使 用 セ リ。

沃 度 ハ沃 度 「ナ トリ ウム」(メル ク)テ 使 用 シ、 ソ

ノ2.29.テ15。C二 於 テ100ccm.ノ 蒸 鰹 水 二溶

解 セ シメ タ リ。 該 液 ハ 「ラッテ」ノ血 清 ト等 張 ニ

シテ氷 鮎 降 下 一〇.56。Cラ有 スル モ ノナ リ.該 液

第三章

第一一節 沃度 ノ正常海狽 ノ組織呼吸

拉 二嫌氣性解糖作用 二及ボス影響

1組 織呼吸成績表

注:心 筋ハ先ヅ左室 ノ心内、外膜及ビ乳嚇筋

第 一

ラ以 テ リンゲ ル氏液 中 ノ圭要 成 分 ナ ルNaC1液

ト任 意 量 ダ ケ置換 シテ實 験 二供 セル モ ノナ リ。

結 核 感 染 二 ・・強 及 ビ弱 毒 人 型 菌 テ選 ビ、Warb-

urgノ 藷 法 二依 リテ實 験 ラ施 行 セル コ ト前 同 ノ

如 シ。

實 験 二使 用 セ ル臓 器 ハニ列 二分 チ、 第 一 列 ハ肝

及 ピ脾 ニ シテ、第 二列 ハ腎 皮 質 及 ビ心 筋 ナ リ.

而 シテ第 一 列 ハ海猿 屠 殺 後 直 チニ實 験 二供 シ、

第 二 列 ハ第 一列 ノ實 験 終 了後 二實 験 二供 セ ル モ

ノニ シテ、 即 チ肝 及 ビ脾 ハ屠 殺 後 直 チニ使 用 シ

腎 皮 質 、 心 筋 ハ 屠 殺後 直 チ ー リンゲ ル氏 液(重

曹 ナ キ)二 浸 シ、 氷 室 二貯 へ 約2.5時 間後 二使

用 セル モ ノナ リ。

實 験 成 績

テ剥 離 シテ、 筋 實 質 ニ ッ キ筋 織 維 ノ方 向 二

限 度切 片 内 二切 断 シテ實 験 二供 セ ル モ ノ ナ

ル モ、 心筋 ノ切 片 製 作 ハ困 難 ナ ル故 二、 二

三 實瞼 テ行 ヒ シ ノ ミナ リ。

表(1)
【
動
物
番
號

禮 重
9

呼
吸
槽

ko2

VF=1.1

C」C
浮 游 液

o

歴力攣化mm XO。cmm.
-

proStd.1
組織乾量

mg・ Qo2

30ノ
16σ

1肝

1 480

C 0,605 封 照 一9.51-17.5
■

10,587 2.9 一3 .64

D 0,638 全部置換 一101-19 .5! 12,441 2.6 一4 .78

E 0,626

一

1120 ,, 一9 .5 一18 .5 11,581 3.0 一3 .86

F 0,559 1/2"0 " 一16 一30 .5 17,049 3.3}-5.16

2 460

C 0,605 全部置換 一8 .5 一19 .5 11,798 2.8 一4 .21

D 0,638 1/20 ,, 一13 .5 一28
.5 18,183 3.6 一5 .05

E 0,626

0,559

1ん 。。" 一14 .5 一29 1S,154 3.5 一5 .18一
F 封 照 一10 .5 一21 11,735 3.0 一3 .91

3 480

C 0,605 1/20置 換 一12 一24
.5 18,823 3.1 一4.78

一 一
一5.54D 0,638 1/200置 換 一26 一53 33,814 6.1

E 0,626 封 照 一13 一26 .5 16,589 4.1 一4 .04

F 0,559 全部置換 一13 一27 .5 15,372 3.2 一4.80

4

C 0,605 1/200置 換 一23 一43 .5 26,318 4.9 一5 .38

D 0,638 i封 照 一13.5 一26 15,588 3.9 一3 .994701
1
E 0,626 全部置換 一20.5 一40 25,040 4.7 一5 .32

1F 0,559 1120 ,,
1-13.5,-26 15,730 3.1 一5 .07

5 450

C 0,605 樹 照 一13 .5 一26 15,730 3.1 一5 .07

D 0,638 全部置換 一20.5 一40 25,520 4.6 一5 ,55

E 0,626 1120 ,, 一11 .5 一23 14,398 2.2 一6 .55

F 0,559 1/2
00,, 一17 一33

1
18.4473.1

『

一一5 .95,
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∬ 腎皮質

1 480

ウ
】

460

i　

3:480!

1

C

D

E

F

C

D

E

F

C

D

E

F

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

】/2。置 換

全 部,,

封 照
11200置 換

全部置換

封 照
】/200置 換

i/20 ,,

封 照
1/200置 換

1/2。
,,

全 部,,

4
▲

5

470

ClO.605

DlO.638
1

E

F

450

C

D

E

F

一6

.626

10.559

0.605

0.638

0.626

0.559

1/2・o置 換

1/20 ,,

全 部,,

封 照
1/2。

o置 換

1120.,

全 部,,

i封 照

一22 .5

一18

一29

一26

一45 .5

一36

一54

一49

一25

一27

一34

一30

一21

一25 .5

一一43

一一24

一47

一54

一64

一58

一42

一50

一S3

一44

27.523

22.968

33.804

27.391

2S.435

34.452

40.064

32.422

2.2

2.2

2.9

2.3

2.8

2.9

3.1

2.5

一12 .51

一10 .

一一11 .65

◎-11 .91

一19

一15

一23

一12

一10 .16

一11 .88

一12 .92

一12 .97

25.410

31.900

51.958

24.596

1.8

2.0

3.4

1.8

一4326 。015

一36

一46

一23

21。96S

28.795

12.857

2.1

1.7

2.8

1.1

一一14 .12

一15 .95

1-15.28
に13.66

一37

一18

一29

一25

一一72

一36

一56

一48

43.560

22.968

35.056

26.832

一12.39

一12 .g2

一10.28

一11.68

3.3

1.7

3.8

2.8

一13 .1

一13 .51

一9 。23

一9 .58

皿 脾

1

2

3

4

5

490

500

470

470

C}0.605

D

E

F

C

D

E

F

C

D

E

F

C

D

E

F

,C
l
ID

460[l
E

IF

0.63S

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

全部置換

i封 照
1/200置 換

1/2() ,,

全部置換

i封 照
11200置 換

ヲ20,,

封 照
1/2。o置 換

1/20 "

全 部,,

一23

一23

一13.5

一一20

一44

_43}

一27

一40

一18

一27

一26

一29 .5

一17 .5

一18

一17

一23

1/20置 換

全部"

i封 照

1ん・0置換

1/200置 換

1120 ,,

全 部,,

封 照

一16

一17

一15 .5

一13 .5

一40 .5

一23 ・憂

一31

一39

一36 .5

一57

一59

一61 .5

一30

一34

一28

一37

一32

一35

一30

一29

一80

一49

一61・
L5

一一80 .5

26.620

27.434

16.902
'22

.360

16.032

36.366

36。934

34.378

18.150

21.092

17.528

20.685

19.360

22.330

18.780

16.211

48.400

31.262

38.497

44.995

3.3

2.7

1.6

2.2

2.6

4.0

3.6

3.1

2.2

2.3

1.9

2.石「

2.4

3.1

2.8

2.2

,5.9

3.9

4.8

一8 .06

一10 .16

一10 .56

一10 .16

一6 .17

一9 .09

一10 .27

一11 .09

一8 .25

一一9 .1

一9 .22

一7 .92

一8 .06

一7 .20

一6 .71

一7 .37

一8.20

一8
.02

一8.02

5.3,-8.49

IV心 筋

1 490

C

D

E

F

U.605

0.638

0.626

0.559

i封 照

1/200置 換

1/20 ,,

全 部,,

一5

・-4

一4 .5

一一3

一10

一8

一9 .5

一7

6.050

5。104

5.947

3.913

1.7

1.8

2.2

一3.56

一2 .S3

一2 。7

1.gl-2.06

9
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3

4

470

470

C

下
τ
下
C

下
τ
F

0.605

0。638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

i/ソoo置 換

i/20 ,,

全 部,,

封 照
】/20置 換

全 部,,

封 照
1/200置 換

一10.5

一13

一3.5

一7

-7

一7

一6

一8

・-21

一19

一7

一14

-16

一12

一13

一15

12.705

12.122

4.382

7.802

9.680

8.656

7.512

8.385

4.9

4.3

2.4

4.0

2.8

2.8

2.3

2.3

一一2 .59

一2 .82

一1 .82

一3 .45

-345

一3 .09

一3 .26

一3 .6

第 一 表(2)

●

動物
番號

封 照

1/20D置 換

1120

全 部"

封 照

1/200置 換

1/20

全 部,,

封 照

コ/200置換

1120

全 部

IV

封 照

】/200置換

1!20

全 部

一3 .64

-5 .16

-3.86

-4.78

一11 .65

-11 .91

-12 .51

-10 .44

一10.16

-10.56

-10.16

-8 .06

0
ヨ

「00ひ

380
ヨ

070
召

60の
召

2

一3 .91

-5 .18

-5 .05

-4 .21

一11
.88

-12 .92

-12 .97

-10 .16

一9.09

-10.27F

-11.09

-6.17

3

一4 .04

-5 .54

-4 .78

-4 .SO

一14 .12

-15 .95

-15 .28

-13 .66

一8 .25

-9 .17

-9.22

-7 .95

一1 .95

-2 .59

-2 .82

-1 .82

4

一3 .99

-5 .38

-4 .77

-5 .32

一11 .68

--12 .39

-12 .92

-10 .28

一一6 .71

-7 .38

-S.06

-7 ,20

一3 .72

-3 .64

-3 .45

-3 .09

5

一5 .07

-5 .95

-6 .55

-5 .55

一9 .58

-13 .14

-13 .51

-9 .23

一S .49

-8 .20

-8 .02

-8 .02

亭均値

一4 .13

-5 .44

-5 .00

一4 .93

一一11 .78

-13 .26

-13 。44

-10 .75

一S .54

-9 .11

-9 .31

-7 .48

一2 .72

-3 .00

-2 .99

-2 .32

墳減率
%

圓

(+.31.7

(+)21.0

(+)19.3

(→一)12.5

(十)14.1

(一)8.7

(+)6.6

(+)9.0

(一)12.4

(+)10.2

(+)9.9

(一)14.7

皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 二 表(1)

動
物
番
號

9
物 糎 暖v禽 。

槽 cα
浮 游 液

塵 力 攣 化mm. 組織 乾量
mg XCO2

cmm.

proStd.

k

Q評h2 h1
m2

1恥30/160! 30!160!

a

1 450
B 0,512 封 照 十18.5 十36 十2 十4 3.1 2.8 18,176 6.05

E 0,593 全部置換 十16 十31 十 〇.5 十1 3.0 2.1 17,493 5.83

2 450
B 0,512 封 照 十23 十43 ÷3 十5 3.6 2.8 18,688 5.19

E 0,593 全部置換 十12 十23 十1 十2 2.7 2.1 12,453 4.61

3 470
B 0,512 全部置換 十12.5 十24.5 十2 十5 2.4 2.9 10,496 4.37

E 0,593 封 照 十14 十28 十2 十4 2.9 2.9 14,232 4.98

4 460
B 0,512 封 照 十10 十17.5 十4 十4.5 1.7 3.1 7,680 4.52

E 0,593 全部置換 十15.5 十20.5 十4 十4.5 2.4 2.8 9,758 4.08
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1)

] 460
B 0,512 1/20置 換

十14.5 十27 十 〇.5 十 〇.5 3.0 2.6 13,568 4.52

E 0,593 i封 照 十9.5 十17.5 十3 十4.5 1.7 2.9 8,895 5.23

2 470
B 0,512 i封 照 十17 十33.5 十3 十4.5

一

2.7 2.5 14,592

一

5.40

E 0,593 1/20置 換 十16 十32 十3.5 十7 3.0 3.0 14,825 4.95

3 490
B 0,512 i封 照 十13.5 十29 十2 十5.5 2.4 3.2 12,800 5.33

E 0,593 V2。 置 換 十10.5 十24 十2.5 十6 2.6
●

2.6
一
10,674 4.10

C

1 ろ00

-

460

B 0,512 1/200置 換 十12 十23 十3 十5 2.3 2.9 9,728 4.23

E 0,593 i封 照 十10 十19 十2 十4 2.4 2.0 8,598 3.58一

2
B 0,512 封 照 十1S 十3S 十3 十5 3.1 3.4 17,152 5.53

E『
B

0,593 1/200置 換 十16 十37 十2.5 十7 3.1 3.3 19,086 6.15一

3

一

450
0,512 1/200置 換 十17 十34 十2 十4 2.S 3.6 15,872 5.66

E 0,593 i封 照 十23 十46 十2 十5 4.0 2.2 25,499 6.37

4 450
B 0,512 封 照 十18,5 十37 十 〇.5 十3 2.4 2.5 17,608 7.33

E 0,593 V2。o置 換 十9 十20 十2 十3 1.6 2.6 10,674 6.67

第 二 表(2)

動物
番號浮游液 1・ 2 3 4

卒均
値

塘減奉
%

a

樹 照 1
全部概換 i瓢1畿 …llll謝(一)8潟
b

封 照 5叢'備
_劉1/20置 換 4.52 1

5調
4.52(一)14.8

C

i封 照 一1
3,58ち,536,377,335.701

i一1ん1。置 換
4.236.15唇.666.675.68 (士)0「

皿 小 括

罷 重 ノ450-5009.ノ 正 常 海 猿 ヂー 定條 件 ノ下

二屠 殺 シテWarburg法 二依 リテ、肝 、脾 ハ 直

チー、 腎 皮 質 、 心 筋 ハ約2・5時 間後 二是 等 ノ臓

器 ノ組 織 呼 吸 蛇 二腎 皮 質 ノ嫌 氣 性解 糖 作 用 二及

ボ ス沃 度 ノ影響 テ検 シテ第 一一、 第 二 表 ノ如 キ成

績 二到 達 セ リ.即 チ肝 ノQo2ハ 封 照 リンゲ ル氏

液 中 ニ ア リ テハ李 均 一4.13ナ ル ー、 リンゲ ル氏

液 中 ノNaCl液 ラ等JNa張 液 ニ テ1/2。。置 換 液

何 ニ ア リテ ハ ー-5.44ニ シテ、31・7%ノ 増 加 テ見

ル 、 又i/?。 置 換 液 内 ニ ア リテモ ー5.00一 シ テ

21.0%、 全 部 置 換液 内 ニ ア リテ・・-4.93ニ シテ

19.3%ノ 何 レモ増 加 ラ見 ル。 依 是 観 之 沃 度 ハ海

狼 ノ肝Qo2テ 促進 シ、而 モ少 量 ハ大 量 ヨ リモ促

進 度 顯 著 ナ リ。 屠 殺 約2・5時 間 後 二於 ケ ル腎 皮

質Qo,)ハ ー-11・18ナ リ。NaJ液 ノ1/2。。置 換 液 内

'

ニ ア リ テ ・・-13・26ニ シ テ12.5%ノ 増 加 テ示 シ、

1/
2。置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ ー13.44ニ シ テ 、14.1%

ノ促 進 テ示 シ、全 部 置 換 液 内 ニ ア リ テ ノ・-10.75

ニ シ テ、 逆 二8・7%ノ 減 少 テ 示 ス。 細 田 、 中井

雨 氏 ハ1/1。。。及 ピ 全 部 置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ 「ラ.

テ」及 ビ 海 狽 ノ腎 組 織 呼 吸 ハ 僅 カ ニ抑 制 セ ラ レ、

1/
2。置 換 液 内 一 ア リテ ハ 著 明 二 促 進 セ ラル ・ コ

ト ラ立 詮 セ リ。 余 ノ場 合 ニ ハ 】/2。。置 換 液 内 二於

テ最 モ 著 明 二 促 進 セ ラ ル。 脾Qo2ハ 封 照 リ.ンゲ

∠と 氏 液 中 ニ ア リ テ ハ ー8.54ナ リ。1/2。、,置換 液 内

ニ ア リ テ ハ 李 均 一10 .11一 シ テ6.6%ノ 充 進 テ

示 シ、1/2。 置 換 液 内 ニ ア リ テ ・・-9.31ニ シ テ、

9・0%ノt・El'加 テ 見 ル 。 然 ル ニ 全 部 置 換 液 内 ニ ア

リ テ ・・-7・48ニ シ テ、12.4%ノ 減 少 テ 見 タ リ。

次 二 心 筋 二於 ケ ル實 験 ハ僅 カ ニ3例 二過 ギ ザ レ

ドモ 、 屠 殺 後2.5時 間 二 於 ケ ルQo2ノ 封 照 ・・

-2・72ナ リ
。1/2。。置 換 液 内 ニ テ ハ 李 均 一3.00テ

算 シ、1/20置 換 液 内 ニ テ ハ ー2.99ニ シ テ共 二 輕

度 ノ促 進 テ來 シ、 全 部 置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ 李 均

一2 ・32一 シ テ14・7%ノ 減 退 テ 見 ル。 次 二腎 皮

質Q評 ハ封 照 リ ン ゲ ル 氏 液 中 ニ テ ハ5.18ナ ル ニ

全 部 置 換 液 内 ニ テ ハ4.72ニ シ テ8.8%ノ 減 少 テ

見 、1/2。置 換 液 内 ニ テ ハ4.52一 シ テ、 ソ ノ封 照

5・19二 比 シ14・8%ノ 抑 制 テ見 、1/2。 。置 換 液 内

ニ ア リ テ ハ5・68ニ シ テ
、 ソ ノ封 照5.70二 比 シ
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殆 ド不 憂 ナ ル テ見 タ リ。 而 シテ封 照群a,b,c,

ノ李 均 腎 皮 質Q鍛 ハ5.35ナ リ.

之 テ要 ス ル ニ正 常 成 熟 海猿 ノニ、 三臓 器 ノ組 織

呼 吸 ハ腎 皮 質 最 モ大 ニ シテ、 脾 、肝 之 二亜 ギ、

心 筋 ハ極 メテ小 ナ リ。 沃 度 ノ直接 影 響 ハ肝 ハ 量

的 關係 ノ如 何 二拘 ハ ラズ常 二促進 増 加 セ ラ レ且

著 明 ナ レ ドモ、 腎 皮 質 、 脾、 心 筋 ニハ 少 量及 ピ

中等 量 ハ促 進 的 二作 用 シ、 大 量 ニ ヨ リテハ却 ツ

テ抑 制 セ ラル。 又 腎 皮 質 嫌 氣 性 解糖 作 用 二封 シ

テノ・沃 度 ノ少 量 ハ殆 ド無 影響 ナ レ ドモ、 中等 量

及 ピ大 量 ハ抑 制 スル モ ノナ リ。

第 三

第 二節 沃度 ノ結 核海狽 ノ組 織呼吸

拉 二嫌氣 性解糖 作用 二及 ボ ス影響

、 實験第一

Allergieノ 登現ニヨリテ組織細胞 ノ新陳代謝ハ

攣化 テ生ズルモノナル哉 テ研究 セントシテ、膿

重 ノ相接近セル健常海瞑 テ選澤 シ、人型弱毒菌

テ右下腹部二接種 シ、R6mer氏 反磨iノ陽性ナ

ルニ及 ビテ動物 テ屠殺 シテ、以テ沃度 ノ肝、腎

皮質、脾 ノ組織呼吸拉二腎皮質 ノ嫌氣性解糖作

用二及 ボス影響 テ検査 セリ。

1組 織呼吸成績表

表(1)

動
物
番
號

感
染

番習 慧
日

膿重攣化9鵡 解 剖 所 見 呼

吸

槽

辰唖
VF=1.1

C.C
浮游液

膣力攣化mm XO2

cmm.

proStd.

組織乾
量
mg

Qo2

前 時
霧隔 局撫所腺

肺肝罐 30ノ 60,

1肝

1 11 450 470 (+)
20

一 十 十 一 一 一 一

C
-

D
-

E

0,605 i封 照 一15.5 一30 18,150 3.8 一4 .77

0,638 V200置 換 一19 一30 21,173 4.3 一4 .92

0,626 1120 ,, 一10 一19 .5 12,207 2.5 一4 .88

F 0,559 全部" 一13 .5 一23 12,857 3.4 一3 .75

2 12 440 480 (+)
30

一 十 一 一 一 一 一

C 0,605 1/200置 換 一10 一18 .5 11,192 2.2 一一5 .08

D
-

E
一 一

F

0,638 1120 " 一10 一19 12,122 2.3 一5.27

0,626 全 部,, 一20 一38 23,788 3.9 一6 .09

0,559 封 照 一19 一35 19,565 3.9 一5 .01

3 14 450 480 (+)
30

一 十 十 一 一 一 一

C 0,605 1120置 換 一7 一14 8,470 2・3L3・68

D 0,638 全 部,,
一4 一8 5,104 1.4

1

-3 .50

E 0,626 i野 照 一9 一17 10,642 3.4 一3 .13

F 0,559 1/20
。置 換

一6 一14 7,826 2.5 一3 。12

4 20 450 470 (十)
20

一 什 什 十 一 一 一

C 0,605 1/200置 換 一9 一19 11,495 2.5 一一4.59

D 0,638 1/20,, 一12 一27 17,226 3.5 一4.92

E 0,626 全 部,,
一11 一25 15,650 3.5 一4.47

1 F 0,559 封 照 一13 一24 13,416 3.0 一4 .47

5 21 470 510 (+)
40 十 十 十 十 一 一 一

C 0,605 全部置換 一26 一49 29,645 5.6 一5.29

D 0,638 i封 照 一26 一47 29,986 5.6 一5.35

E 0,626 11幻o置 換 一37 一68 42,568 6.8 一6.26

F 0,559 1120,, 一30 一54 30.18615.1 一5.92

∬ 腎皮質

1 11 450 470 (+)
20

一 十 十 一 一 一 一

C 0,605 i封 照 一32 一64 38,720 2.8 一13 .84

D 0,638 11200置 換 一22 一45 .5 29,029 2.1 一13 .82

E 0,626 1120 ,, 一18 一38 23,788 1.6 一14 .87

F 0,557 全部" 一31 一62 34,658 2.8 一ユ2 .3S

2 12 440 480 (+)
30

一 十 一 一 一 一 一

C 0,605 11200置 換 一45 一91 55,055 3.4 一16 .16

D 0,638 1120 ,, 一26 一一53 33,814 2.1 一16 .10

E 0,626 全部" 一25 一一48 30,048 ・2 .1 一14 .10

F 0,559 封 照 一38 一70 40,130 2.7 一14 .86
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"、'

3 14 450,480 (+)
30

一 十十 一 二 一 一

職

C 0,605 1120置 換 一27 一58ら5 35,392 2.6 「-13.61

D 0,63S 全部" 一29.5 一61 38,918 3.6 し一10と807

E 0,626 封 照 一30 一6ユ 38,186 3.β 一11 .57

F
『0

,559 !2m置 換 一33.5

一

一67
噌

37,453 一

6
2.6 ヲー14.40

4 00召 450 470 (十)
十

一 什 甘 十 一 一 一

C
一 ㌍

D
-

E

0,606 11200置 換 一49 .5 一93 56●.265' 4.4 一12
.78

0,638
し

1120 ,, 一47 一88 56,144 4.3 一13
.0ラ

0,626 全部"
一43 一83・ 51,958 4.6 一」1ユ .29

F 0,559 醤 照 一65 一130 72,670 6.5 一11
.18

5

L

21470

:

510 (+)
40 十 十 十 十 一 一 一

C ・0 .605 全部置換 一20 一40 24,200 2.8
、

-8 .64

D 0,638 i野 照 一22 一42 26,796 2.5 一10 .72

E 0,626
、

1/200置 換 一。33 一63 39,438 3.3 一11 ,92響

F 0,559 1/20" 一42 一81 45,279 3.6 一12 .58

皿 脾

1 19 450 430 (一)
30 鼎十 十 十 一 一 一

C 0,605 封 照 一47 一91 55,055 5.8・ 一9 .49

D 0,638

一
1!200置 換 一32 一74 47,212 4.1

一

一11 .51

E
-

F

0,626 η2。"
一42 一88 55,088 5.2 一10 .59

0,559 全 部,,
一31 一68 38,012 3.9 一9 .75

2 20 47隻 460 (一)

10
什 什十 十 一 一 一

C 0,605 封 照 一38 一72 43,560 4.1 一10 .61

D 0,638 11200置 換 一一35 一67 42,746 3.9 一10 .96

E 0,626 1120,, 一36 一71 44,446 4.1 一10 .84

F 0,559 全 部,, 一40 一74 41,466 4.9 一8 .46

3 14 440 470 (+)
30

一 十 十 一 一 一 一

C 0,605 全部置換 一9 一18 10,890 2.0 一5.44

D
-

E

0,638 i封 照 一11 .5 一20 .5 13.】39 1.9 一6.91

0,626 ヲ200置 換 一16 一31 19,406 2.6 一一7.46

F 0,559 112。
,,

一

一7 一14 7,826 1.0 一7.82

4 15 460 490 (十)
30

一 号 十 十 一 一 一

C 0,605 全部置換 一18 一32 19,360 3.2 一6 .05

D 0,638 i野 照 一16 一31 19,618 2.8 一7 .00

E 0.6牙6 1/200置 換 一16.5 一32 20,032
一

2.6
謄

一7.70
一 噌

F 0,559 112n ,, 一17 .5 一37 20,683 2.6 一7.95

5 16 510 530 (+)
20

一 十 十 一 一 一 一

C 0,605 1/20置 換 一29 一58 35,090 4.1 一8 .56

D 0,638 全部" 一22 一43 27,434 3.9 一7 。03

E 0,626 i野 照 一33 一一67 41,942
「4

.9 一」8156

F 0,559 11脚 置 換 一25 一54 30,186 3.1 一9 .73

風

.第 三 表(2)

談 1 2 3 4 5 卒均値 墳減率
%

1肝Qo2

樹 照

11200置 換

1120,,

一4 .77

一一4 .92

一8 .88

全部"

ll腎 皮 膚Qo2

封 照

一3 .75

一5 .01

一5 .08

一5 .27

一6 .09

一3.13

一一3.12

一3。68

一3.50

一4.47

一4.59

一4.92

一4 。47

一5 .35

一6 .26

一5 .92

一一5 .92

一4.54

一4。79

一4 .95

一4.62

(+)5.5

(十 ♪9.0

(十)1.8

11206置 換

1/207P

全 部,,

一13 .84

一13.82

一14.87

一12.38

一14 .86

・-16 .16

一16 .10

一14 .30

一・11 .57

一一14 .40

一13 .61

一10 .81

一一11 .18

一12 .78

一13 .07

一11.2g

一10.72

一11 .92

一12 .58

一8 .64

一12
.43

一13
.81

一14 .05

一11
.48

(+)11.1

(十)13.0

)一)7.6
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m脾Qo。

封 照 一一9 .49 一10
.61 一6 .91 一7.00 一8 .56 一8.5ユ

ら

コ/200置換 一11 .51 一10
.96 一7.46 一7.70 一9 .73 一9.49

(十 ♪11.2

1/20
,～ 一10 .59 一10 .84 一7

.82
一7 .95 一8 .56 一9.15 (+)7.5

1全 部,, 一9 .75

一

一8 .46 一 ろ.44 一6 .05 一7.03 一7.34 (一)13.7

皿 嫌氣性解糖作用成績表
、

第 四 表(1)

感
染
期
間
日

動
物
番
號

阜

樋 饗化9「'解 剖所見 暖

糟 罰 培鴫 鋼 肺晦1響 槽
a

kcO2

VF=

1.Oqa
浮游液

歴 力 攣 化mm.
望

3α 煽6σ13。 ・午6σ

組 織 乾 量
mg・

M21ml

XCO2

cmm.

pro
Std.

Q評

161

172

τ

20

マ

3

214

430

440

470

470

450

460

480

490

)+
20

(

)+
20

)+
10

(

)+
10

(

十

十

十 十

十

十

十

十

B

一
E

一
B

一
E

…
B

一
E

一
B

「
E

0.512

0.593

0.512

0.593

0.512

0.593

0.512

0.593

全部置換

i封 照

全部置換

封 照

封 照

全部置換

封 照

全部置換

十25.5

十19.5

十22

十20

十16

十29

十15.5

十13

十44.5

十29

十41

十38

十26

十55

十6

=「筋

十4

十4.5

十2.5

十6

十28.51十1

十25十4

十8

十8

十6

十9

十4.5

十11

十4

十6

3.5、

2.4

2.8

2.4

3.12.4

』三1一蟹

2塗Li聖
5.114.4

17.661

12.453

16.896

17.297

12.032

24.906

す 召13.sl、2.9。 。

4.614。912.453

5.04

鏑

覇
編
彌
彌
諭
彌

b

151

182

233

44。149。

470

430

480

470

)+
50

(

)+
10

(

)+
40

(

十

一

十

料

}

十

+

一

什

十

B

一
E

一
B

一
E

一

0.5121/20置 換

0.593i封 照
1_

0.5121i/20置 換

0.593謝 照

旦1・・512幽 照
ElO,5931i/,,,、 置 換

十16

十17.5

十25.5

十19

十26.5

十32.5

十37

十27

十191十31

十9十19

十6.5

十8

十7

十3

十 〇

十2

十6。5

十8

十9

十4

十2

十4

3.03.811.0083.67

3.8i4.4

4.44.7

3.63.3
_1_
3・11璽

2.512.5

15.41814.06

14.648

13.639

謡
逐塑

14.84S4.SO
　　

8.88σ3.55

C

1

一

2

一

3

一

4

24

一

25

一

18

一

19

470 510
(+)
40

一

一

十

一

一

十十

一

什

一

十

甘

一

十

一

・・←

,一

十

十

一

十

一

一

一

一

1-1-
1

一

一

一

一

一

一

一

B 0,512 封 照 十15 十33.5 十3 十9 2.5 2.9 13,312 5.32

里

旦

旦

里

旦

旦
F

0,593 1/200置 換 十26 十50 十6 十12 3.7 4.4 24,313 6.30

44り (+)
20

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

0,512 封 照 十21.5 十40 十2 十4 5.2 3.6 19,100 3.66

0,593 1/200置 換 十12 十21.5 十2.5 十3.5 3.3 5.2 11,267 3.77

410 440 (+)
30

0,512 V200置 換 十40.5 十6壬 十10 十12.5 3.6 4.8
{

3.5

28,160 7.82

0,593 i封 照 十28 十47 十5 十9・ 3.1 23,08S 7.44

420 450 (十)
30

什 十
0,512 11200置 換 十26.5 十48 十5 十7 3.3 2.5 19,968 6.05

0,593 封 照 十17 十34 十4 十7 3.0 3.1 15,418 5.14

第 四 表(2)

'

「

浮談 髭
1 2 3 4 卒均

値
塘減卒

%

a

封 照

1塑全部置換

5●窺'叢 欝59

5.045.454.882.714.52(一)7.5

b}

封 照

謝 藩80
4.21

▽2。置 換 嘘3.67 3,333.55 a5、1(一)、6.5
一
C、

封 照
11200置 換 購 講1謙1…ll(+)n.1

」 ■

皿 小 括

實 験 二使 用 セル海 猿 ハ結 核 菌接 種 後 日省淺 ク11

日乃 至25日 ノ モ ノニ シテ、 禮 重 ノ・2頭 テ除 ク

ノ外 、 何 レモ 輕 度 ノ増 加 チ示 シ、R6mer氏 反

慮 陽性 ナ レ ドモ、結 核 性攣 化 ハ剖 見 上腺 、 脾 、

肝 、 肺 等 ノ 内一 或 ハ ニ 、 三 臓 器 二 輕 度 ノ 結 核

(主 トシテ結 節)ラ 謹 明 ス ル ニ過 ギザ リキ。

是 等 ノ成 績 ハ第 三 、第 四 表 二掲 グル如 クニ シテ

肝Qo2ハ 封 照 リンゲ ル氏液 中 ニ ア リテハ ー4.51

ニ シテ、 ・等張NaJ液 ノ1/20。置換 液 内 ニ ア リテ
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バ ー4.79ニ シ テ、5・5%ノ 促 進 テ 見 、1/2。。置 ・換

液 内 ニ ア リ テ ハ ー4.95ニ シ テ、9.0%ノ 檜 加 テ

示 シ、 全 部 置 換 液 内 一 ア リテ ハ ー4.62ニ シ テ 殆

ド無 影 響 ナ リ。 屠 殺 後 約2.5時 間 二於 ケ ル 腎 皮

質Qo2バ ー12.43ナ ル ニ 封 シ、1/2。。置 換 液 内 一

ア リ テ ・・-13.81ニ シ テ 、11.1%ノ 檜 加?示 シ、

1/
2。置 換 液 内 ニ ア リ テ ・・、-14.05ニ シ テ、13・0

%ノ 増 進 テ算 シ、 全 部 置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ 、

-11 .48ニ シ テ、 却 ツ テ7.6%ノ 減 退 テ 見 ル 。

次 二 脾Qo2ハ 封 照 一8.51ナ ル ニ封 シ、1/2。。置 換

液 内 ニ ア リ テ ハ ー9.49ニ シ テ.11.2%ノ 檜 加 テ

示 シ、1/L)。置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ ー9.15ニ シ テ、

7.5%ノ 檜 加 テ、全 部 置 換 液 内 一 ア リ テ ハ ー7.34

ニ シ テ13.7%ノ 抑 制 セ ラ ル ・ヲ 見 ル 。

次 二腎 皮 質Q鉾 ハ 全 部 置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ4・52

・;.シテ ソ ノ封 照4.89二 比 シ テ7.596ノ 減 退 テ認

メ、1/:)。 置 換 液 内 二 於 テ ハ3.51ニ シ テ、 封 照

4.21二 比 較 ス ル 時 ハ16.6%ノ 減 少 テ、1/2。。置 換

液 内 二於 テ ハ5.90ニ シ テ、 ソ ノ封 照5.99二 比

シ11.1%ノt曾 進 セ ラ ル ・テ 見 ル。 而 シテ 封 照

a,b,cノ 腎 皮 質Q評 ハ 李 均4.83ナ リ.

肝、腎皮質及 ピ脾 ノQo2テ 正常海猿 ノ夫等 ト夫

々比較 スル トキハ腎皮質及 ピ脾Qo2ハ 殆 ド差異

ナケレドモ.肝Qo2ハ 僅 カニ促進 ノ傾向認 メラ

ル。沃度 ノ直接的影響ハ腎皮質及 ピ脾Qo,,a,於

テハ正常組織 ノ場合 ト殆 ド同様 ナル作用 テ見 レ

ドモ、肝Qo,,二 於 テハソノ促進度ハ正常組織二

遙 カニ及バズ、殊 二大量 テ用 ヒシ場合 ニハ殆 ド

封照 ト憂 ハラザルテ知 ル。又腎皮質嫌氣性解糖

作用ハ正常組織 ノ場合 ヨリ減退 セルテ見ル。

實験第二

結核性攣化著明ヨシテ、鳳痩甚 シキ海猿 ノ新陳

代謝 テ知 ラント欲 シ、膿重相接近 セル成熟海猿

二強毒人型結核菌 ノ大量 テ皮下二接種 シ、毎3

日二膿重 テ測定 シテ、 ソノ減少最モ著明ナルモ

ノヨリ屠殺 シテ肝及 ビ腎皮質 テ用 ヒテ組織呼吸

テ又腎皮質 シ用 ヒテ嫌氣性解糖作用テ測定セ

リ。而 シテ脾 二於 テハ結核性攣化ハ殆 ド到ル所

二存在 シテ、結核性攣化 ナキ組織片 テ得 ルハ困

難 ナル爲二以後實験 テ行 ハザ リキ。

1組 織呼吸成績表

第 五 表(1)

號1日前

雛 樋 靴 帥 解 剖 局所 呼
吸槽

ko2

VF=1.1

αα
浮游液

歴力攣化mm・ XO2

cmm.

proStd.

組織 乾量
mg Qo2番閣接種實験

1時 陶 癖1麟∫吻1曜 30!
16σ

II肝

1 32 420 340 (一)

80
柵 柵 冊 冊

1

冊 一

腹
膜
炎

C 0,605 i封 照 一14 一29 19,545 3.0 一5 .51

D 0,638 11200置 換 一19 一38 24,244 3.7 一一6 .55

1 E 0,626 120,, 一18 一32 20,032 2.8 一7 .15

F 0,559 全 部,, 一20 一41 22,917 4.0 一5 .74

2

l

l
360 (一)

90
十 柵 冊 柵 十 一 一

C 0,605 1/200置 換 一一15 一32 .5 ⊥9,662 2.3 一・8.55

34 450 D 0,138 1/2
0" 一22 一41 26,158 2.7 一9.68

E 0,626 全 部,, 一13 一24 .5 15,337 2.0 一7.66

F 0,559 i野 照 一25 一45 15,155 2.7 一9.31

3 28 450 330 (一)

120
一 什 冊 柵 冊 一 一

C 0,605 1/20置 換 一19 .5 一39 .5 23,897 3.4 一7 .03

ユ
E

0,638 封 照 一14 一25 15,950 2.8
●

-5 .69

0,626 全部置換 一11 一18 11,268 2.4」 一4 .69

F 0,559 1/200,, 一15 一27 15,093 2.7 一5 .5g

4 29 430 340 (一)
.90

十 柵冊

●

柵 冊

r

一 一

C 0,605 全部置換 一一15 一30 18,150 3.2 一5.67

D 0,638 1/200 ,, 一18.5 一37 23,606 4.0 一5.90

E 0,626 封 照 一19 一38 23,788 3.9 一6 。09

F 0,559 1/20置 換 一19 一41 22,919 3.8 一・6 .03



、

第5號 】 柳澤=組 織呼吸蛇二解糖作用ン研究補遺 325

305 460 360
一
〇〇

,
ー
、
-
占

十 柵 柵 冊

C
下
τ

0.605

0.638

0.628

下 0.559

皿 腎 皮 質

0.605HC

1/2・ 置 換1-13

-7全 部"

1/20(1,,

封 照

一11

一12

一26

一13

一22

一24

15.730

8.194

3・1ヒ5・07

2.6-3.15

19.7723.1

13.416}2.7

一4 .4

一4 .9S

321

342

283

294

305

420 340
、)一

80

〆
k

450

45(

430

460

360

330

340

360

09

、)一

20

(

¶■

)
一
90

(

,

)
一
〇〇

r

-
⊥

帯 冊冊

十 冊

什

冊

柵

十

柵 冊 柵

柵 柵十 鼎

十 柵 冊

柵

冊 惜

腹
膜
炎

下
T
下
C

下
τ
下
C

下
τ
下
D

τ
T
下
C
下
τ
下

0.63ぽ

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.638

0.626

0.559

0.605

0.63S

0.626

0.559

O.605

0.638

0.626

0.559

・樹 照1 一一32 .5

ワ200置 換

1/20 ,,

全部"
1/20置 換

i/200 "

全部"

一41 .5

一32

一35 .5

-32

一一28

一20 .5

i封 照

/300置 換

1封 照

全部置換
1/20"

全部置換
1/?o "

封 照
1/2.t。置 換

封 照
1/2。 置 換

i/2(iO,,

全 部,,

一38 .5

一19 .5

一16

一13

一23 .5

一22

一30

一29

一32 .5

一35

一39

一35

一43

一60

一77

一58

一64

一64

一54

一一38

一一77

一42

一一32 .5

一26 .5

一45

一44

一56

一一56

36.;,OO

49.126

36.308

3ろ.776

38・72i住

34.452

23.788

44.043

25.910

20.735

16,589

25.155

26.620

35.728

35.056

一67 .5137.732

42.350-70

一77

一一i68

一81

49.ユ26

42.56S

l:iill,.279

23

3,1

2.1

2.6

2.6

4
●

の

ヨ

10
召

2.8

2.1

1.6

1.6

1.9

2.6

2.5

2.6

一一15 .78

一15 .29

一17 .29

一13 .75

一15 .66

一14 .32

一11 .33

一14 .66

一12 .10

一12
.96

一10 .37

一一一13 .24

一10 .24

一14 .29

-13 .4S

2。71-13.97

3.6-11.76

3.7

3.3

4.3

一13 .27

一12 .89

一 一10 .53

1肝Qo2

封 照

]

一5.51

1

第

一9 ,31

五 表(2)

314

一5 .69

一5 .59

--7 .03

-4 .69

一6 .09

-5.90

-6.03

-5.67

5

一S .55

-9 .68

-7 .66

一4 .9S

-4.44

-5.07

-3.15

卒均刷

1/20。置 換

ユ/20
"

99部全
腎
照

H

野一

一6 .55

-7 .15

-5 .74

皮 質Qo2

1-15.78

・/2。。藤 一「15 .84

i/2。"i-17 .29

全 部,,1=、3.75

一14.66

一14.32

--15.66

-11.33

一12.96-13.481-11.76

一12
.10--13.97

-13.24-14.29

-10.37-10.24

一12 .S9

-13 .27

-10 .53

一6 .32

-6 .21

-6 .9S

-・5 .38

一13 ・751

-14 .2v,1　 +)3.9

二14冨 巨 ・6・8
-11241'

一

減率
%

)1.5

)10.4

)14.8

)3.9

・6 .8

職

119.1

闇』-______

皿 嫌氣性解糖作用成績表

第 六 表(1)

感
染
期
間
日

動
物
番
號

薩 攣化 解剖所見 暖

蓄種欝 醐 綱 麟 隔1騨
a

kCO,・

VF=

1.Oac

浮游液
膣 力 攣 化mm.

h2 h1

30/160'130!160!

組織 乾 量
mg・

m21m・

XCO,・

cmm

pro

Std.

QMN2

・/・5・・i4嬬 幅 團朴1-H号騰 響 讐 鴫1
.5;辛lll+21+5十2.ろ 十5.5[3.S3.323.42316.16

2・63・1i14・6481璽3

置
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512 520

3ろ6i480

b

480

400

)
一
60

(

)
一
80

(

冊 柵 珊 十十

柵 冊 冊 冊

一A

一B

一腹
膜
炎

B

一旦

0.512

0.593

0.538

0.512

全部置換

i封 照

全部置換

i封 照

十14.5

十16

十28

十36

十29.5

十35

十44.5

十58.5

十 〇.5

十5

十7

十7

十3

十10

十12.5

十12.5

3.4

3.3

4.4

5.1

3.4

4.3

5.9

6.1

13.566

16.307

19.099

2尋.576

3.99:

繭
覇
姫

2炉り] 520

一[-

500253

315Si470
C

440
)

一
80

(

44・1(60)

、420[
)

一
50

(

柵 冊 柵 柵

冊

柵 判十判十柵

B

一E

A

一
B

一
A

一
B

0.512

0.593

0.53S

0.512

0.ろ38

0.512

1/20置 換

i封 照

1/20置 換

封 照

封 照
1/2。 置 換

十27

十38

十25

十17

十23.5

十1S.5

十45

十61

十45

十36

十40

十34

十5

十5

十8

=「蕊

十9

十6

十9

十7

十14

十11

十12

十9.5

4.4

5.7

蕊
4.0

3.7

3.6

3.3

茄
藁
5.1

3.5

蔦

17.40S

29。650

16,140

14080

14.526

13.312

4.2

痂
薦
繭
3.93

3.69

・5549・4・・量 二1!1±1!1!1-一金0●538螺
十27十47→-7十114.13.818.5304.59

0.5121i/200置 換 十29十49十5十8.54.24.320.7364.9・

56

一

57

[

582

一

3

一

4

480440(一)40

1

十十柵

_Ll

-1柵

1--

1(50)紳

冊

一

冊1柵L
一

_全
」}

」生

」墜

」窒
B

0,538
-『
0,512

i封 照 十16 十33 十5 十7 3.7 3.6 73,989 3.88

1120。置 換 十16 十30 十1 十3 3.2 3.0 13,824 4.32

500450(一)50
0.538i封 照 十23 十44 十2.5 十5 4.7 4.3 20,982 4.46

柵惜
一 一

柵

一 一

十 十

一

一

一,

一

0.5121/20。 置 換 十32 十59 十4。6 十6 4.7 4.8 27」36 5.77

460400
0.538i封 照 十21 十39.5 十5.5 十8 4.3 3.3 15,602 3.63

0.512脆m置 換 十23 十35 十5。5 十7.5 3.8 3.5 13,824 3.64

第 六 表(2)

＼ 鑑kl,
浮游液'＼

[

2

1
a

i封 照6.1614.93
1[一

全 部 置 換5.63β.99

b

樹 照 5.2013.52

ワ2。置 換
14

,243.36

C

封 照14・5913・8S

112謂 換 匡93i4詔

9
0 4 平均 培減率

値%

全部置援 講 漸)賄H瑠i(一)、2.、

1_1些1

3.76(一)10.8

m

海 狸 二張 毒人 型 菌 ノ大 量 テ接 種 シテー 定 期 間 ノ

後 膿 重 ノ減 少著 明 ナル モ ノヨ リ屠 殺 シテ、肝 拉

ビニ腎 皮 質 ノ組 織 呼 吸及 ビ腎皮 質 ノ嫌 氣 性 解糖

作 用 二及 ボ ス沃 度 ノ作 用 テ検 シテ第 五 、 第 六 表

テ得 タ リ。 本 試 験 二使 用 セ ル 海 瞑 ハ 接 種そSZL'8

乃 至58日 ノモ ノニ シ テ 騒 痩 甚 シ ク、禮 重 ハ50

乃 至1209.ノ 減 少 テ示 シ、 内臓 殊 二、 脾 、 肺 、

肝 ニ ハ剖 見 上 何 レモ多 ク ノ結 節、 張 度 ノ乾 酪 性

攣 化 ラ認 メ.嫁 二肝 、 腎 ニハ著 明 ナ ル脂 肪 ノ異

常 沈著 テ認 メ タ リ。 本 群 二属 スル海 狽 ハ強 度 ノ

結 核 ノ爲 メ ニ實験 二先 チ死 亡 セル モ ノ多 数 二上

レ リ。 斯 ク ノ如 ク結 核 性 攣 化著 明 ニ シテ、 死 期

繍 換膿 諜 寄購 端 凹?.,
小 括

近 キ テ思 ノ・シ ム ル ガ 如 キ 海 狽 ノ肝Qo,,バ ー6.廻

テ算 シ、1/2。。NaJ液 置 換 液 内 ニ ア リ テ ハ ー6.21

ニ シ テ 殆 ド不 憂 ナ ル ヲ 見 、 】/2。置 換 液 内 二於 テ

ノ、-6.98ニ シ テ、10.4%檜 加 シ、 全 部 置 換 液

内 一 ア リ テ ハ ー-or・38ニ シ テ、 却 ツ テ14.8%ノ

下 降 七 ラ ル ・テ 認 メ タ リ。 次 二屠 殺 後 約2.5時

間 二 於 ケ ル 腎 皮 質Qo,バ ー13.75テ 算 シ、 コ/2。u.

置 換 液 内 二 於 テ ハ ー-14.29ニ シ テ、3.9%ノ 檜 加

テ示 セ ドモ、 余 ノ技 術 上 、 誤 差5.0%以 内 ア リ

テ 、 不 憂 ナ リ ト見 倣 サ レ、1/2。 置 換 液 内 ニ ア リ

テ ハ ー11.69ニ シ テ6.8%ノi曾 加 テ 示 シ、 全 部

置 換 液 内 二於 テ ハ ー11.2+一 シ テ 、18.1%ノ 下

降 テ示 セ リ。

次 二 腎 皮 質Q評 ハ 封 照 リ ン ゲ ル 氏 液 中 二 於 テ ハ

5,30ナ ル ニ 、 全 部 置 換 液 内 二4.63ニ シ テ 、12・3

%減 少 セ ラ レ、1/:)、,置換 液 内 二 於 テ ハ3.76ニ シ

テ、 ソ ノ封 照 一1.22二 比 シ テ10.8%ノ 減 少 テ、

1/L・
u、,置換 液 内 二於 テ ハ4.66一 シ テ 、 ソ ノ 封 照

4.14二 比 シ、12.5%ノ 上 昇 セ ラ ル ・ テ見 ル。 而

シ テ全 封 照 群 ノ腎 皮 質Q貯 ハ 李 均4.55ナiJ -。一

依 是 観 之 結 核 性 攣 化 甚 ダ 強 度 ナ ル 動 物 ニ ア リ'テ

ハ正 常 又 ハ感 染 初 期 ニ シ テ結 核 性 攣 化 輕 度 ナ ル
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動物二比 シテ、組織呼吸ハ却 ツテ増加 ラ示 シ、

又沃度 ノ直接影響 モソノ趣 ヲ異ニシ、大量ハ肝

二於 テモ抑制 セラレ、腎皮質 二於 テモ抑制度増

強セラル ・ノ事實 テ確認セリ。而 シテ腎皮質 ノ

嫌氣性解糖作用ハ結核 ノ進行 ト共二低下 シ、沃

度 ノ直接影響 ハ正常組織 ノ場合二少量ハ殆 ド無

影響ナルご比 シテ梢 ヒ著明二促進セラル ・テ知

ノレo

實験第三

結核性攣化著明ナレドモ、罷i重ハ菌接種前二比

シテ大差ナキ海狽 ノ組織呼吸テ知 ラント欲 シ、

前實験 二使用 シタル海猿群 ノ省生存 セルモ ノテ

使用 シ、肝及 ピ腎皮質 ノ酸素浦費量テ測定 シ、

併セテ沃度 ノ作用テモ検査セリ。

1組 織呼吸成績表

第 七 表(1)

馨
號 一日

感染

期間
盟重攣化9浩 解 剖 所 見 呼

吸
槽

ko2

VF=1.1

C.α

浮游液
塵 力攣化mm. XCO2

cmm.

proStd.

組織乾量
mg・ Qo。

6

網欝瞳 暑1鋼嫡圏讐 3び16σ

lI肝
邑

1⊥ 51 410 440 (十)
30 柵 榊 冊 冊 什 一 一

C 0,605 全部置換 一16 一33 19,965 3.2 一6 .24

D 0,638 1/20 ,, 一18 一36 22,968 3.1 一7 .41

E 0,626 1/200・ ・
"

一3Q 一59 36,934 4.9 一7.53

F o,559 i封 照 一28 一一57 31,863 4.5 一7.08

2 52 500 470 (一)

30
柵惜 冊 冊柵 一 一

C 0,605 i封 照 一19 一38.5 23,292 3.6 一6 .49

D 0,638 全部置換 一29 一60 38,280 5.3 一7 .22

E 0,626 1/20 " 一26 一54 33,804 4.4 一7 .69

F 0,559 1/2m ,, 一28 一56 31,863 4.2 一7.58

3 53 420 510 (+)
90 赫 冊 珊 卦 十 一 一

C 0,605 11200置 換 一14 一29 17,595 2.8 一6 .26

D 0,638 樹 照 一12 .5 一25 16,950 3.1 一5 .14

E 0,626 全部置換 一20 一39 24,414 4.2 一5 .81

F 0,559 1/2
。,,

一21 一42 23,478 3.8 一6 .81

4 55 500 510 10 冊 十十冊 柵 什 一 一

C 0,605 1/20置 換 一15 一29 .5 17,845 2.5 一7.14

D 0,638 塾]L
封 照

一11 一21 13,398 2.0 一6.68

E
-

F

0,626 一11 .5 一21 .5 13,457 2.0 一6 .73

0,559 全部置換 一16 一29 16,211 2.2 一6 .00

皿 腎 皮 質 ・、

1 51 410 440 (+)
30 珊 柵 冊 冊 十十

一一 岬

CO.605全 部 置 換 一36-7243.5603.5-12.44

Do.6381/20,,-38-7648.4883.4-14.22

EO.6261/200;,-38.5-7748.2023.4-14.18

FO.559封 照 一34--6738.0122.8-13.57

2 52 500 470 (一)

30
柵 柵柵 一 一

CO.605i封 照 一29-5835.0902.5-14.04

DO.638全 部 置換 一29-5434.4522.9-11.88
柵1柵

}

EO.6261120,,-44-8754.4623.6-15,13

FO.5591120n,,-39-7843.6022.7-15.78
CO.6051!200置 換 一25--4929.6452.0--14.82

35342・5・ ・(十90)++柵 什+

455500510 10冊 十十柵 柵

DO.63S封 照 一30-5736.3662.6-13.98

EO.626全 部 置 換 一30.5・-53.533.4912.8-11.96

FO.55gl/20,,-32-6033.5402.2-15.2

CO・6051120置 換 一26・5-5332・0652・61-12・3

DO.6381/200,,-27-5535.0902.7-13.26十十 一

耳0・626封 照 一25-5433・8042.7-12.

FO.559全 部 置 換 一32-6134.0992.9-11.7
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濃l
I肝Qo2

i封 照

1/200箭 換

]120
,,

全 部,,

ll

封,照

1!200置 換

1120
,,

1

一7.08

-7.53

-7 .41

-6 .24

腎 皮 質Qo,・
一13.59

-14.18

-14.26

2

第 七 表(2)

一6 .49

-7.58

-7 .69

-7 .22

一14 .04

-15.78

-15.18

3

一5.14

-6.26

-6.18

-5.81

一13 .98

-14 .82

-15 .24

i 4

一6.73

-6.68

-7.14

-6.00

一12 .44

-13 .26

-12 .33

1卒 均値1

一6.36

-7.01

-7.10

-6.32

全 部,,
一12 .44 一11 .88 一11 .96 一一11 .73

一13 .51

-14 .51

-14 .24

皿 小 括

上 表 二示 ス ガ如 ク本實 験 二使 用 セル海 狽 ハ結 核

性攣 化 バ カ ナ リ強 度 ナ レ ドモ、 肝 ノ病 攣 ハ前 實

瞼 ノ夫 レ ヨ リ概 シテ輕 度 ニ シテ、 艦 重 ハ1頭 ハ

僅 カ ニ減 少 ス レ ドモ、 他 ハ何 レモ檜 加 ラ示 シタ

リ。 是等 ノ海狽 ノ肝Qo2バ ー6・73一 シテ、JNa

液1/200置 換液 内 ニ ア リテハ ー7。01ニ シテ10.2%

1/
2。置 ・換液 内 ニ ア リテハ ー7.10ニ シ テ11.6%ノ

増 進 ラ見、 全 部 置 換液 内 ニ ア リテハ ー6.32ニ シ

一12 .00

壇 減 …奪
%

(+)10.2

(+)11.6

(一)0.3

(十)7.2

(+)5.3

(一)11.1

テ大 差 ナ シ。 次 二腎皮 質Qo2バ ー13.51ニ シテ

1/
2。。置換 液 内 ニ ア リテハ ー-14.51ニ シテ7.1%、

1/
20置 換 液 内 ニ ア リテハ ー14.24ニ シテ5.3%ノ

促 進 テ共 二示 シ、全 部 置 換 液 内 二於 テハ ー12.00

一 シテ、11.1%ノ 減 少 テ見 ル。 依 之 内臓 二 ヵナ

リ強 度 ノ結 核 テ詮 明 シ、 禮 重 ハ概 シテ術著 攣 ナ

キ場 合 ニモ組 織 呼 吸 ハ檜 進 シ、 且 沃 度 ノ直接 影

響 ハ肝 二於 テ ハ促 進 度 少 ナ ク、 腎皮 質 二於 テモ

亦 促 進 度 減 少 セ リ。

第四章 総括及ビ批判

本 實 験 ハ結 核 個 罷 ハ新 陳 代 謝 ノ異 常 テ招來 ステ

フ事 實 二立 脚 シテ、 直 接 結 核 性 病 攣 テ蒙 ラザ ル

組 織 細胞 モ果 シテ新 陳代 謝 ノ異 常 テ來 シ居 ル モ

ノナ ル哉 、 又緒 論 二述 ベ タル ガ如 ク結 核個 艦 ト

密 接 ナル 關 係 ニ アル沃 度 ハ コ ノ際 直接 細胞 ノ新

陳代 謝 二影 響 テ及 ボ スモ ノナ ル哉 ラ決 定 セ ン ト

シテ企 圖 モ ル モ ノニ シテ、 等 張NaJ液 ノ任 意

量 テ リンゲ ル氏 液 中 ノNaCl液 ト置 換 シテ、 正

常 拉 二病 機 テ異 一 スル結 核 海 瞑 ノ主 トシテ肝 、

腎 皮 質 、 若 干 ハ脾 、 心 筋 テ使 用 シ、組 織 呼 吸 ラ

.又腎 皮 質 テ用 ヒテ嫌 氣 性 解 糖 作 用 テ測 定 シテ、

上 述 ノ如 キ成 績 二到 達 セ リ。 之 テ絡 括 シテ考察

ヲ下 サ ンニ

(1)正 常成 熟 海猿 ノ肝 、 腎皮 質 、 脾 、 心 筋 ノ組

織 呼 吸 ラ 測 定 セ ル ニ肝 バ ー4.14、 腎 皮 質 バ ー

11.78、 脾 バ ー8.54、 心 筋 ・・-2.72ラ 得 タ リ。

Batelliu.SternハP.Phenylendiaminテ 使

用 シテ、 諸 組 織 ノ酸 素 清費 量 ラ測 定 シテ、 酸 化

酵 素 ノ強 弱 多 寡 テ論 ジテ、 磯 、 赤 血 球 、 心 筋 、

腎 、 肝 ノ順 序 テ得 、Vernonノ ・心筋 、 舌筋 、横

隔 膜 、 腎 皮 質 、 大 拶 灰 白質 、 横 紋 筋 、 滑 李 筋 、

肝 、 肺 、 脂 防 組 織 ノ順 二達 シ、 進 ハ 心、 腎 、大

磯 、横 紋 筋 、 肝 、 肺 、 脾 ノ如 キ順 序 二達 セ リ。

然 レ ドモ氏等 ノ方 法 ハ何 レモ色 素 ノ還 元 法 ニ ヨ

リ テ得 タル成 績 ニ シテ、 細 胞 ノ活 動 ニ ヨ リ分 子

状 酸 素 ガ有 機物 質 テ燃 焼 セ シム ルLavoisierノ

云 フ狭 義 ノ呼 吸 作 用 トハ固 ヨ リソ ノ意 義 テ異 ニ

ス ル モ ノニ シテ、Warburg法 ニ ヨル諸 家 ノ諸

組 織 ニ ヨル成 績 テ見 ル ニ、 上 掲 四臓 器 ノ酸 素 消

費 量 ノ張 弱 ハ余 ノ成 績 トー 致 セ リ。 而 シテ コ ノ

際 沃度 ノ直 接 影 響 テ見 ル ニ肝 ノ酸 素 清 費 量 ハ沃

度 ノ多 寡 二拘 ハ ラズ19%乃 至31%ノ 上 昇 テ示

セ ドモ、 腎 皮 質 、 脾 、 心 筋 等 ニ ア リテ ハ分 量的

差 異 ニ ヨ リ テ、 ソ ノ作 用 テ異 ニ スル テ認 メ、 即
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チ少量 及 中等 量 ハ 明 カニ檜 加 スル モ大 量 ハ逆 二

減 退 セ ラル ・ラ知 リ得 タ リ.細 田 ノ「ラ ツテ」ノ

腎、 中 井 ノ海 猿 ノ腎 二於 ケル成績 テ見 ル ニ、 雨

氏 モ沃 度 ハ置 換 量 ノ多 寡 ニ ヨ リテ ソ ノ作 用 テ異

ニ スル コ ト、 即 チ微 量 及 ビ大 量 ハ抑制 シ、 中等

量 ハ促 進 スル コ トテ認 ノ タ リ。 余 ハ雨 氏 ノ如 ク

微 量 ハ用 ピザ レ ドモ、 他 ノ量 二於 テハ 概 シテ同

様 ナル成 績 二達 セ リ。 次 二正 常 海 狽 ノ腎皮 質 嫌

氣 性解 糖 作 用 二封 シテ ハ、 沃 度 ノ少 量 ハ該 機 轄

二殆 ド無 影響 ナ レ ドモ、 大 量 及 ビ中等 量 ハ抑 制

スル テ知 リ得 タ リ。 コハ細 田、 中 井雨 氏 ノ成 績

ニー致 ス ル所 ニ シテ、 沃 度 ガ細 胞 ノ 「ヱ 子 ル ギ

ー」 登 生 機 轄 二封 シテ直 接 關 與 シ
、而 カ モ ソ ノ

分量 的 差 異 ニ ヨ リテ作 用 テ異 一 スル コ トハ臨 林

上 ノ経 験 ト相 倹 チ テ極 ノ テ興 味 アル コ ト ・云 フ

ラ得 ベ シ。

(2)先 進 諸家 ノ業績 ニ ヨ レバ、 結 核 個 膿 ノ新 陳

代 謝 ハ ソ ノ病型 、 病機 ノ如 何 ニ ヨ リテ異 ナ ル モ

ノニ シテ、 從 テ結 核 個 罷 ノ代 謝 機 轄 テ攻 究 ス ル

ーハ是 等 ノ事實 テ考 慮 スル コ トハ極 多テ重 要 ナ

ル コ トナ リ。 余 ハ正 常成 熟 海狸 二弱 毒人 型 菌 テ

接 種 シテ、 短 期 間 ニ テR6mer氏 反 慮 テ検 シテ

試 獣 ノ結 核 二罹 患 セル コ トテ極 メ、 該 反 慮 ノ陽

性 ナ ル モ ノニ就 キ テ實 験 ラ施 行 セ ル モ ノナ リ。

帥 チ本 實 瞼 ノ海 猿 ・・感 染 後11乃 至25日 ノモ ノ

ニ シテ、 各 動 物 ノ結 核 病 攣 ハ極 メ テ輕 度 ニ シ テ

膿 重 ハ爾 増 加 テ示 ス モ ノナ リキ。 カ ・ル 海狸 ノ

肝 呼 吸作 用 ハ正 常肝 ノ夫 レニ比 シ大 差 ナ ケ レ ド

モ、 僅 カ ニ促進 ノ傾 向 ガ窺 ハル、 又 腎 皮 質 、 脾

ノ組 織 呼 吸 ハ正 常 ノ場合 二比 シテ殆 ド差 異 アル

テ認 メ得 ザ リキ。 次 二腎 皮 質 ノ嫌 氣性 解糖 作 用

ノ・正 常 組織 ノ夫 レヨ リ 僅 カニ 減 退 セ ル テ得 タ

リ。

而 シテ沃度 ノ分 量 的 差 異 ニ ヨル直 接 影響 ハ腎 皮

質 蚊 二脾 ノ組 織 呼吸 二封 シテハ正 常 組 織 ノ場 合

ト比 較 シテ著 憂 ナ キ テ肯 定 シ得 ラル レ ドモ、肝

二於 テ ハ大 イニ ソ ノ趣 テ異 ニ シテ
、 正 常肝 ニ ア

リテ ハ沃 度 ニ ヨ リテ該 作 用 ハ著 明 二促進 セ ラル

レ ドモ、大 量 ニ ヨ ル ソ ノ促 進 度 ハ少 量 ニ ヨル モ

ノ ヨ リモ小 ナ リ。 然 ル ニ結 核 罹 患 海狽 ノ場 合 ニ

ハ ソ ノ促 進 傘 極 メテ低 久 殊 二大 量 置換 ノ際 ニ

ハ封 照 ト異 ナ ラザ ル ラ知 レ リ。 又 腎皮 質 ノ嫌 氣

性 解糖 作用 二封 シテハ正 常 組 織 ニ テ ハ沃 度 ノ小

量 ハ殆 ド無 影 響 ナル ニ拘 ハ ラズ、 結 核個 禮 ノ場

合 ニ ハ輕 度 ナガ ラ促 進 セ ラル ・ヲ見 タ リ。 斯 ク

ノ如 クニ シテ沃 度 ノ大 量 ハ正 常組 織 呼 吸及 ピ解

糖 作 用 ニハ抑 制 的 二作 用 セ ン トスル傾 向 ラ有 シ

結 核 動 物 ノ殊 二肝 組織 呼 吸 二於 テ ハ コ ノ大 量 ニ

ヨル抑 制 的 作 用 ガ少 量 ノ沃 度 ニ ヨ リテ既 二現 ハ

レ、 且腎 皮 質 嫌 氣 性 解糖 作用 二於 テ、 少 量 ニ テ

促進 的作 用 テ見 ル ・・結 核 個 艦 ノ組 織 機 能 ハ正 常

個 膿 ノ場 合 ヨ リ沃度 二封 シテ過 敏 ナ リ ト云 フ テ

得 ベ シ。

(3)次 二急 性進 行 性結 核 ニ ア リテハ組 織 ハ果 シ

テ新 陳代 謝 障碍 テ惹起 セ ル モ ノナ リ哉 否 ヤ テ知

ラ ン ト欲 シテ成熟 海狽 二強毒 人 型 菌 テ接 種 シ テ

ー定 時 日 ノ後
、 艦 重 ノ減 少著 シキモ ノヨ リ屠 殺

シテ實験 テ行 ヘ リ。 即 チ本 實 験 二使 用 セル海 猿

ノ・接 種 後37乃 至58日 テ経 過 セ ル モ ノー シテ、

禮 重 ハ50乃 至120g.ノ 減 少 テ示 シ、諸 臓 器 ニ ハ

急 性 進行 性、 滲 出性 、 増 殖 性 病 竈 ラ呈 シ、 朗 旨

肪 沈 著 等 ノ退 行 性 憂 性 ラ認 メ タ リ。 斯 ク ノ如 キ

高 度 ノ鳳 痩 、 高 度 ノ結 核 性 病 攣 ラ示 セ ル海 瞑 ノ

肝 、 腎皮 質 ノ結 核 性 攣 化 ナ キ組織 テ選 ビテ實 験

ラ行 ヘ ル ニ肝Qo2ハ ー-6・36、腎 皮 質Qo2バ ー

13,51ニ シテ明 カ ニ正 常 肝 拉 二腎皮 質Qo2二 比

シテ充 進 セ ラル ・テ知 リ得 タ リ。更 二腎 皮 質 ノ

嫌 氣 性解 糖 作 用 ハ正 常 組織 ノ場 合 ヨ リ却 ツ テ減

少 セ ラル ・テ見 ル。而 シテ コ ノ際 沃 度 ノ直接 影

響 ハ沃 度 置換 量 ノ多 寡 ニ ヨ リテ異 ナ ル所 ニ シテ

大 量置 換 ノ際 ニ ハ肝 及 ビ腎皮 質 共 二梢 ヒ著 明 二

抑 制 セ ラ レ、 少 量 ニ テ ハ殆 ド不 攣 、 中等 量 ニ テ

雨 者 共 二輕 度 ノ上 昇 テ示 セ リ。 次 二腎皮 質 嫌 氣

性 解 糖 作 用 二封 シテハ 少 量 ハ促進 ス レ ドモ、 中

等 量 、大 量 ハ抑 制 セ ラ ル ・テ認 メ タ リ。

(4)前 實 験 二使 用 セ ル海狸 群 ノ尚 生 存 セル モ ノ

ニ シテ、盟 重 ノ攣 化著 明 ナ ラザ ル モ ノテ選 ビ、

肝 及 腎皮 質 二就 キ組 織 呼 吸 テ検 シタ リ。 之 ハ繍
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痩ハ異化作用 テ大ナラシムルー因子ニアラザル

カテ考慮 シタレバナリ。然ルニソノ結果ハ肝、

腎皮質共二酸素清費量ハ前同二比 シテ殆 ド大差

ナカリキ。然ルニ沃度 ノ直接作用ハ肝、腎皮質

共 二少量及 ピ中等量ハ促進 シ、大量ハ肝 二於テ

ハ不攣、腎皮質 二於 テハ稽 支著明二抑制 セラル

ルテ見ル。

上掲 ノ如 ク結核感染初期ニシテ、結核性攣化僅

微ナル海猿 ノ組織呼吸ハ正常組織呼吸 トハ大差

ナク、又嫌氣性解糖作用モ僅 カノ低下 ラ思ハス

程度 ニシテ大差 ナシトス可 シ。是從來諸家 ノナ

セル結核症 ノ新陳代謝 ト比較封照 スルニ輕症ニ

アリテハ殆 ド攣化テ蒙 ラザルト云 フ結果 トヨク

ー致セルラ知 リ得 タリ。然 レドモ結核性攣化甚

グ著明 シテ、臓器二脂肪攣性等 ノ如キ退行性攣

化テ呈 シタル如キ場合ニハ大 イニ趣ヲ異ニシ結

核性疑化 テ認 メザル部分 ノ肝組織及腎皮質 ノ酸

素清費量ハ著明二上昇 セリ。 コハ余 ノ期待二反

スル所ニシテ、 三木、 中村 ハ種々ナル細菌毒

素、諸種 ン無機毒物若 シクハ排泄管結紮ニヨリ

テ脂肪攣性等 ノ如 キ退行性攣化 ラ起サシムル時

ハ組織呼吸 ノ減退 テ謹明 シ、更 二鈴木ハ清化器

系統 ノ組織呼吸ハ諸種毒物二因 スル脂肪攣性 ノ

程度二慮 ジテ減退 セルコ トテ詮明セリ。又岩澤

ハ坐骨紳経切断後初 メ筋肉 ノ組織呼吸及 ビ解糖

作用 ハ檜加スルコ トテ述ベタリ。然ルニ稻田ハ

腎別出後一定 ノ経過 二磨 ジテ肝 ノ組織呼吸ハ檜

大 シ、而 ヵモコノ際肝實質細胞 ニハ著明ナルー

定 ノ退行性憂化 ヲ認メタリト。沓掛 ハ解剖學的

組織學的見地 ヨリ結核屍二屋 ≧見ル脂肪肝 ハ肺

呼吸面 ノ減少ニヨル酸化抑制ニヨルヨリモ、寧

ロ肝細胞二於ケル脂肪分解作用 ノ抑止二因スル

モノナル事 ヲ力説 セリ.斯 クノ如 ク退行愛性 ノ

徴 ト見ルベキ脂肪攣性ハ組織呼吸減退 ノ誘因 テ

ナスモノナレドモ、他方他 ノ臓器若 シクハ組織

ノ機能減退或ハ脱落テ招來セル如 キ場合 ニハ脂

肪攣性 セル組織 ト錐 モ、術且機能減退又ハ脱落

組織 ノ代償 トシテ機能昂進 テ招來シ、延 ヒテハ

組織呼吸モ促進 スルモノナリト解 セラルベシ。

余 ノ實験 二於 テ モ、脾 、肝 、肺 、腺 等 二乾 酪 性 壊死

竈 テ見 ル コ ゼ多 ク、 從 テ結 核 性攣 化 ナ キ部 分 ノ

肝 組 織 腎 皮 質 組 織 ハ脂 肪 憂 性 テ呈 ス ト錐 モ、

尚 壌 死 竈 ノ代 償 トシ テ「ヱ 子 ル ギーJ登 生 二重大

役 割 ラ演 ズル酸 化 機 能 ノ昂 進 テ來 スモ ノ ト思 考

セ ラル ベ シ。 更 二糖 代 謝 ハ諸 種 ノ要 約 二支 配 セ

ラル レ ドモ、 解 糖 作 用 ガ ソ ノー 因子 タ ルハ言 ラ

倹 タザ ル所 ニ シテ、 結 核 個 膿 二於 ケル含 水炭 素

代 謝 二關 スル諸 家 ノ成績 バー 致 セ ザ レ ドモ、

實 験 成 績 ニ ョ レバ結 核 ノ進 行 ト共 二組 織 ノ解

糖 作 用 ハ低 下 セ ル モ ノナ リ ト解 セ ラル。 余 ノ既

二周 知 ノ如 ク 沃 度 ハ 甲状 腺 ノ 主 成 分 テ ナ スモ

ノニ シテ 甲歌 腺 ハ叉結 核 トハ特殊 ノ關 係 ニ アル'

コ トモ夙 二知 ラ レタル所 ナ リ。 從 テ沃 度 ト結核

トノ關 例 ヲ確 ム ル ニ ハ先 ヅ 甲歌 腺 ト結 核 トノ因

果 關係 二就 キ 述 ブル ノ要 ア リ。Turban,Saa。

thoff,Chowstek,Pialokur,Massuru.a.ハ

肺 結 核 ハ 甲歌 腺 腫 又 バ バ セ ドー 氏 病 トハ 合併 ス

ル コ ト多 ク、 コハ肺 結 核 患 者 ガ甲歌 腺 機能 充進

症 ト同様 ナ ル症 状 テ呈 ス ル事實 ト共 二雨 者 ノ關

係 ラ暗 示 スル モ ノナ リ ト述 べ、 高 橋 モ肺 結 核 患

者 ノ甲駄 腺 ガ結 核 菌 毒 ノ刺戟 ニ ヨ リ機能 充進 セ

ラル ・コ トテ力 設 セ リ。 弦 二於 テ余 ノ實 験 ノ示

セ ル如 ク沃 度 ノ少 量及 ビ中等 量 ガ ー般 正 常 組織

ノ酸 素 消 費 量 テ檜 強 セ シム レ ドモ、 結 核 性 攣 化

高 度 ナ ル海 狽 ノ結 核 病 攣 テ認 メザ ル部 分 ノ組 織

♪酸 素 浦費 量 ハ沃 度 ニ ヨル檜 強 卒i妙 ナ ク、 且大

量 ヲ使 用 セル際 ニ ハ正 常 組 織 ヨ リハ ヨ リ著 明 二

抑 止 セ ラル ・ノ事 實 ・・之 テZondecku.Wislie-

kiノ 實 験 ト 比較 考 察 スル トキ ハ眞 二 興 味 アル

事 ト云 ヒ得 ベ ク、 又 菊 地 モ少 量 ノ沃 度 投 與 ハ肺

結 核 患 者 ノ充 進 セル基 礎 代 謝 テ抑 止 スル コ トヲ

述 くごタ リ.斯 ク ノ如 ク ー シテ余 ハ沃 度 ハ 直接 組

織 ノ酸 化 及解 糖 雨 作 用 二影 響 ヲ及 ボ シ、 ソノ作

用 ハ分 量 ノ多寡 ニ ヨ リテ異 ナ リ、 且組 織 ノ酸 化

作 用 充進 セ ル如 キ場 合 ニ ハ却 ツ テ抑 制 セ ン トシ

組 織 ノ解 糖 作 用 ガ減 退 セ ル如 キ場 合 ニ ハ少 量 ハ

明 カニ之 ラ充 進 セ シメ ン トスル傾 向 アル コ トチ

窺 フニ足 ル。 叙 上 ノ根嫁、ヨ リ結 核 個 艦 ニ ア リ テ



第5號 】 柳ta・=組織呼吸誼 二解糖作用 ノ研究補遺331

ハ組織細胞夫 レ自膣ガ機能漿調 ラ來 シ、且沃度 核個膿 ノ組織ハ正常組織 トハ異ナル反慮度テ現

ノ如 キ特殊 ナル關係ニアル物質 二封 シテハ、結 ハス ト言 フモ敢 テ過言 ニアラザルベキヲ信 ズ。

第 五 章 結 論

(1)正 常成熟海狽 ノ肝、腎皮質、腺 心筋 ノ組 増殖性デ滲出性病攣ラ有 スル海狸 ノ腎皮質及 ビ

織呼吸テ検 シタルニ、 ソノ呼吸卒ハ腎皮質最モ 肝 ノ未ダ結核病攣ナキ組織片 ノ呼吸作用ハ正常

大ニシテ脾、肝之二亜ギ、心筋ハ極 メテ小ナ 組織 ヨリハ旺盛 ニシテ促進著明ナリ。且沃度 ノ

リ。 直接作用モ正常組織 トハ異ナリ、腎皮質、肝共

(2)是 等 ノ諸臓器 ノ組織呼吸二及ボス沃度 ノ直 二中等量ニテハ輕度 ノ促進 ヲ見 レドモ、大量ハ

接影響ハ肝ニアリテハ分量ノ如何 二拘ハラズ著 梢 丸著明二之ラ抑制 スルコ トテ知 リ得 タリ。

明二促進 セシメ、他臓器ニアリテハ少量及 ビ中(7)結 核罹患動物 ノ腎皮質嫌氣性解糖作用ハ低

等量ハ促進 セシムレドモ、大量ハ却 ツテ之 テ抑 下 シ、沃度 ノ少量ハ之 テ促進 シ、中等量及 ビ大

制 セシム。 量 ハ抑制 ス。

(3)沃 度ハ正常腎皮質 ノ嫌氣性解糖作用ニモ直(8)諸 臓器 ニカナ リ高度 ノ進行性増殖性、滲出

接影響 ヲ與へ 少量ハ殆 ド影響 テ及ボサザ レド 性病竈 テ有 スレドモ、禮重 ノ慶化著明ナラザル

モ、中等量及 ビ大量ハ之 テ抑制ス。 海猿 ノ肝及 ビ腎皮質 ノ未ダ結核病攣ナキ組織片

(4)結 核感染初期 ニシテ、結核性攣化僅微ナル ノ呼吸作用ハ同様 二著明二充進 セラル ・.コ ノ

海狸 ノ腎皮質及 ピ脾ノ組織呼吸ハ正常海猿 ノ夫 際沃度ノ少量及 ビ中等量ハ之 テ促進 スレドモ、

レニ比 シ、殆 ド攣移ナケレドモ、肝二於テハ僅 大量 ノ場合ニハ肝 二於テノ・殆 ド不攣 ニシテ、腎

カニ促進ラ見ル。沃度 ノ直接影響モ亦腎皮質及 皮質ニアリテハ僅 カニ抑制 セラル ・ラ知ル。

ビ脾二於テハ正常組織 ト殆 ド同様ナ レドモ、肝(9)叙 上 ノ事實 ヨリ結核性病攣著明ナル トキハ

ニ於 テハ其趣 テ異ニシ、少量及 ビ中等量 ノ場合 直接結核性攣化ラ蒙 ラザル組織夫 レ自禮新陳代

ハ輕度 ノ促進 テ見、大量 ノ場合ハ殆 ド不攣ナ 謝機能 ノ攣調 テ來 シ、換言 スレバ異化作用即チ

リ。故 二組織呼吸機能 ヨリ見テ、肝組織ハ他 ノ 「ヱ子ルギー」登生機轄二重大 ナル役割 テ演ズル

臓器二比 シテ結核感染ニヨル攣調明カーシテ、 酸化、解糖雨作用二攣化ヲ招來 シ、且該組織ハ

且沃度 二封 シテ敏感ナルヲ知ル。 沃度 ノ如キ特殊物質二封 シテ正常組織 トハ異ナ

(5)結 核個禮 ノ腎皮質嫌氣性解糖作用ハ正常組 ル反磨態度テ示現 スル事 ラ知 リ得 タリ.

織 二比 シテ、輕度ナガラ減少テ來 シ、沃度 ノ少 欄筆二臨 ミ院長太縄陣士、岩佐陣士、渡邊博士

量ハ之ガ輕度 ノ促進 ラ來 セシモ、中等量及 ビ大 ノ御懇篤ナル御校閲拉二不断 ノ御鞭捷 テ深謝

量ハ之テ抑止ス。 ス
0

(6)繍 痩顯著ニシテ諸臓器二高度 ノ急性進行性
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